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本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第一章　激げき突とつ







　次々と玻は璃りのくだけるような音が響ひびき渡わたる。

　皇こう宮ぐうの上空を黒い雲が覆おおい始めていた。地上で巻き起こった凄すさまじい風の影えい響きようか、うずまくように流れていく。

　見上げていた眼帯の男──蒴さくは、その風の正体に気づき、唇くちびるをほころばせた。

　ついに、雪せつ南なん王おう崇すう怜れいが、その身に宿る力を解放する時がきたのだ。

　禍まが々まがしい黒雲。猛たけ々だけしく皇宮をなぶる竜たつ巻まき。人々の奏かなでる断だん末まつ魔まのような悲鳴。

「王よ……やはりこの世はあなたのものだ」

　彼の他ほかに、一体誰だれがこんな現象を起こせるだろうか。心がわきたつのを抑おさえられない。

「あなたこそが、この世の主あるじにふさわしい……」

　陶とう然ぜんとしたまなざしを上空に向けたまま、彼の傍そばに上がった時のことを思い出す。

　雪南府将軍である崇怜の副将として付き従い、早数年。ずっとこの日を夢見てきた。

　優ゆう秀しゆうで有能で人望厚い彼に仕えることは、この上ない名めい誉よだった。

　それは誇ほこりであり、一種の憧どう憬けいであったかもしれない。陽ひの当たる道を歩んでいる曇くもりのない快活な皇子に、低い身分から成り上がるため陰いん惨さんな仕事ばかりしてきた自分が、肩かたを並べて補ほ佐さをする。とっくの昔になくしたと思っていた心は、まるで少年のように弾はずんだものだ。

　そしてあの日──崇すう怜れいが顔色も変えず、見知らぬ官かん吏りを斬きったのを偶ぐう然ぜんにも見てしまった夜、蒴さくの運命は変わった。

『なんだ……見たのか』

　息を吞のむ蒴に、崇怜は微み塵じんも焦あせることなく微笑ほほえんだ。

『今はまだ、誰にも知られるわけにはいかない。おまえを抹まつ殺さつするのは惜おしいが……』

　彼の足あし下もとから邪じや悪あくな気が噴ふき出す。それはうねるようにして彼の持つ太刀たちに巻き付き、月光の下で荒あら々あらしくうごめいた。──この世のものではないのは一目でわかった。

　初めて見るような彼の冷れい笑しようを目にした時、蒴の中で、奇き妙みような喜びが生まれた。

　人当たりのよい明るい皇子が見せた暗黒面。誰も見てはいけない、知らないはずの面を見てしまった。彼も自分と同じ一面を持っていたのかと思うと、身み震ぶるいがした。

『口外はしません。ですから、どうか、私にもお手伝いさせてください。あなたは、一体何をなさっておいでなのか？』

　恐おそろしいとは思わなかった。口くち封ふうじのため殺されるかもしれないとわかっても。

（やはりこの御お方かたは、ただ者ではなかった。どこまでもお仕えするに値あたいする──この御方こそが真の王者に違ちがいない）

　優秀で有能で人望厚い皇子将軍。そんな顔の下に隠かくしていた危険な獣けものの牙きばに、魅み了りようされてしまったのだ。

　その日から、蒴は崇怜の〝共犯者〟となった。

　彼が龍りゆう神じんの太刀を持っていること。黒こく龍りゆうを従え、その言を聞いてさまざまな〝実験〟をしていること。龍神の加護の有う無むを確かめるため弟太子を襲おそったこと。国の根幹を支える石柱を破は壊かいしてみたいと夢見ていること。

　普ふ通つうの人間なら恐きよう怖ふを覚えるようなことを平然と行う彼に、蒴はますますのめりこんだ。

（あなたなら許される。たとえ何をしようとも、龍神の太刀すら手に入れたあなたなら）

　どんな望みも叶かなえることのできるといわれる龍神の太刀。それを抜ぬいたのだから、選ばれた人なのだ。

　彼ならきっと、神にもなれる──。

（あなたは私の希望なのだ。私があなたを神にしてみせる）

　酔よいにも似た感覚に突つき動かされ、彼のためならばなんでもやった。ともに大陸各地に出向き、蓮れん女によの加護を探し出しては破壊した。とてつもない労力と歳月が必要だったが、満足げな崇怜を見るとどんな苦労も吹ふき飛んだ。

　赤の天てん女によの攻こう略りやくにはいつになく手間取ってしまったが、焦りはなかった。崇怜はそれすらも楽しんでいるようだったし、どうせいずれは彼の手に落ちるのだから、と。

　そしてその予想は今、現実になろうとしている。

　まもなく黒龍は完全に復活するだろう。そうなれば赤の天女を落とすのは時間の問題だ。

（私もお傍で見届けなければ）

　上空にのぼる黒い竜巻。眼帯に覆われていない左目に熱をこもらせ、それを見つめる。

　急いで駆かけつけようと向かいかけたが、ふと気になり、踵きびすを返して朝堂へ戻もどった。

　脇わきの小部屋に崇すう怜れいの命令で太子を監かん禁きんしてあるのだ。今さら用済みだろうと思うのだが、どうやら崇怜は太子を黒龍の餌えさにするため確保しているらしかった。

（連れて行ったほうがよいか──？）

　部屋に入ると、憐あわれな太子は椅い子すに縛しばられ、うつむいていた。

　崇怜が〝好こう奇き心しん〟から皇位簒さん奪だつを企たくらんだことを教えてやった時は、愕がく然ぜんとしながらも怒いかりを見せていたが、長時間の監禁でさすがに気力が萎なえたのか。

　見張りの兵士らが見守る中、彼に近づこうとした蒴さくは、ふと違い和わ感かんを覚えた。

「……？」

　不ぶ躾しつけにのぞきこみ、顎あごをつかんで顔をあげさせたところで、ようやく気づいて息を吞む。

　それは太子ではなかった。見た目はそっくりに作られているが、中身は空の──おそらくは幻げん術じゆつ。

　──逃にげられたのか。

　事態を察したとたん、烈れつ火かのごとく怒りがこみあげた。

「貴様ら、何をしていた！　これだけそろっていながら逃がすとは！」

　激情に駆られて太刀を抜き、振ふり向きざま見張りの兵士を一人斬り捨てる。

「……!?」

　にらみつけた蒴は、すぐに目を瞠みはった。

　斬られた兵士が、床ゆかにくずおれるよりも早く、煙けむりとなって消えたのだ。

（どういうことだ）

　とっさに別の兵士も斬って捨てる。しかし結果は同じだった。

　無言で見守っている他の兵士たちは、どれも目に生気がない。蒴はそれらを見回し、呆ぼう然ぜんと立ちつくした。

　おそらく全員が幻術で作られたものなのだろう。太子はなんらかの方法で兵士らを欺あざむき、ここを脱だつ出しゆつしたのだ。発覚しないよう身代わりを置いて。

（まさか──。一体、いつのまに）

　計画がほころんだ。崇怜に任されていたのに、太子を逃がした──。

　すぐに我に返り、蒴は他の兵士らには目もくれず部屋を飛び出す。

　やっと二人の望みが叶うのだ。誰にも邪じや魔まをさせるわけにはいかなかった。
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　吹き荒あれる風が渦うず巻まきながら天へのぼっていく。

　足下の石いし畳だたみがくだけ、楼ろう門もんの瓦かわらが吹き飛び、風に巻き上げられている。それはまるで砦とりでのように周りを取り囲み、中にいる二人の周囲をめぐっていた。

「ただの人間が、本気で私の相手をするつもりか？」

　この風を巻き起こしている張本人は相変わらず薄うすく笑えみを浮うかべていた。彼のまとうゆったりとした豪ごう奢しやな龍りゆう袍ほうも、ほどけた髪かみも激しく乱されているが、本人には少しも焦った様子はない。

「他に適任がいないんでね。俺じゃ不満でも？」

　柄えの長い呪じゆ具ぐを手にして対たい峙じしながら、季すえ隆たかはじっと彼をにらみつける。不敵なことを口にしながらも冷静に状じよう況きようの確かく認にんはしていた。

　結界が破られる音が止やんでいる。崇すう怜れいは呪じゆ縛ばく結界の中だ。動くことができるのは、おそらく──。

（龍神の太刀のせいか……）

　いつのまにか手に握にぎられている太刀に気づき、さすがに額に汗あせがにじんだ。

　だが結界の中にいれば、そのぶん力を削そぐことはできる。動きも制限されるはずだ。

　後は、自分の武術がどこまで通用するかどうか。

「そうだな。不満だよ。どうせすぐに終わってしまうだろうから」

「ハハ。そう言わずに付き合ってくださいよ」

　ごく当然のように答えた彼に、乾かわいた笑いを返す。

　敵かなうはずがないのは百も承知していた。だが現実的に考えて、たとえ大将軍だろうと普通の人間に戦わせることはできない。そんなことをすれば屍しかばねの山ができてしまう。適任がいないというのは比ひ喩ゆでも挑ちよう発はつでもなんでもないのだ。

（つっても術での攻こう撃げきは効かねーし……。さて、どうする？）

　術で痛手を与あたえることができないのは、彼のもとに乗り込んでいった時に確認済みだ。

　唯ゆい一いつ勝機があるとすれば、彼の身体からだに直接攻撃し、肉体的に痛めつけることだけ。

（まあ、それが一番難しいんだけどな）

　自分の分ぶん析せきに自分で突っ込みを入れつつ、呪具を握る手に力をこめる。

　難しかろうがやるしかない。他ほかにできる者はいないのだ。

　内心緊きん張ちようで張り詰つめている季隆とうらはらに、崇怜の表情は変わらない。

「少しくらいは楽しませてもらいたいものだ。さっき見せた言こと霊だまはなかなか興味をそそられたよ」

「そりゃどうも」

「また見せてくれないか？　結ゆい蓮れんと一つになるまで少し時間がある。余興にちょうどいい」

「はあ……？　いやらしいこと考えてる暇ひまあったら、俺にもその太刀たちを見せてくれよ」

　にらみつけたまま唇くちびるに笑みをのせる。呪具を構えた。

「俺と夫ふう婦ふの誓ちかいをかわしたばっかりだってのに、まだ結蓮に相手にされるとか思ってんのか？」

　薄く笑みを浮かべた崇すう怜れいが、無言で太刀を持ち上げる。

　次の瞬しゆん間かん、彼の姿が消えた。

　はっと凝ぎよう視しした季すえ隆たかは、突とつ然ぜん眼前に現れた影かげに気づき、とっさに呪具で押し返す。

（速……っ!!）

　尋じん常じようでない力に押され、靴くつ裏が激しく音を立てながら後ろへすべっていく。なんとか倒たおれはしなかったものの、呪具を握る手は折れそうなくらいの激痛に襲われた。

「ほう……。この程度の力なら防げるのか。少し手加減しすぎたかな」

　崇怜が意外そうにつぶやく。季隆は歯を食いしばって呪具を握りしめた。

　鍔つば迫ぜり合いをしているのが龍神の太刀だと思うとさすがに寒気が走る思いだった。まだ鞘さやに収まったままだというのに圧あつ倒とう的な霊れい力りよくが伝わってくる。

「そうだったな。君はなかなかの曲くせ者ものだったのを忘れていた。知らん顔をして人形の首を斬きらせたりするのだから、まったく無ぶ粋すいだ」

「……っ！」

　凄すさまじい圧力がかかる。龍りゆう神じんの太刀の神気が解放されていくのを嫌いやと言うほど肌はだで感じる。

　鞘の向こうから見つめている崇怜の目は、どす黒い闇やみに塗ぬりつぶされたかのようだった。

「しかし、もう一度その楽しみを味わえると思えば、それもまた一興か」

「ッ！」

　噴ふき出した神気に耐たえられず、季隆の身体は後ろに飛んだ。

　すぐに着地して膝ひざをついたが、急に痛みがこみあげ激しく咳せき込む。

　ぱっ、と血が散った。

「つ……っ」

　思わず顔をしかめる。胃の腑ふのあたりがずきずきと疼うずいた。

　もう内臓をやられたのか。たったあれだけのことで。

　崇怜は悠ゆう然ぜんとこちらを見ている。表情は変わらず、少しも労力を損そこねた様子はない。

　それを見るとさすがにため息がこぼれた。

「やっぱ、ちゃんと武ぶ術じゆつの修しゆ行ぎようもやっとくんだった……」

　歴然とした差に、つい嘆なげいてしまいながら立ち上がる。

　牢ろうに置いてきた身代わりの人形を、本人だと信じてあっさり首をはねさせた男だ。まず間ま違ちがいなく今も本気のはず。隙すきを見せれば一いつ瞬しゆんでやられる。

　一いち撃げきでもくらわせられればいいのだ。そうすれば次の手を打てる──。

　崇すう怜れいが太刀を一いち瞥べつする。その瞬間を見み逃のがさず、季すえ隆たかは地を蹴けって突とつ進しんした。

　不意を突つけたと思ったが、ガキッ！　と鋭するどい音を立てて呪具を受けられる。

「遅おそいな」

「！」

　はじき返されそうになり、季隆はとっさに手首を返して呪具を回した。先せん端たんが崇怜の顔をかすめ、ごくわずかだが傷を作る。

（よし！）

　ほんの瞬またたく間の出来事──だが確実に攻撃が届いたのだ。

　しかし喜ぶ間もなく、さらに威い力りよくの増した神気が押し寄せ、再び後方に吹ふき飛ばされた。

　なんとか転がるのは耐えたものの、先ほどとは比べものにならないほどの血が口からこぼれる。

（やべ……）

　体勢を立て直しながらも、冷や汗が噴き出してくる。

　黒い神気の中心で頰ほおを撫なでながら、崇怜は少し驚おどろいているようだった。

　ふっと、その顔に愉ゆ快かいそうな笑みが浮かぶ。

「いいぞ。もっと楽しませてくれ」

　思いがけず〝遊べる〟とでも思っているのだろうか。表情を緩ゆるませながらも、鞘の留め具をはずす様子はない。あの鞘を抜ぬけば並の人間はひとたまりもないくらいの神気が出るのだろうと季隆は直感した。

「結ゆい蓮れんと手合わせする前の肩かた慣ならしくらいにはなりそうだ。しばらくは付き合ってほしいものだな」

　そう言った崇怜を、立ち上がりながら眉まゆをひそめて見み据すえる。結蓮を強きよう烈れつなまでに欲ほつしているが、その理由がよくわからなくなってきた。

「あんた、あの子を結局どうしたいんだ？　欲しがってるのは戦いたいためかよ？」

　妻にしたいという欲よつ求きゆうだけならば、彼女を火ひ攻ぜめにして龍に戻もどすようなまねをする必要はないはずだ。それとも、愛情の表現が嗜し虐ぎやくに走る性質たちなのか。

「言っただろう。一つになりたいと」

「……龍に戻らなきゃ夫婦になれない決まりでもあるのか？」

「どうせ手に入れるのならば力の高まった時に越こしたことはない。それだけのことだ」

「……ますます意味不明なんだけど」

　崇怜が目を細める。優ゆう越えつ感かんに浸ひたっているような、不思議な表情だった。

「結蓮は至高の存在に近づきつつある。龍神としての本ほん性しようを取り戻した今、戦うことで神通力はどこまでも高まっていく。そして、その力を引き出し、受け止めてやれるのは私だけだ」

　ゆっくりと、彼は龍神の太刀をなでる。愛いとしげに、労いたわるように。

「そうやって力を極限まで高めた時、同じように黒こく龍りゆうを解放して力を高めた私に食われれば、私たちは晴れて一つになる。天てん地ち開かい闢びやく以来、神すらも作り得なかった存在になれるんだ」

　ぐわん、と太刀が鳴いた。その時を待っているかのように黒い神気が舞まい踊おどる。

　季すえ隆たかは彼を凝視した。

　こめかみを汗あせが伝っていく。これは冗じよう談だんではない。彼は本気で──結ゆい蓮れんを食くらう気だ。

　嫌と言うほど伝わってきて、不快なくらいに気味の悪さと焦しよう燥そうがこみあげた。

「一つになるって、そっちの意味かよ。よくそんな発想できるな」

　吐はき気を覚えてにらみつけるも、崇すう怜れいは微み塵じんも応こたえた様子はなかった。

「人間に理解できるはずもないか……。だがこれでわかっただろう。君には永遠に結蓮とわかりあえる日は来ない。所しよ詮せんは違ちがう生き物だ」

「惚ほれてるんじゃなかったのか？　好きな女が振ふり向かないから頭おかしくなったとしか思えないぜ」

「愛しているとも。だから一つになりたいんだ。誰だれにも邪じや魔まされないように」

　そう言って、崇怜は暗い笑えみを浮うかべる。

「特に、君にはな」

　黒い神気が噴ふん出しゆつする。離はなれた場所にいるというのに一瞬にして間を詰つめてきたそれに頰を灼やかれ、ちりりと痛みが走った。

　挑ちよう発はつのような憎ぞう悪おのようなその動きに、季隆は険しい顔で口元をぬぐうと、呪じゆ具ぐを振り下ろして身構えた。

「──血へど吐こうがどうなろうが、絶対渡わたさねえ」

　それぞれの思いが殺気となってあたりに充じゆう満まんしていく。

　一瞬の後──渦うず巻まく風の砦とりでの中、黒い神気と金色の錫しやく杖じようが激げき突とつした。
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　黒い竜たつ巻まきのようなものがいくつも上空へ立ち上っていく。まるで呼ばれたかのように流れてきた雲が、ゆっくりと厚さを増していた。

　肩かたから羽織った袍ほうをかき寄せ、結蓮は厳しい顔でそれを見上げた。

（黒龍が、来る）

　季隆が運んでくれた避ひ難なん場所を出てすぐ、異変に気がついた。理り屈くつではない、自分でもわからないがなぜかそう思ったのだ。

　広場のほうへと向かう間にも、玻は璃りのくだけるような音は断続的に続いている。何重にも張り巡めぐらされた崇すう怜れい捕ほ獲かくのための結界は次々に破られているようだ。

（急がないと！）

　唇くちびるを嚙かみしめ、結ゆい蓮れんは太刀たちを手にして駆かけ出した。

　硬かたい石いし畳だたみを裸足はだしで走りながら、周囲を見回して位置を確かく認にんする。どうやら東とう宮ぐう府のあたりのようだった。崇怜がいる場所までは少し距きよ離りがある。

（こんなに遠くまで運んできてくださったのね）

　必死にそうしてくれたであろう季すえ隆たかのことを思い、ますます気が急せいた。

　おそらく彼は今、一人で崇怜と対たい峙じしているはずだ。黒龍に憑つかれた崇怜に普ふ通つうの武人は相手にならない。かといって封ふう陰いん官たちは他ほかの役割がある。

（待っていてください、私がお傍そばにまいります！）

　不思議なことに、これまでの数倍も速く走れているように思えた。素す肌はだに長袍をまとっただけという恰かつ好こうなのに──だが今はそんなことを気にしている時ではない。

　石いし敷じきの道を蹴け散ちらす勢いで東宮府を出ると、内宮の広場へ通じる道に入る。

　その最初の角を曲がったところで、兵士たちが数人立ちすくんでいるのに出くわした。

「──！」

　鎧よろいからして雪せつ南なん府の者のようだ。爆ばく走そうしてきた結蓮には目もくれず、誰もが呆ぼう然ぜんとして空を見上げている。暗くなっていく上空に怯おびえているようだった。

「……あっ!?　誰か来たぞ！」

　そのうちの一人がこちらに気づいて叫さけぶ。すかさず結蓮は加速すると、彼らの中に突とつ入にゆうしていった。

「なッ!?」

「わぁぁっ！」

　突とつ然ぜんのことに驚く彼らを手当たり次し第だいに体術で倒たおしていく。そんなに力をこめたつもりはなかったが、兵士たちは一瞬で吹き飛び、失神してしまった。

　あっという間に累るい々るいと地面に転がった彼らとはうらはらに、結蓮は少し息が乱れただけだった。

（え……？　私、こんなに力が強かったかしら）

　怪け訝げんに思って自分の掌てのひらを見つめる。もともと怪かい力りきの節はあったが、これまでとは何か違う気がした。

　どこか、別のところから力がわきあがってきたような──。

「……っ、いけない」

　ぼうっとしている暇ひまはないと思い出し、兵士の一人から衣ころもと鎧を手早く脱ぬがせる。うまく調達できたのだ、さっさと着き替がえて駆けつけなければ。

　着ていた長袍を脱ぎかけた時、風にあおられて裾すそがはためいた。

　ほのかに香かおりが立ち上ってきて、思わず手を止める。

『終わるまでここにいろ。追いかけてきたらおしおきするからな』

　袍を貸してくれた季すえ隆たかが何度もそう念を押して出ていったのを思い出す。

　軽口めいていたが、あの時の彼は真しん剣けんな顔をしていた。

（私が駆けつけては、叱しかられるかもしれないけれど……）

　そっと長袍を胸に抱だきしめ、結ゆい蓮れんは軽く目を閉じる。

（心配してくださったのですよね。でも、私もあなたが心配です。あなたの傍で一いつ緒しよに戦わせてください）

　まるで季隆がそこにいるように思いながら、心の中でそんなことを願う。

　彼がどんな香りをまとっていたかなんて気にしたこともなかった。けれども今は、それに包まれていると思うと心が落ち着いた。

　崇すう怜れいを倒す。そして平へい穏おんになった煌こう国を、赤の天てん女によとして守っていく。その未来のために戦いたい。

　天女の役目に就つけば、きっともう、季隆とともに戦うことはできないから。

「……今だけ、お傍に──」

　ぽつりとつぶやくと、結蓮はすばやく長袍を脱ぎ捨てる。

　きびきびと着替えていく顔は、直前までの少女のものから武官のものへと変わっていた。
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　地上で噴ふき出した黒い神気は、徐じよ々じよに勢いを増している。龍りゆう神じんの太刀の持ち主が力を解放し続けているのだ。

　真しん君くんは皇宮のとある場所からそれを見ていた。

　龍神の太刀を手にした男と戦っているのが、弟で子しの季すえ隆たかだというのももちろん承知している。その戦せん況きようが芳かんばしくないということも。

「……やはりあいつ一人にゃ荷が重かったかのう」

　一時は結界にからめとることができたようだったが、すでにそれは破られていた。

　生身の人間に敵かなう相手ではない。それは初めからわかっていたことだ。しかし他に適任者がいなかった。他の弟子たちを呼びつけてはいるが、おそらく間に合わないだろう。

「では助すけ太刀だちに行くか？　燎りよう幻げん」

　瑶よう花かの声が聞こえ、真君はそちらを見やった。

　離れた場所にいる彼女が、赤い透とう明めいな膜まくの中で目を閉じているのが見える。声だけ飛ばしているのだ。

　真君は軽く笑った。

「そういうわけにもいくまい。わしが加勢しとる間に黒こく龍りゆうが出たら、おまえ一人じゃ抑おさえ切れんだろう」

　二人は今、結界の中にいた。

　かなり強力な、〝異界〟といってもいいかもしれない。この世ではない〝場所〟を作り上げ、維い持じしながらその範はん囲いを高めているところだった。

　崇すう怜れいから黒龍を引き離はなすことができれば、解放された黒龍は本能のままにこの都を──煌こう国全体を、はては大陸中を破は壊かいしにかかるだろう。その前に捕とらえ、この異界に閉じこめてから、しかるべき場所に封ふう印いんする。それが作戦の最終目的だ。

　それができるのは仙せん人にんである真君と天女の瑶花だけだった。人間たちに黒龍の相手までしろと言うのはさすがに酷こくだ。

　とはいえ、それほどの力を持つ魔ま性しようの龍神を封ふうじるには、二人の力を以もつてしてもぎりぎりというところだろう。ゆえに他に力を割さけないのだ。

　今この結界を離れれば、作り上げた〝異界〟は消える。季隆に加勢したとして、崇怜から黒龍が飛び出してから再び作り上げるのでは間に合わない。

「いいや。私一人でも抑えてみせる。命と引き替かえにしてもだ」

　瑶花の硬かたい声が聞こえた。

　年ねん齢れいのわりに──といっても六百年以上生きているわけだが──老成したところのあった彼女だが、盟友である他ほかの天女たちをやられて少々頭に血が上っているようだ。真しん君くんはふんと鼻で笑ってやった。

「おいおい、小こ娘むすめがあんまり張り切るな。ろくなことにならんぞ」

「なんだとじじい」

　赤い膜の向こうで、片目だけ開けた瑶よう花かがじろりと視線を向けてくる。

「冷静にならんかい。今わしらのどっちかがここを離れれば、太子もただでは済まんぞ」

「それは……そうだが、しかし」

　瑶花が口ごもる。二人のいる〝異界〟の近くには太子が待機しているのだ。

　黒龍が彼を狙ねらうと踏ふんで誘おびき寄せるため──この結界はいざという時に彼を守るためのものでもあった。消すわけにはいかない。

「いいから、ちょっと弟子のことを見守っておれ。もしもの時にはわしがなんとかしてやるからよ」

　ことさら気楽な調子で言うと、瑶花は少し落ち着きを取り戻もどしたらしい。

「じじい……」

「感謝しとるならじじい呼ばわりはやめい。こんな色男を捕つかまえて」

　ぼやきながらも〝異界〟の範囲を高めることに意識を戻す。

　傷だらけになっている弟子は、まだ戦意を失っていない。それを確かく認にんし、祈いのるように目を閉じた。
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　鎧よろいを着け終えると、結ゆい蓮れんは再び広場を目指して走った。

　控ひかえていたのであろう雪せつ南なん府の兵士たちが散り散りに逃にげていくのがあちこちに見て取れる。崇すう怜れいを慕したって反乱を起こした彼らも、この異様な事態にはついていけなかったらしい。

（でもそのほうがいい。へたに近くに人がいては戦いの妨さまたげになる）

　崇怜と激げき突とつすればどんな惨さん状じようが起こるかわからない。避ひ難なんしてくれるのは望むところだ。

　広場のほうからはどす黒い風が上空へ立ち上っているのが見えた。気のせいか瘴しよう気きのようなものが濃こくなっているようだ。

　気が急せきながら角を曲がり、見えてきた広場へ駆かけ込もうとした時だった。

「──結蓮!?」

　ふいに後ろから声がかかり、結蓮は驚おどろいて振ふり向いた。

　死角になっている門もん塀べいの陰かげにいくつもの人ひと影かげがある。武官らしき男たちに守られるようにして琮そう成せいがいるのに気づき、思わず声をあげた。

「殿でん下か……！」

　数人の武官たちの後ろから琮そう成せいがかきわけるようにして出てくる。結ゆい蓮れんは感かん極きわまって駆け寄った。

　囚とらわれたと聞いて心配していたが、怪け我がをしている様子もないし顔色も悪くない。さすがにこの事態には緊きん張ちようを隠かくせないようだったが、顔を見て無事を確認できたのが嬉うれしくて結蓮は思わず涙なみだぐんだ。

「ご無事で何よりでございます、殿下！」

「いや……、おまえこそ……」

　彼のほうも驚きよう愕がくしているようで、結蓮を凝ぎよう視ししたまましばらく二の句がつげない様子だったが、やがて眉まゆをひそめた。

「おまえ……身体からだは大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　低められた声とそのまなざしに、彼が言いたいことがすぐにわかった。

　おそらく彼も結蓮が龍になったことを知っているのだ。それを思うと緊張したが、かしこまって答えた。

「はっ。なんともございませんので」

「……本当か？」

　躊躇ためらうように琮成が見つめてくる。いつもの冷たいような沈ちん着ちやくさも険もない、素す直なおに案じてくれているのが伝わる。

　彼のそんな顔を結蓮は久しく見たことがなかった。それこそ子どもの頃ころ、〝兄〟と〝妹〟として無む邪じや気きに遊んでいた時以来だ。

　瞳ひとみを見れば、心配されているのがありありとわかる。臣下としては畏おそれ多いと平へい伏ふくしたくなる事態だったが、地下宮での彼の想おもいを聞いたせいだろうか、もっと温かい気持ちが心に広がるのを感じた。

「はい……本当に大丈夫です」

　こくりとうなずく結蓮を、琮成は何か言いたげに見つめた。

　唇くちびるを引き結び、憐あわれむような、それでいて悔くやんでいるような表情で黙だまっている。言葉をかけたいのに見つからない。そんな様子だ。

　きっと自分のことを案じてくれているのだ。厳しい態度で天てん女によの役目から逃がそうとしてくれた時のように。

　そう思ったから、結蓮は次に言うべき言葉を迷わなかった。

　きびきびとその場に膝ひざをつき、顔を伏ふせると、緊張しながら言葉を押し出す。

「殿下。私はやはり、赤の天女のお役目を継つごうと思います」

　瑶よう花かから話を聞いたあの時、琮成は天女を継ぐことに対してひどく怒おこっていた。「許さぬ」とはっきり言われたのを思い出すと、彼にこの決意を告げるのはまだ少し勇気がいった。

「殿下が私のことを畏れ多くもお気き遣づかいくださったことは、身に余る喜びです。それは心の底から感じています。ですが、このような事態になった今、お役目を継がないという選せん択たくはどうしてもできません」

　琮そう成せいは黙っている。彼が硬い雰ふん囲い気きに包まれているのは、下を向いたままでもわかった。

　彼の怒いかりを買うのは嫌いやだ。けれどそれよりもっと恐おそろしいことが結ゆい蓮れんにはあるのだ。

「殿下がお治めになる国が破壊されるのを、黙って見ていることはできません。殿下がいつまでもご息災で、煌こう国を守ってゆかれるのを、どんなに遠くからでもお祈り申し上げたいのです。そのためには今、逃げ隠れしているわけにはいきません。赤の天女を継げるのは私だけだというのなら──」

　思わず言葉を切り、目を瞑つぶる。天女を継ぐ決意に揺ゆらぎはないが、琮成の許しはどうしても欲しかった。

「その天女の力を手にして、この身に代えても殿下と煌国を必ずお守りいたします。ですからどうか、お許しください……！」

　この先いつまでその役目につくかはわからないが、彼の許しがなかったらきっとずっと後こう悔かいするだろう。それだけは嫌だったのだ。

　琮成はしばらく何も言わなかった。

　結蓮が地面を見つめたまま待っていると、ふっと小さなため息が落ちてきた。

「……おまえに縁えん談だんが持ち上がるたび、いつも感じていた。こんなどこにでもあるような政略結けつ婚こんで、どうでもいい男におまえを嫁とつがせてはいけない、と」

　静かな声が、まるで独り言のようにこぼれてくる。

「ただ単におまえが憐れだからだと思っていたが……。もしかすると、そこにも天てん帝ていの意志があったのかもしれぬな。おまえという存在を守るために、私に太子の権力を使わせたのかもしれぬ」

（え……？）

　意外な言葉に、結蓮は思わず顔をあげる。

　琮成は淡たん々たんとした表情だったが、目が合うと自じ嘲ちようするように口を少しゆがめた。

「そうでも思わないとやりきれない。どんな力を使おうと、結局のところ私はおまえを守れなかったのだから」

　それだけ言って、結蓮が驚く間もなく、彼は表情を戻した。

「立て」

　短く命令される。結蓮がとっさに反応できずにいると、琮成はふいに腕うでをつかんできた。そのままぐいと引っ張られ、立たされる。

「殿下っ……!?」

　まさか太子にそんなことをされるとは思わず、仰ぎよう天てんして結蓮はまた跪ひざまずこうとした。しかしすかさず引き戻もどされる。

「頭を下げるな。私はおまえに、そんなことを望んだ覚えは一度もない」

　厳しい声だった。弾はじかれるように結ゆい蓮れんは動きを止めてしまう。

　けれども、その声とはうらはらに、じっと見つめている彼の瞳には怒りや激しい感情は浮うかんでいなかった。

「子どもの頃のまま、私についてくるだけでよかったのだ。そうすればおまえをずっと守ってやれたのに。おまえはいつも一人で私から離はなれていく。……不孝者の妹だ」

　抑おさえたような声で言われ、呆ぼう然ぜんと見つめ返していた結蓮は、そのまなざしの意味がわかったような気がした。

　兄妹きようだいのように過ごした子ども時代。あの頃を大切な思い出にしているのは自分だけだと思っていた。だからこそ彼を守りたいと武官に志願し、太子の近衛このえとなった。

　けれども、ひょっとして彼はそれが不満だったのだろうか。兄と妹ではなく、主君と臣下になってしまったことが──結蓮が妹の立場を捨てたことが、寂さびしかったのだろうか……？

　そんなふうに自うぬ惚ぼれてしまいたくなるほど、見つめる琮そう成せいのまなざしは深い想いをたたえていた。

「……殿下、……私は、殿下を……」

　琮成の瞳の奥を探さぐるうち、想いがこみあげてくる。

　それは、武官になって初めて感じる後悔の念だった。

　あのまま妹として傍そばにいたら、そんなふうに言わせることはなかったかもしれない。守りたくて武官になったのに、それがかえって彼を孤こ独どくにしたのではないか──？

（そうだ──この御お方かたは太子殿下。お父君もお母君もご健在で、お親しいお妃きさき様が三人もおられて、幼少の頃から仕える傅もり役やくや富ふ豪ごうのお祖父じい様がいつも周囲に控ひかえていて……けれどそのすべてに対して〝太子〟として接しなければならない。琮成様として振ふる舞まうことを許されない御方だった……）

　もしもそこに結蓮が、あの頃のまま妹としてついていたら。彼に少しは気安い時間を提供できたかもしれない。

　だがその道は五年前のあの時に閉とざされてしまった。いや、自分が閉ざしてしまったのだ。

「申し訳ございません……！　仰おおせのとおり、私は、不孝者です……っ」

　瞳をうるませ、結蓮は頭を下げた。

　地下宮での話を思い返せば、どれだけ守られていたかがわかる。けれどそのことに気づきもせず、結局は何もできていなかったのではないか。そう思うと自分が情けなくて、彼に申し訳なくて仕方がなかった。

　つかんだままの結蓮の腕を軽く引き、琮成は静かに言った。

「頭を下げるなと言ったはずだ」

「……っ、ですが」

「天女になるのだろう。おまえより私の身分が高いということはなくなる。へりくだる必要はない」

　え、と結ゆい蓮れんは目を見開いて顔をあげた。

「お許しをいただけるのですか……？」

　琮そう成せいが少しの間黙りこむ。本当はまだ何か言いたいことがあるような、微び妙みような顔つきで見つめてきたが、やがて皮肉げに微笑ほほえんだ。

「この五年で、おまえの強ごう情じようぶりは嫌というほどわかったからな」

「はっ……、おそれいります」

「……おまえを許さないことなど、ありえないよ」

　幾いく分ぶんやわらかくなった声でぽつりと付け加え、小さく笑う。

　まるで少年時代に戻ったような口調は、兄としての言葉だったのだろうか。

（琮成様……）

　結蓮が何も言えず見つめていると、彼は表情をあらためた。

「約束しよう。おまえが支えてくれる国を、私も全力で守っていく。命が尽つきる日まで──。……頼たのんだぞ。結蓮」

　彼にとってはまだまだ心の底からは言えない、不本意な言葉だったかもしれない。けれど結蓮には何よりも嬉うれしい言葉だった。

　──その言葉をもらえただけで、どんな永い歳月でも耐たえられる。

「はっ！　私もお誓ちかいいたします。殿でん下かが治められる煌こう国を、いつまでも見守ってまいります。どうかご安心ください」

　琮成は無言のまま、少し寂さみしげに笑った。

　その誓いが守られるかどうか、確かく認にんできないことを彼は理解しているのだ。

　彼にも人としての寿じゆ命みようがある。こんなにも慕したっている彼ともいつかは別れの時がくる。それを思うと結蓮は胸が詰つまった。

　だが今は感傷に浸ひたっている暇ひまはない。涙なみだをこらえ、彼を見つめた。

「殿下、私は季すえ隆たか様の加勢に行きます。作戦のことは聞いていますが、くれぐれもお気を付けくださいますように」

　崇すう怜れいから黒こく龍りゆうを引き離すことができれば、黒龍は琮成の身体からだを狙ねらうはず。そこを突ついて封ふうじるため、彼は囮おとりとなるのだという。牢ろう獄ごくで季隆からその作戦を聞いた時は愕がく然ぜんとしたが、琮成を守っている人々を信じて従うことにしたのだ。

「真しん君くん様と瑶よう花か様が結界を張っておいでだとか。そちらは障さわりはございませんか」

「それは心配いらぬ。だが……」

　琮成が表情を曇くもらせて見つめてくる。

「おまえは大だい丈じよう夫ぶなのか。相手に姿を見せて」

「黒龍を引き離すためには、崇すう怜れい様と交戦する必要があると聞きました。武官にも封ふう陰いん官にもできない役目です。季すえ隆たか様お一人では難しいこともあるでしょうし──」

　その時だった。突とつ然ぜん気配を感じ、結ゆい蓮れんははっとして振り返った。

　同時に周囲の結界が強化される。しかし、封陰官たちが発動させたそれを切り裂さくようにして何かが飛んできた。

「！　──殿下、お下がりください！」

　とっさに太刀たちを抜ぬき放ち、それらをたたき落とす。琮そう成せいを庇かばって後ろへやりながら、結蓮は攻こう撃げき者を見み据すえた。

　黒ずくめの鎧よろいに身を包み、右目に眼帯をした男──崇怜の副官の蒴さくが、ひっそりと影かげのようにたたずんでこちらを見ている。

「そういうことか……。ならば、行かせるわけにはいかない」

　話を聞かれたのか、蒴は殺気をにじませて結蓮をにらみつけていた。

「あの方の邪じや魔まをする者は、私が許さん」

　ゴウッ、と彼の周りに凄すさまじい突とつ風ぷうが巻き起こる。

　その風に触ふれるなり、周囲の建物がまるで刃は物もので切られたかのように分断され、舞い上がっていった。

（これは……風の刃やいば!?）

　結蓮は驚おどろきながらも太刀を構えて琮成の前に立ちはだかる。封陰官たちが結界を幾いく重えにも張っているのを確認し、蒴へ目を戻した。

「まさか、術使いだったとは……！」

　崇怜の副官、つまりは武人だという認識しかなかったが、ただの人がこんな現象を起こせるはずがない。予想外の事態に、額に汗あせがにじんだ。

　蒴は激しくも暗いまなざしで結蓮を見据えている。

「術ではない。これも黒龍の力だ」

「何……っ!?」

「あの方と私は常に共に在る。いつからか私も人ではない力を手に入れた。あの方と黒龍の影えい響きようだろう」

　愕然となる結蓮をいまいましげににらみ、蒴は太刀を抜いた。

「大人しくあの方に従い、信しん奉ぽうしていればよいものを。こんなことで手間をとらせるな！」

　威い力りよくを増した風の刃が、結界を切り裂いて飛び込んでくる。

　結蓮はとっさに太刀でそれを斬きり捨てた。意外にも防ぐことができたが、勢力が強すぎて一人では間に合わない。

「殿下をお連れしてください！」

　黒龍を引き離はなした時にそなえ、琮成はいつでも出て行けるようにしておかなければならない。そのためにこの場所は最適だったのだが、今は一いつ旦たん撤てつ退たいして身の安全を確保するべきだ。

　琮そう成せいを守りながら戦うのは無理だと判断し、背後で対たい抗こうしようと構えている封陰官たちに叫さけぶ。彼らも風の刃に苦戦しているようだったが、すぐに状じよう況きよう判断を切り替かえたらしく、うなずいた。

「結ゆい蓮れん！」

「殿下、お早く！」

　封陰官らが琮成を連れて後退していくのを背後に感じながら、結蓮は襲おそいかかる風を次々に斬り捨てていく。

　速さには自分でも驚くほどついていけたが、いかんせん数が多い。蒴さくに近づいて術をやめさせなければ、延々ここに足止めされたままになってしまう。

（こうしている間にも季すえ隆たか様が……！）

　視界の端はしに映る黒い竜たつ巻まきはどんどん威力を増している。崇すう怜れいが力を解放し続けているのだ。あそこには季隆がいるというのに──。

「くっ！」

　次々飛んでくる風の刃をたたき落としながら、結蓮は蒴に突とつ進しんを試みた。本人を仕留めて攻撃をやめさせるしか道はない。ぐずぐずしていては間に合わなくなる。

　しかし蒴もそれくらいの予想はしていたのだろう。すばやく風の刃の軌き道どうを変えたのを見て、結ゆい蓮れんははっとして振ふり返った。
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　琮そう成せいめがけて飛んでいくのを目にし、一気に血の気が引く。

「殿下っ!!」

　とっさに踵きびすを返して駆かけつけようとした時だった。

　突然、横から突風が吹ふき付け、風の刃を吹き飛ばした。

「──！」

　明らかに呪じゆ禁ごん術だった。そちらにも封陰官がいたのかと驚いて結蓮は見たが、すぐにぎょっと息を吞のんだ。

　そこにいたのは一人の青年だった。掌てのひらを蒴さくに向けて立ちつくしている。

　長い前まえ髪がみからのぞく顔は真っ白で、目は大きく見開かれていた。急いできたのか、それとも緊きん張ちようのせいか、荒あらく息を切らしている。

　それは、豊ほう家別べつ邸ていにいるはずの琇しゆう有ゆう皇子だった。

「琇有様!?」

「兄上……!?」

　結蓮は急いで彼に駆け寄る。琮成も啞あ然ぜんとしたように見つめていた。

　ゆるく束ねただけの髪かみを真新しい長ちよう袍ほうの肩かたに流した琇有は、ごそごそと霊れい符ふをいじっている。どうやらそれで撃げき退たいしてくれたらしい。

「僕は、一度、この人の技わざを見てる。や、役に立てるかもと思って……」

　そう言った琇有の顔は引きつっていた。足あし下もとも震ふるえていて危あやうい。別邸に逃にげてきたのは蒴に襲われたのが原因なのだから、無理もなかった。

「作戦のことは、僕も聞いてるよ。こ、ここは任せて、結蓮は、橘たちばな氏を助けにいって」

「ですが、琇有様！」

　思えば彼は五年間引きこもっていたのだ。陽ひの下に出ること自体が久しぶりのはずである。他ほかに封陰官もいるとはいえ、彼らは琮成の護衛が主な任務だ。となると蒴との戦せん闘とうは琇有一人が受け持つことになる。黒こく龍りゆうの影響を受けているという敵を、とても任せてはいけなかった。

「だ、大丈夫。倒たおすのは難しそうだけど、足止めくらいなら、僕にも……」

　と言いながらも琇有は相変わらず膝ひざががくがく震えている。自分でも気づいているのか、苦く笑しようを浮うかべた。

「ハハ……一度は逃げ出した僕が言っても、説得力がないよね……。でも、ひ、一人じゃないから」

「え？」

　聞き返した結蓮は、はたと気づいてそちらを見た。

　大勢の足音が近づいてくる。地じ響ひびきのようなそれはかなりの人数のものだと物語っていた。

　やがて雄お叫たけびとともに現れたのは武官たちだった。その中にはかつての同どう僚りようたちの顔も多数含ふくまれていた。

「柚ゆう梨り軍の……！　幽ゆう閉へいが解かれたのですか？」

「う、うん。この人が持ち場を離れたから、隙すきを見て、陛下を助け出したんだって。だから軍が大人しくしてる理由がなくなったんだって」

「陛下はご無事なのですね!?」

「だ、だと思うよ。僕が聞いたかぎりでは……ひぃッ」

　そうしている間にも蒴さくの攻こう撃げきが続き、琇しゆう有ゆうは顔を引きつらせながら霊符で応戦している。

　結ゆい蓮れんはすばやく場を見み渡わたした。

　武官たちの数はかなりのものだ。彼らがいれば琮そう成せいを守れる。封ふう陰いん官が琇有の援えん護ごに回れる。

　そう判断し、蒴を見み据すえたまま声を張り上げた。

「では琇有様、私は離り脱だつしますのでお願いいたします！　殿でん下か、どうかご無事で！」

　視界の端に、彼らがうなずいたのが見えた。

　武官たちが到とう着ちやくするまで風の刃を防ぐと、結蓮は太刀たちを握にぎりしめて走り出した。
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　襲い来る風の刃やいばは衰おとろえを知らないかのようだった。

　封陰官たちは結界陣じんを敷しき、蒴を閉じこめるべく力を注ぐ。しかし黒龍の影えい響きようを受けた蒴はそれをものともせずに攻撃を繰くり返していた。

「早く、太子殿下をお連れしてっ！」

　琇有は悲鳴のような声で命じたが、屈くつ強きような武官たちも術に対抗するすべをもたないため苦戦しているようだ。

「兄上！」

　じりじりと押され後あと退ずさっていくのを見て琮成が叫ぶ。

　そちらを見やった琇有は、弟が青ざめて見ているのに気づいた。

（心配されているんだな……）

　数年ぶりに外に出たと思ったら、いきなりこんな場に遭そう遇ぐうして。自分でもこの状況が信じられないくらいだ。

　足は震えたきり言うことをきかないし、このままいけば腕うでだって使い物にならなくなるだろう。得体の知れない相手を前にして恐きよう怖ふもある。

（でも、首を突つっ込んだからには、足を引っ張るわけにはいかないし）

　ぐっと奥歯を嚙かみしめ、琇有は霊符を一枚選び出すと、蒴に向けて投げ放った。

「爆ばく散さんせよ！」

　霊符が蒴の目前で弾はじけ、爆ばく発はつする。間ま違ちがいなく命中した。

（やった……！）

　この隙に結界を強め、琮そう成せいを逃がすことができる。琇しゆう有ゆうは術が成功したことにほっと息をつきながら振り返った。

「今の内に、早く！」

　武官たちが心得たようにうなずく。だが琮成は彼らを押しとどめた。

「兄上もご一いつ緒しよに」

「あ、ぼ、僕は、いいよ。残るよ」

「しかし、危険です」

　琮成が緊きん迫ぱくした顔で訴うつたえる。琇有はそわそわとした気分になった。そんなふうに言ってくれるのは嬉うれしいような、けれど居い心地ごこちが悪いというか落ち着かない。

（僕のことを、今もそうやって敬ってくれるんだ）

　五年前の業ごう焰えん事件の時には、肝かん心じんな時に留守にしていて役に立たなかった。その後はずっと御ご殿てんに引きこもっていたせいで弟と会うのは今日が久しぶりだ。母もいなくなって心細かっただろうに、そんな時に傍そばにいてやることもしなかった。

（そんなひどい兄だったのに）

　琇有は後ろめたさに押しつぶされそうになりながらも、もう一度言った。

「僕はいいから、殿下を早くお連れして」

　武官たちに促うながされた琮成がなおも言いつのろうとする。琇有は首を振った。

「今日は、呪禁師として来たんだ。だから、僕の心配はいらない」

「ですが」

「いいから！」

　自分でもびっくりするような大声が出た。

　驚おどろく琮成に、琇有はぎくしゃくと微笑ほほえんでみせた。

「おまえを守りたくて呪禁道を勉強したんだ。こんな時くらい、役に立たせてよ」

「……兄上……」

　琇有は弟から目をそらし、敵に向き直る。

　爆発の煙けむりが流れ、蒴さくが顔から血を流してこちらをにらんでいるのが見えた。思わずひっと息を吞む。

「──兄上！」

　武官たちが強制的に撤てつ退たいさせているのだろう、背後で遠くのほうから琮成が叫さけぶのが聞こえた。

「その者の目的は私ではなく結ゆい蓮れんたちです！　広場に行かせては……！」

　最後のほうは聞き取れなかったが、事情は充じゆう分ぶん伝わった。琇有はごくりと唾つばを飲み込む。

「……わかったよ。ここに足止め、だね」

　あらたに襲おそいかかってくる攻撃を封陰官たちとともに防ぎながら、琇しゆう有ゆうは久しぶりに使う呪じゆ禁ごん術の段取りを頭の中で懸けん命めいに組み立てた。
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　広場に駆かけ込んだ結ゆい蓮れんは、その有様に息を吞のんだ。

　黒い神気にえぐられ削けずられて、美しかった楼ろう門もんや回かい廊ろうは見る影かげもない。地面に敷かれた石いし畳だたみは大部分が砕くだかれてしまっており、翠みどりの水に浸ひたっている。

　その原因となっただろう神気は巨きよ大だいな塊かたまりと化していた。黒い瘴しよう気きのようなそれを透すかして、中にいる二人が見える。

「あっ……！」

　気づいた瞬しゆん間かん、結蓮は思わず立ちすくんだ。

　呪具を手にした季すえ隆たかが顔や頭から血を流していた。衣ころもはところどころ裂さけており、立ち方がおかしいところからして、おそらくあちこち怪け我がしているのだろう。表情はしっかりしていたがぼろぼろだと言ってよかった。

　対する崇すう怜れいはほぼ無傷で余よ裕ゆうの態度だ。季隆に攻撃をしかけようとしているのを見て、結蓮は叫んだ。

「待てっ!!」

　二人が同時にこちらを見る。驚いた顔で手を止めた隙に、結蓮は二人の間にすべりこむようにして駆け込んだ。

　ぼろぼろだけれど彼は生きている。間に合った──そう思うと胸が詰つまりそうだった。

　季隆の前に立ちはだかり、太刀を構えて崇怜に向ける。

「あなたの目的は私のはず。ならば、私と決着を！」

　ふっと崇怜の顔に笑えみが浮うかんだ。待ちわびたというふうに嬉しげに結蓮を見ている。

「おまえから来てくれたか。この男を始末したら迎むかえに行こうと思っていたんだ」

　彼の足あし下もとから黒い神気が吹ふき出す。その激しさに前まえ髪がみがはためき、目がくらんだ。

（なんて濃こい神気……季隆様はよく今までこんな相手と……！）

　けほっ、と嫌いやな咳せきが後ろで聞こえた。

　庇かばわれている体勢が我が慢まんならないというふうに腕を引かれ、結蓮が振ふり向くと、季隆が厳しい顔で見ていた。

「こら……、来るなって言ったの、聞いてなかったのか？」

　血を吐はき捨て、彼は低い声で言った。

「はっ。聞いていました」

「じゃあなんで来たの。よっぽどおしおきしてほしいんだな」

　声が怒おこっている。前に出るなと言わんばかりに隣となりに並んだ彼を、結ゆい蓮れんは毅き然ぜんと見上げた。

「私がお相手します」

「だめだ。俺が──」

「季すえ隆たか様には無理です」

　ぴしゃりと言われて季隆が口をつぐむ。失礼な言い方なのは承知の上で結蓮は続けた。

「崇すう怜れい様に太刀たち打うちできるのは同じ龍りゆう神じんである私だけです。それは季隆様にもおわかりのはずです。少しでも冷静でいらっしゃるのなら」

「……」

「国の存亡がかかっている時に、庇われて守られても嬉しくありません。勝機のある手段を選ぶべきです。だめだと言われても私がやります」

　季隆は冷たいほど怖こわい顔で見ていたが、すっと目をそらした。

「だめだ」

「季隆様！」

「俺も一緒にやる。一人ではさせない」

　結蓮は目を瞠みはって彼を見つめる。呪具を構え直した季隆はすでに崇怜を見み据すえていた。

「情けないけど、俺じゃ勝てない。それは嫌ってほどわかった。……意地張ってる場合じゃないのもわかってるよ」

　つぶやくように付け加えた彼の横顔は悔くやしさをにじませている。だがすぐに頭を切り換かえたようなのはさすがだった。

「勝ちを優先するならこんなに心強い助すけっ人とはいない。正直、今は君をあいつの前に出したくないんだけど──」

「いいえ！」

　結蓮も向き直って太刀を構える。こんな時だというのに心が沸わき立つようだ。

「私はあなたと戦いたい……！　そう言っていただけて嬉しいです」

　ふう、と季隆が息をつく。渋しぶい顔なのは変わらなかったが、もう反対する気はないようだ。

　一いつ瞬しゆん目が合った。笑ってくれたように見えて、こちらもそうしようとした時、

「っ！」

　黒い神気が鞭むちのようにしなって襲いかかってきた。

　二人はとっさにそれを避よけ、すばやく身構える。打たれた地面が砕け散り、石の欠片かけらが宙を舞まった。

　冷れい笑しようを浮かべて見ている崇怜を、二人は油断なくにらみつける。

「相手は君のよく知ってる人間で、しかも皇族だ。迷いはないか？」

「ありません！」

　結蓮は躊躇ためらわず答え、崇怜に向かって駆け出した。

　神気の鞭が次々に襲ってくるのをかいくぐり、太刀を叩たたきつけるようにして振り下ろす。自分でも、いつにないその速さに驚いたほどだったが、すかさずそれを受け止められた。

　合わせた刃やいばの向こうで、崇すう怜れいの顔が驚きと歓かん喜きに染まった。

「すばらしい……これが龍りゆう王おうの公主の力か」

　押し合う太刀と太刀がぎりぎりと震ふるえる。どちらの刀身も小刻みに鳴っているようだ。

「もっとだ……もっと見せてくれ、結ゆい蓮れん」

「──！」

　ふいに圧力が押し寄せ、結蓮は均きん衡こうを崩くずした。そのまま吹き飛ばされ、地面に叩きつけられる。

（くっ！）

　急いで身体からだを起こした時、視界の端はしで赤い軌き跡せきがいくつも走った。それは崇怜めがけて飛び、間かん髪はつ容いれず次々に爆ばく発はつする。

　はっとして見ると、呪具を投げ放った体勢のまま季すえ隆たかが肩かたで息をしていた。結蓮が飛ばされた瞬間を狙ねらって攻こう撃げきしたのだ。

「大だい丈じよう夫ぶか!?」

「はっ、ありがとうございます！」

　すばやく立ち上がり、結蓮は再び身構えた。

　爆ばく煙えんは濃く、その威い力りよくを物語るかのようだ。命中していればさすがに無傷ではいられないはずだったが、黒い神気は勢いをゆるめていなかった。

「……気休めにもならないか」

　季隆が舌打ちする。爆煙はまだ晴れていないが、相手に決定的な痛手を与あたえなかったのは察したようだ。だが腐くさってはいないらしく、きびきびと続けた。

「攻撃した感じはどうだった？」

「ものすごい力でした。以前の崇怜様とはまるで比べものになりません。あの黒い神気も得体が知れない……。ですが、手て応ごたえはありました」

「ほんとか？」

「はい。必ず作戦を成功させます」

　崇怜の力は尋じん常じようでないものだ。昨日は不覚をとってやられてしまったし、あの時よりも威力は上がっているように思う。だが不思議と今はあまり恐おそろしいとは思わない。むしろひどく冷静に互たがいの力を比べて臨のぞんでいる。

　じっと爆煙の向こうを見据える結蓮を、季隆は物言いたげに見つめている。案じるようなその視線に気づき、結蓮は首をかしげた。

「季隆様？」

　一瞬不安げに視線を泳がせた彼だったが、「いや」と首を振ると、表情をあらためた。

「あいつ、君を食うって言ってたんだ。やっぱり普ふ通つうじゃなくなってる」

「食う？　食べ物として摂せつ取しゆするという意味ですか？」

　突とつ然ぜんすぎて意味がわからない。龍神の世界ではそういう共食いのような現象があるのだろうか。

　季すえ隆たかにもよくわからないようだったが、彼の様子からして結ゆい蓮れんを崇すう怜れいに会わせたがらなかったのはそれが理由のようだ。

「たぶんね。比ひ喩ゆじゃなく本気だと思う。とにかく接近した時は気をつけろ。俺は今みたいに邪じや魔まにならないようにして援えん護ごする」

「はっ！」

　煙えん幕まくを切り裂さくようにして神気の鞭が襲おそいかかってくる。二人はすばやく飛び退のき、散開した。

　風に流れた煙けむりの向こうから崇怜が姿を現す。

　足下から無数に吹き出る黒い神気に守られるようにして立つ彼は、傷一つ負っていなかった。

「結蓮……」

　崇怜の髪かみが激しくはためいている。こんな時なのに、その微び笑しようは少しも揺ゆらいでいない。

「さあ、早く来い。おまえの本当の力を──おまえのすべてを、私に見せてくれ。そうすれば一つになれる」

「……」

　結蓮は眉まゆをひそめ、太刀を握にぎり直すと、彼に向かって地面を蹴けった。

　自分でも信じられないほどの跳ちよう躍やくで距きよ離りを飛び越こえ、神気に守られた崇怜の懐ふところに飛び込む。

「！」

　振ふり下ろした太刀が、激しい衝しよう撃げきとともに受けられた。先ほどと同じように圧力が増したが、力をこめて踏ふみとどまる。刃から火花が飛び散り、耳みみ障ざわりな音が響ひびき渡わたった。

「これは……」

　太刀の向こうで、崇怜が目を瞠ったのが見えた。やがて彼は驚おどろきを笑えみに溶とかす。

「今までとは段だん違ちがいだ。一ひと太刀ごとに威力が増すのか？　面おも白しろい……」

「っく……！」

　途と方ほうもないような強大な圧力が襲いかかる。激しい風のせいで目も開けていられないほどだ。結蓮は懸けん命めいに柄つかを握りしめて堪こらえる。

　吹ふき飛ばされてはいけない。また季隆に援護してもらっては、なんのためにここへ来たのかわからなくなる。

　自分が退けばおそらく崇怜は季隆に攻撃するだろう。ただ人びとである季隆がこれをくらっては、きっとひとたまりもない。

（それは季隆様も自覚しておいでのはず。なのに、私が来るまで一人で戦ってくださった）

　怪け我がだらけで血を流していた彼を見た時の、心臓をつかまれたような感覚がよみがえる。

（──だからこれは、私の役目だ！）

　瞬しゆん間かん、柄を握る手から翠みどり色の水がドッと噴ふき出した。

「!?」

　よく見れば水とも違ちがう、半はん透とう明めいに輝かがやくそれは光を放ち、うねりながら崇すう怜れいに向かっていく。彼の足あし下もとから噴き出す黒い鞭とよく似ていた。

　ぐぐっと太刀たちを押す力が増す。吹き付ける風を堪えながらにらむと、彼は満足げに見ていた。

「おまえも神気を出せるようになったか。それでいい。いよいよ龍りゆう神じんの本ほん性しように戻もどっているんだ」

　はっとして結ゆい蓮れんは翠の光を見る。これは神気だったのか。

「それを操あやつれるようになれば、おまえは龍の力を自在に出すことができる。もうそんな太刀一本で戦う必要はない。神気を駆く使ししてこの都を消し飛ばすことすら可能になるんだ。すばらしいだろう？」

「何を……っ、恐ろしいことを！」

「本当のことだ。馬ば鹿からしいとは思わないか？　あの男のように、ちっぽけな呪じゆ具ぐを使って楯たて突ついてくる人間が憐あわれに思えてくるだろう。今のおまえならあの男を一いち撃げきでやれるぞ」

　崇怜が噴き出す黒い神気と、結蓮から飛び出した翠の神気がぶつかりあう。こちらの威力ではまだ崇怜に攻撃を仕し掛かけるまではいかないらしく、彼は平然として見つめていた。

「試ためしてみたいと思わないか。おまえの、龍神の力を」

　甘く誘さそうように崇怜が言葉をつむぐ。その気はないのに、ふと引きずられそうになり、結蓮は奥歯を強く嚙かみしめた。

　崇怜から黒こく龍りゆうを引き離はなすには、彼の身体を消しよう耗もうさせ、隙すきを作らなければならない。そのためには太刀で接近戦をするしかない。彼の身体に生半な術が効かないのは、先ほどの季すえ隆たかの攻撃を見ても明らかだ。

　柄を握る手に力をこめ、結蓮は崇怜を見み据すえる。

（これは、私の役目）

　龍神に憑つかれた彼に対たい抗こうできるのは、本性が龍神である自分だけだ。

　自分のことを恐ろしい、気味が悪いと思っていた。だが今は感謝したいくらいだ。

　龍神だからこそ、彼を倒たおす可能性がある。この煌こう国を守れるのだから。

「……ご教示、感謝します」

　にらみつけながらそう言うと、結蓮は自分の中の力を一気に放出させた。

（ならば、その力を使うまで！）

　黒と翠の神気が絡からまり合う。

　それはみるみる膨ふくらみ、あたりを覆おおうほど膨ぼう張ちようすると、轟ごう音おんとともに炸さく裂れつした。







　第二章　砕くだけた太刀







　洗せん濯たく物ものを取り込もうと庭先に出てきた華か瑛えいは、それに気づいて口元を押さえた。

「いやだ……、やけに薄うす暗ぐらいと思ったら」

　もくもくとわきたつ黒雲は皇こう宮ぐうのほうへと流れていくように見える。豊ほう家別べつ邸ていからもそれははっきりとわかった。

「どうした？　華瑛」

「変な雲が出てるの」

　同じく気になったのか外へ出てきた青せい慎しんが、空を見上げて息を吞のむ。

「これは……」

「嵐あらしでも来るのかしら。気味が悪いわ」

「中に入りなさい」

　肩かたを抱だかれるようにして促うながされ、華瑛はびっくりして彼を見た。

「ど、どうなさったの？」

「よくない予感がする。何か起きるかもしれない」

「えっ？」

　急に言われて面めん食くらってしまったが、青慎の厳しい横顔を見ると本当にそんな気がしてきた。心配になりながら振り返り、空を見上げる。

「あの雲、皇宮のほうへ行くみたい……。お嬢じよう様さまも橘たちばなも帰ってこないけれど、大だい丈じよう夫ぶかしら」

　しばらく屋や敷しきを空けている二人は皇宮から出られない状態にあるようだ。雪せつ南なん府の軍が朝ちよう廷ていを制圧したという噂うわさを青慎が仕入れてきて以来、気が気でない時を過ごしていた。数日前には結ゆい蓮れんたちの住む棟むねのほうに人の気配がしていたが、近づかないよう言われているので詳くわしいことはわからない。

「とにかく中へ。ここは外から侵しん入にゆうできない造りになっているという話だが、時期が時期だ。おまえに何かあったらお二人も悲しまれる。状じよう況きようがわかるまで待機していよう」

「はい……」

　真顔の彼に肩を抱かれたままであることに思わず赤面しながらも、再度促されて屋敷の中に入る。

　最後にふり仰あおいだ空が黒さを増しているように見えて、華瑛は案じるように眉を寄せた。







　その頃ころ、豊ほう家別邸には上空を見ていた者たちが他ほかにもいた。四し郎ろうや九く郎ろうを始めとした結ゆい蓮れんの従者たちである。

　回かい廊ろうに鈴すずなりになって空をうかがっていた彼らは、一様に深刻な顔をしていた。

「これは、いかんな」

「うむ。まさかこんなに急に」

「ちい姫ひめのもとに参じたほうがよくはないか？　きっと戸と惑まどっておられるぞ」

「でも我々、この屋敷から出られないし」

「ちい姫様……」

　彼女が龍の本性に戻ってしまったことに、眷けん属ぞくである彼らも当然だが気づいた。だがあまりにも突とつ然ぜんで予想外すぎた。

　従者の分というものが邪じや魔まをして、結蓮には彼女の本性が龍だということを伝えていなかったのだ。本来ならば彼女を導くはずの彼らだが、まだその時期ではないというのもあってのんびり構えていたのである。

「四郎、どうする？」

　取り囲まれた四郎は、短い腕うでを無理やり組んで考え込んでいる。

「……本来のお姿に戻られたということは、きっと、〝その時〟も近い」

「では──」

　こくっと四郎は真しん剣けんな顔でうなずき、皆みなを見回した。

「念のためだ。お迎むかえの準備を」

　従者たちは緊きん張ちようと喜びの入り交じったような顔になり、一いつ斉せいにうなずいた。




　　　　[image: ]




　互たがいの神気が激しくぶつかりあい、外界から遮しや断だんするように二人を閉じこめている。

　どれほど全力で太刀たちを合わせても、崇すう怜れいの表情は少しも苦痛を見せようとはしなかった。

「いいぞ。もっとこい、結蓮。どんな斬ざん撃げきも受け止めてやる」

　むしろ楽しげに言いながら太刀を払はらわれ、結蓮は横へ飛ぶ。肩で息をしつつも頭の中は不思議と冷静だった。だからこそ状況がきちんと見えてしまい、戸惑いと焦あせりを感じてしまう。

（まったく応こたえていないみたい……どころか、たぶんまだ本気すら出していない──）

　どの角度からの攻こう撃げきも彼の隙をつくことはできなかった。彼の視界が異様に広くなっているのか、それとも結蓮の動きが遅おそいあまりすべて見破られているのか。

（とにかくもっと力を使わせなければ。それから暴走状態にまで持って行けるか……）

　悠ゆう然ぜんとしている彼を、どうしたら激げつ昂こうさせることができるだろうか。そうなれば力を放出させ、消耗状態に追い込めるのだが。

「どうした？　来ないのか」

　笑えみを浮うかべ崇すう怜れいが余よ裕ゆうの態度で促す。結ゆい蓮れんは唇くちびるを嚙かんでにらみつけた。

「そんなに戦うのが楽しいのですか。破は壊かいするのが愉ゆ快かいですか？」

「ああ。楽しいし、愉快だ」

「……っ、あなたがお生まれになった皇宮ですよ。こんなに無む惨ざんな姿にしてしまって、後ろめたさはないのですか!?」

　即そく答とうした彼に腹が立って、思わず声を荒あらげる。碧へき眼がんの皇こう帝ていの下もと、文武百官が集つどうこの美しい宮きゆう殿でん。足を踏ふみ入れられることが結蓮には誇ほこらしくてたまらなかったというのに。

　崇怜は憐あわれむような顔になって見つめてきた。

「ここで生まれたからといって何になる？　これしきのことで壊こわれてしまうような建物に、どんな愛着を持てというんだ？　龍りゆう神じんであるおまえが、そんなくだらない感傷に惑まどわされているとは」

「あなたのお父君であられる皇帝陛下のおわす宮です！　弟君たちもいらっしゃいます！　本当に少しも愛着がないと仰おつしやるのですか!?」

「ない」

　言下に答え、彼は愕がく然ぜんとなる結蓮に微笑ほほえみを向ける。

「あれば、殺そうなどとは思わないな」

「……！」

　かっと頭に血がのぼった。結蓮は瞬しゆん時じに地を蹴けり、跳ちよう躍やくして彼に太刀たちを振ふり下ろした。

　そうだ。彼はかつて琮そう成せいのいる後宮に妖よう怪かいを放って殺そうとした。そして今度は琇しゆう有ゆうのことも抹まつ殺さつしようとした──。

「なぜですか!?　殿でん下かだけでなく琇有様まで……！　讒ざん言げんして陥おとしいれようとまでして、一体なんの恨うらみがあるのですか！」

『琇有があやしい動きをしている』と皇帝密使である孔こう少しよう保ほのもとに情報が流れて、それを機に彼も巻き込まれることになったのだ。思えば琇有について不ふ審しんな点があると、結蓮も崇怜から何度か聞かされたことがあった。とても些さ細さいなものではあったが、なぜそんなことをしたのかわけがわからない。

　斬撃を難なく受け止めた崇怜は、少し考え込むような顔つきになった。

「邪魔をしているようだと知って配下が手を打ったんだろう。そんな小細工は私は好まない」

「ではなぜ私に疑いをもたせるようなことを仰ったのです？　琇有様が術をなさっているだとか、秘術の書物を読んでいらっしゃるだとか……！」

「疑いをもたせたわけじゃない。私が琇有を疑っていただけだ。私がやろうとしていることを小説だといって書き留めていたり、得体が知れない動きをしていた。──本当だよ。回りくどいことはしない。罪を着せて捕とらえさせるより自分の手にかけたほうが早いからな」

　目を瞠みはる結ゆい蓮れんに、彼は薄うすく笑みをみせた。

「おまえと一いつ緒しよにいると、そのたびに新しい情報を手に入れられたよ。琇しゆう有ゆうの遠見の術のこともそうだし──、赤の天てん女によを見ることもできた」

「！」

　弾はじかれるように結蓮は身を翻ひるがえす。すばやく向き直って太刀を構えたが、動どう揺ようは隠かくせなかった。

（瑶よう花か様のことを知られていた!?）

　結蓮が瑶花と皇宮で遭そう遇ぐうしたのは、地下宮での対面をのぞけば二回だけだ。一度目は琮そう成せいの御ご殿てんからの帰り、崇すう怜れいに求きゆう婚こんされた時だった。そして二度目は彼女と初めて話をした時──。

（どちらも、崇怜様と一緒にいた時だ……！）

　見られたのはあのどちらか、あるいは両方か。

　確かに、思い返せばどちらの時も崇怜の様子は少し不自然だった。急に話を切り上げて去っていったのは瑶花を追うためだったのか？　彼女と別れた後に突然現れたのは、結蓮をつけていたから──？

「安心しろ。もう赤の天女の行方ゆくえを訊きいておまえを困らせたりはしないよ」

　微笑む彼の足あし下もとから、黒い神気がうねりながらたちのぼる。

「黒こく龍りゆうが来れば、天女など一吞のみにできるのだから」

　ぞわっと肌はだが粟あわ立だった。

　結蓮は額に汗あせをにじませ、ごくりと喉のどを鳴らす。まんまと動揺させられている場合ではない。ここで彼を止めなければ、瑶花まで奪うばわれてしまう。そうなったら煌こう国も、はては大陸も破壊される。彼の思うつぼだ。

　止められるのは今は自分だけだ。太刀を構えにらみつける。

「私がさせません。あの方は煌国を六百年護まもり続けていらした御お方かたです。あなたの好こう奇き心しんの餌え食じきには絶対にさせない」

「好奇心……。まあ、それもあるが」

　崇怜は軽く笑い、神気を一気に放出させた。その瞳ひとみは暗黒に染まっているかのようだ。

「おまえを利用しようとしている女だ。憎にくいに決まっているだろう？」

「……ッ！」

　見る間に神気が眼前に迫せまる。視界が真っ暗に覆おおわれ結蓮は息を吞んだ。
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　皇こう宮ぐうの上空は、黒々とした雲に覆われている。

　まるで黒龍に味方をするかのような不気味なそれは、雨を降らすでもなく、じっとりとした湿しつ気けをもたらした。そのせいだろうか、あたりは昼だというのに薄うす暗ぐらい。

　その暗あん澹たんとした空気を切り裂さくようにして、翠みどり色の光が放たれる。

　稲いな妻ずまのように走り、弾はじけ、爆ばく発はつし──だがそれはすぐに黒い神気に引き戻もどされ、巻き込まれるように消えてしまう。そしてまた光り出す。その繰くり返しだ。

　黒と翠の神気が激げき突とつする中、季すえ隆たかは呪じゆ具ぐを握にぎりしめ、じりじりしながら見つめていた。

（どうなってる……中から出て来られないのか）

　結ゆい蓮れんと崇すう怜れいが互いの神気を噴ふん出しゆつさせ、戦いを始めた時、激しい風と化したそれはまるで結界のように二人を閉じこめてしまった。

　時折太刀を合わせる音が聞こえるだけで、何が起きているのかまではわからない。

　もうどれくらい経たっただろう。途と方ほうもない時間が過ぎたように感じられる。

　おそらく結蓮は苦戦しているわけではないのだろうと季隆は思っていた。

（さっき見た時、力が増してるみたいだった。たぶん本ほん性しように戻ったせいだ……）

　このまま龍神としての力を使って戦えば、彼女はますます本性に近づき、再び龍となって天にのぼっていってしまうかもしれない。そんな不安が頭から消えなかった。

　彼女をこの世に引き留める方法は、どんなに文ぶん献けんを探しても見つけられなかった。今この状じよう況きようで眷けん属ぞくのもとに帰ってしまったら、追いかけるすべすらわからない。

　すぐにでも戦うのをやめさせるべきか。そうすれば彼女は龍神の力を使うこともなく、本性に近づくのを止められるかもしれない。これ以上使わせたらどうなるのか、もし何かあっても自分に引き留められるのか──確信が持てないことがこんなにも怖こわいとは。

「……！」

　二色の神気の砦とりでから、ひときわ大きな剣けん戟げきの音が聞こえてくる。

　季隆は唇を引き結び、振り切るようにしてその場に膝ひざをついた。

（あの子が必死に戦ってるのに、情けない心配してる場合か）

　印を結んで目を閉じる。自分を軸じくにして地面に光が走っていき、神気の砦を囲むようにして配した呪具が赤い光を放ち始めた。この戦せん闘とうが始まってから、援えん護ごの頃ころ合あいをうかがいつつ仕込んでいたものだ。

　戦いの終わりが近づいているという予感があった。そのための準備をしておくのが自分の役目だ。

　いつでも発動できるよう念をこめながら、焦あせりとともにひとりごちる。

「俺を置いて帰るなよ、天女様……！」

　上空の雲が厚さを増してゆく。

　黒龍を呼んでいるかのように、雷らい鳴めいが低く轟とどろく。

「！」

　突とつ然ぜん、二色の神気の砦が爆発した。

　中から転がり出てきた結蓮と、悠ゆう然ぜんと立っている崇怜の姿に、季隆は凍こおりついた。
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　いつのまにか広場のすぐ傍そばまで近づいていたことに気づき、蒴さくはほくそ笑えんだ。

　対たい峙じする琇しゆう有ゆう皇子と数人の封ふう陰いん官たちは、すでに疲ひ労ろうの色が濃こい。崇すう怜れいのもとへ行くべく彼らを振り切ろうとする蒴に、必死でくらいついてきていたが、それも限界のようだった。

「ここまでのようだな」

　つぶやくと、蒴は右みぎ腕うでを水平になぎ払はらう。それは衝しよう撃げき波はとなって彼らを吹ふき飛ばし、軽々と宙へ舞まわせた。

「……わずらわせてくれたものだ」

　地面に転がった彼らを一いち瞥べつし、広場へと向かう。太子には逃にげられたが、今は彼の確保より崇怜の加勢に行くのが先だ。

　翠の水が足下を浸ひたしている。その比ひ較かく的てき水深の浅いあたりに、翠と黒の風の塊かたまりのようなものが見えた。

（あれは）

　黒い風は崇怜の神気だとすぐにわかった。とすると翠のほうは、あの女武官しか考えられない。

「まだ邪じや魔まをするか……！」

　憎にく々にくしげに吐はき捨て、急いで駆かけつけようとした時だった。

　風の塊が爆発し、件くだんの女武官が転がり出てきた。

「──結ゆい蓮れん！」

　近くにいた若い男が駆け寄っていく。助け起こしているようだったが、蒴の目には入らなかった。

　ただひたすら崇怜の姿を見ていたからだ。

　いつもと同じように太刀たちを手にして立っていた崇怜は、その身に黒い煙けむりのようなものをまとわせていた。

　足下から吹き出る神気とは違ちがう。あれは──黒龍の影かげだ。

　その禍まが々まがしさに、蒴は歓かん喜きした。

「王よ……！」

　ついに黒龍が復活する。崇怜が黒龍と同化して、神になる時がきたのだ。

　この日をどんなに待ち望んだことか。純じゆん粋すいで冷れい酷こくな主あるじが、あの笑みをたたえて世界に君臨する。それを思うと喜びで震ふるえが走った。

「王よ。今こそ、黒龍を解放するのです」

　熱を帯びた目で見つめながら、蒴は一歩、また一歩、己おのれの主に向かっていく。

　黒い影をまとった崇すう怜れいが、優ゆう雅がな所作で太刀を掲かかげた。まるで自身の力を確かく認にんするかのように。

　そんな仕草すらまぶしく映り、蒴さくは恍こう惚こつとして歩を進める。

「王よ。崇怜様。あなたこそが、この世界の神だ……」

　うっとりとつぶやいた。もう崇怜しか見えない。彼と、彼を取り巻く黒い影しか。

　──どんっ、と背中に何かがぶつかってきた。

　我に返って立ち止まる。ふと見下ろすと、胸から刃やいばが突つき出していた。

（……なんだ？　これは）

　首をねじるようにして振ふり向くと、見知らぬ若い武官がいた。凜りんとしたまなざしでこちらを見み据すえている。

「煌こう国に仇あだなす奸かん賊ぞく、柚ゆう梨り軍所属太子舎しや人じんの李り稜りようが討うち取った！」

　堂々たる宣言をして彼は刃を引き抜ぬく。

　この若い武官の太刀に貫つらぬかれたのだとようやく理解した時には、蒴はその場に膝からくずれおちていた。

「……っ」

　完全に隙すきを突かれた。主の傍まであと少しでたどり着けるというのに。

　周囲の音が遠ざかる。地面に伏ふしたまま、蒴は崇怜のいるほうへ視線を向けた。

（王よ……）

　視界がかすみ、崇怜の姿が見えない。

　彼が神になる瞬しゆん間かんを見ることができないのか。そう思うと激しい焦しよう燥そうが胸を焼いた。

「──李舎人！」

「太子殿でん下か、お下がりくださいませ！　まだ油断できません！」

「李舎人、でかしたぞ！」

　声が飛び交かう中、蒴は無念さで歯ぎしりしながら暗黒の淵ふちへと落ちていった。




　　　　[image: ]




　はじき飛ばされ転がった結ゆい蓮れんは、息を切らしながら風の砦をにらんだ。

　石いし畳だたみが割れ、がたがたになった地面に叩たたきつけられたというのに、さほど痛みは感じなかった。研とぎ澄すまされた感覚はひたすら崇怜にだけ向けられている。

「結蓮！」

　叫さけび声が聞こえ、はっと我に返って見ると、季すえ隆たかが駆けてくるところだった。

　彼の顔色を見て初めて、自分がどれほどの勢いで飛ばされたかに気づき、すばやく起き上がる。

「大だい丈じよう夫ぶです！」

　ちらりと視界の端はしで赤い光が反射した。彼が仕込んだ術式だとわかり、結ゆい蓮れんは気を引き締しめる。

（術式を調ととのえて見守ってくださっている。あとは私が黒こく龍りゆうを引き離はなすだけ！）

　その時が刻一刻と近づいているのを感じていた。自分の感覚が怖こわいほど鋭するどくなっていることも。

　労いたわるように肩かたに手を乗せてくれた季すえ隆たかに、結蓮は太刀を構えながら報告した。

「崇すう怜れい様の身体からだを黒い煙のようなものが取り巻いています。太刀にも黒い影が見えます。黒龍の復活が近いのでは」

「煙……？　影？」

　季隆が緊きん迫ぱくした顔で崇怜に目を走らせる。しかしすぐに当とう惑わくしたように視線を戻もどした。

「俺には見えないけど……」

「え？　ですが、あんなにはっきり──」

　驚おどろいて訴うつたえようとした時、爆ばく煙えんの向こうから淡たん々たんとした声がした。

「その男にはわからない。なぜなら、ただの人だからだ」

　煙が風に吹き消され、黒い風の砦が姿を現す。それに囲まれた崇怜がじっとこちらを見ていた。

「結蓮、おまえとは違う。その男はおまえと共には生きられないし相あい容いれない。わかっているだろう？」

「……」

「私と手合わせをして、身にしみて感じたはずだ。おまえと私は同類だと。私はいつまでもおまえと共に在ることができるが、その男は間ま違ちがいなくおまえを置いて先に死ぬ。いや、寿じゆ命みようを待たずとも、同じ場所で生きることはできない。おまえもそれをわかっていて、寂さびしいと感じている。そうだな？」

　結蓮は無言で彼を見据える。それは確かに──嫌いやと言うほど感じていた。

　今だけでもいい。一いつ緒しよに戦えれば。そう思ってここへ駆けつけてきたが、崇怜と戦えば戦うほど自分の人間離ばなれした力を突きつけられるようで、季隆の住む世界との違いを気づかされた。

　崇怜はそんな結蓮の心を見み透すかしたかのように、優やさしく笑みを浮うかべて手を差しのべた。

「おまえの心を満たしてやれるのは私だ。太刀を合わせて戦った時、おまえも高こう揚ようしていたはずだ。己の力を思い切り発揮することの快楽と、それを受け止められる相手がいることの喜びで、身体がはずんでいたじゃないか。その男が相手では、永遠に得られない愉ゆ悦えつだぞ。もっとしてみたいだろう、結蓮？」

「……っ」

　思わず唇くちびるを嚙かむ。自分の中にわきあがる力を思い切り解放してみたい。そういう欲よつ求きゆうがあるのを否定できなくなっている。なぜそんなふうに思うのか自分でもわからないから、恐おそろしい。

　ふいに、ぐいっと腕うでを引かれた。

　我に返って見れば、隣となりに並んだ季すえ隆たかが険しい顔で崇すう怜れいをにらんでいた。

「何が『共に生きられない』だ。勝手に決めんな。あと、やらしい言い回しすんな。比ひ喩ゆでもむかつくんだよ」

「！」

　太刀を持っていないほうの手に、彼の指がからみつく。絶対に離さないとでも言うかのようにきつく握にぎられた。

「あいつの言うことは聞くな。ちゃんとずっと一緒にいてやる。俺は噓うそはつかないよ」

　崇怜を見据えたまま、季隆が低い声で続ける。動どう揺ようしているのに気づいていたようだった。

　結ゆい蓮れんはとっさに何も言えず、ただ柄つかを握りしめた。

　崇怜が言ったことは事実だろうし、結蓮が恐れていたことでもある。これだけの力を使えるようになった自分は、もう人としての生活には戻れないという自覚があった。

　何より、赤の天てん女によを継つぐことを決めた時点で、すでに道は分かたれているのだ。

（それはわかっている。……わかっているのに）

　いつか来る別れの時を思うと胸が苦しくなる。だから考えないようにして、その時に寂しい想おもいをする前に諦あきらめようと思っていた。

　けれども、ここまできっぱり言ってくれる人のことを、やはり好きだと思ってしまう。それだけは否定できなかった。

「……ありがとうございます」

　前を向いたまま、なんとかそれだけ口にした。

　たとえ別れることになっても、その言葉をもらえただけで充じゆう分ぶん幸せだ。

（だから今は一緒に戦って、一緒に敵を倒たおす。この人の前で無様な姿は見せられない）

　つながれた手を強く握り返す。季隆が視線を向けたのがわかった。

「大丈夫です。やれます」

「──ああ」

　いっそう強く握り返される。一いつ瞬しゆん間を置いて、指が離れた。

　その仕草に背中を押された気がして結蓮は太刀たちを構えた。

　隣で季隆も呪じゆ具ぐを構える。

「ずっと見てるからな。何かあったら言うんだよ。いいね」

「はっ！」

　握りしめた太刀の柄から、ゆらりと翠みどり色の神気が立ち上る。

　崇怜はじっとこちらを見ていたが、少しだけ苛いら立だっているようにも思えた。

「刹せつ那なの寿命しかない生き物が、そんなにいいか？　結蓮」

　彼は全身に黒い煙けむりをまとっていた。足あし下もとから噴ふき出した神気は濃こさを増している。

　それが一気に暴発した。邪じや悪あくな黒い鞭むちがしなり、皇こう宮ぐうの建物を見る間に破は壊かいしていく。

　結ゆい蓮れんは太刀を握りしめ飛び出した。

「やめてくださいっ!!」

　自分からも翠の神気が噴き出す。渾こん身しんの力をこめて斬きりかかると、それを受けた崇すう怜れいの身体が一いつ瞬しゆん傾かしいだ。彼の足下の石畳が砕くだけ、足がめりこむ。

　だが彼自身には大した痛手ではないらしく、平然と見つめていた。

「そうだ。それでいい。それがおまえの本能だ」

　太刀が弾はじかれる。すばやく飛び退すさり、結蓮は再び斬りかかった。重い金属音とはうらはらに軽々と受けられたが、身体をひねって攻こう撃げきを繰くり出す。

　それを片手でかわし、崇怜が笑いをこぼした。

「楽しいだろう、戦うのが。龍はもともと好戦的な生き物だ。対等にいられる相手を前にして、おまえは今、血湧わき肉躍おどっている。違ちがうか？」

「……くっ！」

　繰り返される激しい斬ざん撃げきも、崇怜を脅おびやかすどころか喜ばせているかのようだった。

　攻撃を受け流されたかと思うと、いつのまにか背後をとられている。太刀を鼻先にするりと突つきつけられ、結蓮はびくりと動きを止めた。

「今のおまえは私を求めている。その本能に従え、結蓮」

「……っ」

　龍りゆう神じんの力を使っているはずなのに、彼の動きの上を行くことができない。彼の武人としての腕のせいなのか、それとも破壊の太刀の力か。

　いっそう濃くなる神気をまき散らしながらも、崇怜はあくまで優ゆう雅がな声のままだった。

「人間どもになんの義理がある？　おまえを冷れい遇ぐうしてきた者ばかりじゃないか。同族ならば互たがいを理解しあえる。おまえを最も愛し、わかってやれるのは同じ龍神である私だ」

　耳元に顔を寄せてくる崇怜を、結蓮は振ふり向きざまにらんだ。

「私とあなたは永遠に相容れることはありません。何があっても、絶対に」

「なぜだ？」

「私はこの国の守護者となることを誓ちかった身。破壊者であるあなたを決して許さない」

　言い捨てるなり彼の懐ふところから飛び出し、身を翻ひるがえして斬りかかる。

　難なく受け止めた崇怜は少し悲しげに眉まゆをひそめていた。

「おまえは人の世に染まりすぎたな。六つの柱を壊こわせばどんなふうに世界が崩れるのか、龍神ともなれば喜んで高みの見物をするはずだが」

「愚おろかな……！　そんな考えを持つのはあなただけです！」

「それもあの男の影えい響きようか？　思い直せ、結蓮」

　再び太刀を弾かれる。構わずそのまま振り薙ないだが、それも受けられた。

　合わせた太刀の向こうから崇すう怜れいがじっと見つめてくる。笑えみは消えていた。

「共に生きられると本当に思うのか？　おまえに戦わせて己おのれは離はなれたところでのうのうと見ているだけの男が、そんなにいいか」

　どす黒い感情の交じるそのまなざしを、結ゆい蓮れんもにらみつける。

「私ならそんなことはしない。おまえを守り、代わりに戦う。そんなことすらできない弱々しい存在に、なぜそこまで執しゆう着ちやくする？」

「私がそれを望まないからです」

　何？　と崇怜が眉を寄せる。柄を握る手に力をこめ、結蓮は言った。

「私は誰だれかに守られたいとも代わりに戦ってほしいとも思いません。あるのは、共に戦いたいという思いだけ。あの方はそれを叶かなえてくださいます」

　無む茶ちやをしたことを怒おこられても、指示を守らなかったと文句を言われても、季すえ隆たかはいつも最後には結蓮を隣に置いて戦ってくれる。自分の存在を認められたようで、一緒にいると勇気づけられる。だから──。

「だから、たまらなく慕したわしいのです」

　崇怜は無言で見つめてきた。──わずかに柄を持ち替える。

　突とつ然ぜん、凄すさまじい圧力がかかった。

「!!」

　結蓮は歯を食いしばって刃やいばを押し返す。彼の足下から噴き出す神気に身体からだが灼やかれるようだ。

「……共に戦いたい、か……」

　崇怜の顔にゆがんだ笑みが浮うかんだ。

「その願いすら叶えていないじゃないか。現におまえは今、一人で私に立ち向かっている。周りでどれだけ術式を仕し掛かけようと私には効かないというのに」

「……いいえ。一人ではありません」

「あの男の底は知っているよ。実際戦ってみたのだから。武ぶ術じゆつも呪じゆ禁ごん術も半はん端ぱなものだった。私が龍神でなくとも相手にならなかっただろう」

　ぎりっと結蓮はにらみつける。

「あなたがご存じないだけです。悪く言わないでください！」

　ぶわりと翠の神気が噴き出す。その勢いごと太刀を押し返すと、同じように神気と圧力が返ってきた。

　暗黒の風に巻かれるようにして、崇怜が冷たく見つめてくる。

「どうしたらおまえの目を覚まさせてやれるのだろうな。結蓮……」

「……くっ……！」

　かつてないほどの力と鋭するどい風が襲おそいかかってくる。衝しよう撃げき波はで肌はだが切れそうなくらいだ。

　結ゆい蓮れんは全力で太刀を握にぎりしめる。ここで押し負けるわけにはいかない。

　崇すう怜れいが噴き出す神気の原動力は憎にくしみなのだろうか。先ほどまでとは威い力りよくが変わっている。

　翠の神気を食くらうように黒い神気が躍りかかり、吞のみ込んでいく。徐じよ々じよに力を吸い取られるような感覚を覚え、汗あせが噴き出した。

（このままでは……まずいかもしれない）

　歯を食いしばりながら彼をにらみつけ、そう思った時だった。

　それまで平然と太刀をふるい続けていた崇怜に、異変が起きているのに気づいた。

（！　これは……！）

　柄つかを握る彼の指に、ひびが入っている。

　見み間ま違ちがいではない。確信した瞬しゆん間かん、結蓮は叫さけんだ。

「季すえ隆たか様、今です！」

「──!?」

　崇怜が何事かと視線を向ける。結蓮は飛び退り、跳ちよう躍やくして彼から離れる。

　一瞬の後。

　爆ばく発はつ音とともに、崇怜の胸むな元もとが爆ぜた。
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　ぱらぱらと、きらめきながら破は片へんが飛び散っていく。

　崇怜はよろめき、胸に手をやると、目を見開いた。

「……な、に……？」

　胸むな板いたがあるはずのそこには、ぽっかりと大きく穴が開いていた。その周囲にはひびが広がっている。

　彼の掌てのひらにこぼれたのは血ではなく、硬こう質しつな欠片かけらだった。それを見下ろし、崇怜はその場にふらりと膝ひざをつく。

　愕がく然ぜんとして顔をあげた彼は、爆ばく煙えんの向こうに立つ人ひと影かげを見て、目を瞠みはった。

　振り下ろされた柄えの長い呪じゆ具ぐ。それがこの爆発を誘ゆう引いんしたことに気がついたのだろう。

「何、を……、何を、した……!?」

　砕けていく身体のせいなのか、その声は奇き妙みようにかすれている。

　厳しい顔で見つめていた季隆が、呪具を構えたまま口を開いた。

「その身体はもう限界だ。あんたは少なくとも五年前から黒こく龍りゆうとつるんでる。そうだよな？　それだけ宿しておいて今この子とあんなに戦えば、もう保もたねえよ」

　崇すう怜れいの身体は結けつ晶しよう化していた。急激に血の気が失われ、硬かたくつややかなものへと変わっていく。

　それはすでに人間のものではなくなっていた。

「……馬ば鹿かな。私の身体に、術で傷をつけられるはずがない……」

　だがそう言う間にも裂さけた衣ころもからのぞく肌はぽろぽろ剝はがれて落ちていく。

　脈動する内臓も、流れ出るはずの血さえも、何もかもが消えている。あるのは、ただ硬い塊かたまりだ。

　不思議なもののように自分の身体を見つめていた崇怜が、ふと気づいたように顔をあげた。

「まさか……、あの時か？　あの扇せん子すに、何か仕込んでいたのか……？」

　絶望や恐きよう怖ふではなく、ただ知りたい。そんな顔で呆ぼう然ぜんと季すえ隆たかを見つめる。

　季隆は無言のまま帯に差した扇子を抜ぬいた。表情も変えず、ぱちんと鳴らす。

「っ！」

　崇怜の身体が再び爆はぜ、大きく砕くだけた。カラカラ、と結晶の欠片が地面に散らばった。

「そのとおり。扇子を投げた時に起き爆ばく符ふを仕込んだ。目くらましの効果はあったみたいだな」

　容よう赦しやのない仕打ちにとうとう倒たおれ伏ふした崇怜は、目を見開いて虚こ空くうを見つめる。やがて言われた意味を理解したのか、唇くちびるをゆがめた。

「あの時……すでに布石を打たれていたのか……」

　まるで感かん嘆たんするようにつぶやいた彼を、季隆は冷静な目で見下ろしている。結ゆい蓮れんも太刀たちを握ったまま固かた唾ずを吞んで見つめた。

　崇怜のもとへ乗り込んだ時に、彼の身体に起爆の術を仕掛けたことは季隆に聞いていた。そのために危険を冒おかして会いに行ったのだと。

　あとは崇怜に力を過か剰じよう暴走させ、身体を酷こく使しさせて、耐たえられなくなった肉体を起爆符で砕く──。そういう作戦だったのだ。

（ここまではうまくいった。問題はこの後──）

　まだ勝負は終わっていない。最後の仕上げまで油断は許されない。

「なるほど……。一人で乗り込んでくるとは救いのない愚おろか者だと思ったが、そういうことだったか」

　崇怜が皮肉な笑みを浮かべる。その拍ひよう子しにまた欠片がこぼれ落ちていった。

　ふん、と季隆も同じような笑みで応じる。

「悪口言ってんの全部聞こえてんだよ。そりゃ確かに武術も呪禁術も中ちゆう途と半はん端ぱだけどな。でもまあ、性格の悪さじゃ良い線行ってると思いますよ？」

　パキパキと音を立てながら、崇怜の身体は全身にひび割れていく。時折耐えられなくなったように砕け、欠片がこぼれた。

　ところどころ穴が開いた彼の身体は、腕うでも、足も、すべて結晶と化していた。やはりすでに人の身体ではなくなっていたのだ。

　痛みは感じないのだろうか。崇すう怜れいはただ呆然と宙を見ている。

　彼の足あし下もとから噴ふき出していた黒い神気がゆっくりと収束していく──。

「……来るぞ」

　厳しい顔で季すえ隆たかが言い、結ゆい蓮れんは喉のどを鳴らして太刀を握りしめた。

　神気が、ふっとかき消え──次の瞬間、轟ごう音おんとともに噴ふん出しゆつした。

（出た！）

　崇怜の身体から飛び出したそれは、真っ黒な竜たつ巻まきとなって天へ駆かけ上がっていく。

　ふり仰あおいだ結蓮は息を吞んだ。

　漆しつ黒こくの鱗うろこに、赤い目玉。たてがみも角も闇やみに溶とけたかのような暗黒。

　禍まが々まがしい黒雲をまとった龍が、低くうなりながらこちらを睥へい睨げいしていた。
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　凄すさまじい邪じや悪あくな神気があたりを支配し、分厚い雲がねっとりと圧力をかけてくるかのようだった。

　その場にいた誰だれもが、凍こおりついたように目を離はなせなくなっていた。

（これが、魔ま性しように堕おちた龍……！）

　上空にとぐろをまいた黒龍は、欠けてゆく崇怜を見下ろしている。当然ながら何を思っているのかは測ることはできなかった。

「主あるじよ──ここまでのようだな」

　地を這はうような声が轟とどろく。

「これまで我を育てたことに礼を言う。おまえの悪意はなかなかに美味だった。だが──もう使えぬ」

　地面に倒れたまま崇怜は黒龍を見つめていた。

　瞳ひとみからは急激に光が失われていたが、口元には微笑ほほえみをたたえている。優やさしい、親愛のこもった笑えみだった。

「約束が違ちがうな……。結蓮と私を融ゆう合ごうさせてくれるのではなかったのか」

「おまえの身体からだでは不足だったようだ。諦あきらめよ」

　黒龍の目玉が獲え物ものを探すかのように動く。

「──我が欲しかったのは、もともとこちらだ」

　そう言って歓かん喜きしたように鳴くと、身をくねらせて降下した。

　黒龍が狙ねらいを定めた先を見て、結蓮は息を吞む。

　作戦のために来ていた琮そう成せいをめがけ、黒龍が真っ直ぐ向かっていく。

「殿でん下か！」

　結ゆい蓮れんはとっさに地面を蹴けった。

　神速で襲いかかる黒龍に誰もが動けずにいる中、風と同化したかのように駆け、琮そう成せいの前に躍おどり出る。目を瞠って立ちつくしている彼を守るように立ちはだかった。

「邪じや魔まをするな、公主！」

　神気と烈れつ風ぷうが叩たたきつけてくる。雄お叫たけびが空気を震ふるわせた。

　結蓮はなんとか踏ふみとどまり、太刀を構えて迎むかえ撃うとうとした。だが巨きよ大だいな顎あごを開けて迫せまってくる黒龍に、なすすべが見つからない。同じ龍りゆう神じんといっても格が違うと一いつ瞬しゆんで思い知らされる。

（だめ、殿下が──！）

　後ろに琮成を庇かばっている以上、恐怖で目を瞑つぶることは許されない。迫り来る赤い目玉と獰どう猛もうな牙きばを、息をつめてただ見つめるしかない。

　食われる、と思った瞬間──。

　ぱっと目の前に筋状の光が広がった。

　それは網あみのように黒龍を捕とらえ、たちまちのうちに結界に閉じこめてしまう。

（あっ……！）

　まばゆさに目をすがめながら見上げると、赤い膜まくのような結界の中で黒龍がのたうっているのが見えた。

　黒雲に覆おおわれた天に浮うかぶ赤い結界は、神秘的な光を放ち明めい滅めつしていた。その両側には二つの人影がある。

「やれやれ……なんとかうまくいったの」

　だるそうにぼやいた男に、ぴしゃりと女の声がかぶさる。

「まだこれからが厄やつ介かいだ。気を抜くな、燎りよう幻げん」

　恐おそるべき獲物を捕らえているにしてはやや緊きん張ちよう感かんに欠ける声で言い合っている二人を見上げ、結蓮は目を輝かがやかせた。

（真しん君くん様、瑶よう花か様……お見事です！）

　彼らが太子の窮きゆう地ちを見み逃のがすはずがなかった。姿を見せなかったのはあの結界の中で黒こく龍りゆうの顕けん現げんを待ち伏ぶせていたからなのだ。

「ったく……、ひやひやさせんなよ」

　駆けてきた季すえ隆たかが隣となりに並んで見上げながらつぶやく。明らかに安あん堵どした顔の彼と同様、結蓮もほっとして息をついた。

　封ふう陰いん官たちが作る結界陣じんの中で季隆が崇すう怜れいと戦い、彼の身体に痛手を負わせることによって黒龍を引き離す。そしてそれを真君と瑶花が結界に捕らえる。──すべての作戦が今、終しゆう了りようしたのだ。

　さすがに黒龍の捕ほ獲かくは人には敵かなわない。ここから先、黒龍を封ふう印いんするところまでは彼らの領分だった。

　上空で結界に呪をかけている二人を、結ゆい蓮れんはぼんやりと見上げた。

（これで終わった……）

　本格的に力が抜ぬけそうになったが、はたと我に返って振ふり返る。

「殿下！　お怪け我がはございませんか!?」

　すぐ後ろにいた琮そう成せいが、小さく息をついた。強こわばった顔をしているが冷静さは失っていないようだ。

「無事だ。おまえは大だい丈じよう夫ぶか」

「はっ。おそれながら無傷にございます！」

「それならいいが……」

　琮成はあたりを見回し、きつく眉まゆを寄せた。

　黒龍の神気が暴れた痕あとは皇こう宮ぐうを無む惨ざんなものにしていた。

　地上の天宮とも謳うたわれた荘そう厳ごんさは跡あと形かたもない。残ったのは瓦が礫れきばかりだった。

　その光景を耐え難がたいように見ていた彼は、厳しい顔つきになって目を戻もどした。

「とにかく負傷した者の手当てが先だ。橘たちばな、おまえも行くがいい」

　はっとして結蓮も季すえ隆たかを見る。崇すう怜れいとの戦いのせいで彼は傷だらけだった。口元には生々しく血をぬぐった跡あとがある。

「季隆様っ、大丈夫ですか!?　すぐにお手当てをいたします！」

　顔色を変えて取りすがったが、彼は軽く首を振った。

「いや、俺は後でいいよ。それより殿下、琇しゆう有ゆう様はご無事ですか？」

「兄上は負傷されて手当てを受けておいでだ。怪我の程度は深くはないそうだが」

「それはよかった」

　彼は笑い、いきなり結蓮の腕うでを強くつかんだ。

　結蓮はぎょっとしたが、それで初めて膝ひざが抜けかけていたことに気づいた。

「大丈夫？　ほっとして力抜けたかな」

「すみません……っ、琇有様もご無事だと聞いて、つい……」

　慌あわてて足に力を入れ、姿勢を正す。怪我もしていないのに座り込んでしまうところだった。自分ですら気づかなかった変化を察してくれたことに、思わず動どう揺ようしてしまう。

　季隆はそんな結蓮の心に気づいていないようで、「気をつけてよ」と優しく言うとそのまま腕をつかんでいる。

「それにしても、殿下がおでましになるほどではなかったですね」

「うまく行きすぎの感もあるがな」

　警けい戒かいしたように答えながらも琮そう成せいは表情を少しゆるませた。

　季すえ隆たかに作戦を聞いた時のことを思い出し、結ゆい蓮れんは今さらのように身み震ぶるいする。

（黒龍は殿下の夢に現れてそそのかそうとしていたというし、やっぱりかなり危ない作戦だったのね）

　おそらくは黒龍も崇すう怜れいの身体が長くは保もたないことを知っていたのだろう。次の宿主にしようというのか琮そう成せいを狙っていたという。そのため彼の夢に何度も現れ、悩なやませていたらしい。

　それを聞いた真しん君くんは琮成を囮おとりにして黒龍を捕らえようという大だい胆たんな策をとった。だが結果的には、そうする前にぎりぎりではあるが捕らえられたのだから、喜ばしいことではある。

「おーい、愛まな弟で子しよ。まだ終わっとらんだろうが。早さつ速そくいちゃいちゃするでない」

　上空から真君が間延びした声を張り上げる。相変わらず緊張感のない態度だ。

　黒龍を閉じこめた結界に呪を唱えていたが、それも終わったらしい。透とう明めいだった赤い膜は中身が見えなくなっていた。

「わかってるっての。宝玉の回収だろ」

　今からやるわ、とぶつぶつ言っている季隆に、結蓮は首をかしげた。

「まだ何かお仕事が？」

「蓮れん女によの加護から奪うばわれた守護石だよ。取り戻して返さないといけないだろ？」

「あ……、そうですね！　しかしどこにあるのでしょう」

「たぶんあの人が持ってると思うんだけど」

　硬かたい顔で崇怜に目をやった季隆につられ、結蓮もそちらを見る。地面に伏ふした崇怜はぴくりとも動かなくなっていた。

「んじゃわしらは行くぞー。封印するのに時間かかるかもしれんが、後はうまくやれよー」

「結蓮！　そなたは身体を休めよ。戻ったらあらためて話をしよう」

　真君と瑶よう花かが口々に叫さけぶ。彼らはこれから黒龍を封印するため、大陸中央にある平原へ向かうのだ。

　結蓮ははっとしてふり仰あおぐ。話というのは六ろく蓮れん天てん女によを継つぐ件についてだろう。まだ瑶花にはそれを受けるかどうかの返事もしていなかったが、自分の中で答えはもう出ている。

「はっ！　お待ち申しております！」

　煌こう国の危機は去った。次は未来に向けての段階に進む時だ。

　季隆と琮成もその言葉の意味に気づいたのだろうか。何か言いたげに、だが何も言わずに結蓮を見た。

　黒龍を捕らえた光の結界が、一つ大きく揺ゆれた。移動の準備が整ったらしい。

「まだ終わっておらんぞ。油断するなよ」

　最後にそう言い残し、光の塊かたまりとなって彼らは天の彼方かなたに消えていった。
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　あたりは石いし畳だたみが剝はがれ、瓦礫が散乱している。その隙間に足場を探すようにして季すえ隆たかは歩いていった。

「ひでえな、これ……」

　半ば呆あきれたようにつぶやく彼の背中に、結ゆい蓮れんははらはらして声をかける。

「季隆様、お気を付けてください」

「はいはい。ありがとー」

　手をひらひら振って彼は崇すう怜れいに近づいていく。気の抜けるような態度だが、呪じゆ具ぐを握にぎりしめる右手は緊きん張ちようをはらんでいた。

　呪じゆ縛ばく結界を敷しいていた相そう長官や封陰官たちが集まってくる。激戦を戦いぬいた彼らは皆みなぼろぼろだったが、倒たおれた崇怜に気づくと顔を強ばらせて立ち止まった。

「結蓮、おまえもあまり近づくな」

　背後で琮そう成せいが硬い声をあげる。思わず身を乗り出していた結蓮は「はい」とうなずいたが、目はそらせなかった。

　ずっと武人として尊敬していて、正体を知ってからは憎にくしみを募つのらせた相手が、最さい期ごを遂とげようとしている。それも人としてはありえない姿となって。

　煌こう国の敵と思って戦った相手だ、今さら悲しいとは思わない。けれども複雑な感情がうずまいて、自分でも整理がつかなかった。

（これで煌は平和になる。大陸が破は壊かいされることもない）

　ぎゅっと胸を押さえ、眉をひそめる。

（でも、何か嫌いやな感じがする……）

　まだ緊張しているのだろうか。先ほどまでの激げき闘とうが本当に終わったかどうか、現実感がないだけなのか──？

　歩いていく季隆の背中と、仰あお向むけに倒れた崇怜。目の奥が痛いくらいに凝ぎよう視ししていたからか、結蓮はいち早くそれに気がついた。

　崇怜の手がわずかに動いたのだ。

「季隆様、まだ生きています！」

　ゆっくりと、手が持ち上がる。

　ぽろぽろと破は片へんが下へ落ちていく。徐じよ々じよに手の形を失いながら──。

　季隆に何かするつもりなのではと結蓮は息を吞のんだ。駆かけつけようと太刀たちを握りしめる。

　だが、崇怜が真っ直すぐに見たのは、他ほかでもない自分のほうだった。

　すでに顔も欠け始めている彼は、微笑ほほえんでいた。

　壊こわれかけた陶とう器きの人形のような顔。じっと結ゆい蓮れんを見つめている。

　その瞳ひとみに、ふいに力がこもった。

「私のものにならないのなら──この世から消えてしまえ」

　呪のろいのような言葉が彼の口からつむがれ、手が振り下ろされる。

「！」

　気のようなものがぶつかってきたのを感じた。攻こう撃げきをされたのかと身構えた時──。

　バリン！　と大きく音を立てて、太刀が粉々に砕くだけ散った。

「……え？」

　急に手て応ごたえがなくなり、結蓮は驚おどろいて右みぎ腕うでを見下ろした。

　どんなに崇すう怜れいに斬きりかかっても刃はこぼれすらしなかったそれが、跡あと形かたもなく消えている。

　瞬しゆん間かん、奇き妙みような感覚に包まれた。

「……あ……ッ」

　突とつ然ぜん息苦しくなり、わけがわからず恐きよう怖ふを覚える。

　呼吸ができない。陸地にいるというのに溺おぼれそうだ。

（何、これ……っ!?）

　このままでは、どこかに連れていかれる──。

　焦しよう燥そうに駆り立てられ、思わず叫んだ。
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「季すえ隆たか様……っ！」

　はっとしたように季隆が振ふり返る。

　彼の顔が驚きに染まったのを見た瞬間、視界が真っ白に灼やかれ、何も見えなくなった。
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　結ゆい蓮れんに呼ばれた時、季隆は崇すう怜れいの身体からだを検分しようとしていた。手が動いたのがわかって近づくのをやめた、その一いつ瞬しゆんのことだった。

　せっぱ詰つまったような声に驚いて振り向くと、結蓮が胸を押さえてこちらを見ていて──そして突然、消えた。

　カラン、と音を立てて地面に何かが落ちる。彼女が握っていた太刀の柄つかだ。

　虚きよを衝つかれ、季隆は動けなかった。

（……なんだよ、これ）

　結蓮が庇かばっていたはずの太子が目を瞠みはって立ちつくしている。彼と自分の目の前で彼女が前まえ触ぶれもなく消しよう滅めつした。その事実が信じられなかった。

　背後で何かが砕ける音が聞こえ、我に返って振り返る。

　崇怜が振り下ろした手が地面に当たって割れていた。身体のほぼ全体にひびが進行し、その傍そばから割れていく。

　そんな悲ひ惨さんな状態だというのに、彼は微笑んでいた。

　何か知っているのだ。そう直感した瞬間、季隆は崇怜につかみかかっていた。

「あの子に何した！　どこにやった!?」

　おそらくは最期の力を振り絞しぼってなんらかの術をかけたのだ。そして彼女を隠かくした。

　崇怜はもう命が尽つきる。その前に聞き出さなければ結蓮を助けられなくなる。

　そんな季隆の焦あせりを見み抜ぬいたかのように、彼はかすれた声で笑った。

「君の手が絶対に届かないところだ」

「何だと？」

「水すい晶しよう宮きゆうだよ。結蓮は龍りゆう宮ぐうへ帰った」

　予想もつかなかった言葉だった。

　結蓮の父親だという東海龍りゆう王おうの宮きゆう殿でん、それが水晶宮だ。人が立ち入るのは許されないし、第一どこにあるのかすらわからない。だからこそ帰ってしまうのを恐おそれていたのだ。

「帰った……？」

　事態が飲み込めず、呆ぼう然ぜんとしてつぶやく。

　もしや力の使いすぎで龍りゆう神じんの本ほん性しようを取り戻もどし、そのせいで帰ることになってしまったのか。こんなにも急に──？

　見上げる崇すう怜れいが、勝ち誇ほこったような微び笑しようを浮うかべた。

「結ゆい蓮れんの太刀は、この人界でのよりしろだ。あれが傍にあったから、龍神の本性を持ちながら人の世にいられたのだよ。つまりあれを壊せばこの世にいられなくなる。強制的に龍宮に送そう還かんされる……」

　季すえ隆たかは穴の開くほど彼を見つめる。意味を理解するにつれ、じわじわと血の気が引いていった。

（そうか。だからあの子の母親はあれを形見として置いていったんだ。いつか龍神に戻る時まで人として暮らすため……。あれも神憑つきの太刀だったのか……！）

　妖よう怪かいや悪神を太刀に封ふうじる封印術があるように、太刀はこの世と異界をつなぐ媒ばい体たいとなる。母親の形見の太刀が結蓮にとってのそれだったのだ。

　業ごう焰えんはあの太刀から「龍の気配がする」と言っていた。結蓮が体調を悪くするようになったのもあれを使うようになった前後だったはずだ。

　事実を知ったとたん、いろんなことが腑ふに落ちたが、もう遅おそすぎる。

（でも、なんでだ!?　何回も見たけどあれから神気は感じなかった。ごく普ふ通つうの太刀だったはずだ。俺は何か見落としてたのか──）

　業焰との戦いの後、封ふう陰いん省で一度調べたことがあるが、相そう長官も他の封陰官も異変があったとは言っていなかった。真しん君くんだって気づいたなら言ったはずだから、おそらく知らなかったのだろう。

　知っていたのは、彼ただ一人だけ──。

（なんでだ。何が違ちがうっていうんだ……！）

　狼ろう狽ばいしながらも必死に考える季隆を、崇怜は満足げに目を細めて見上げている。

「君には永遠に気づけなかっただろう。人間に龍の生態がわかるはずがない。結蓮を理解してやれるのは、君のような人間ではない……」

　ピキピキと小さな音を立てて崇怜の顔が割れていく。

　最さい期ごに浮かんでいたのは、優ゆう越えつ感かんに浸ひたりきった笑えみだった。

「龍神である私だけだ……。結蓮は……誰だれにも、渡わたさない──」

　囁ささやきとともに、彼は砕け散った。

　破は片へんは見る間に砂すな粒つぶ状になっていき、やがて風に運ばれて消えていった。

「……」

　季隆は愕がく然ぜんとしてその場にうずくまる。戦せん闘とうで負った怪け我がのせいもあったが、何よりも結蓮がいなくなったことに痛手を受け、すぐには立ち上がれなかった。

（なんで……）

　とうとう手の届かないところへ行ってしまった。龍宮がどこにあるのか、どうすればそこへ行けるのか、どうやって連れ戻せばいいのか。何もわからない。

　龍神のことは龍神にしかわからない──そう言われてはもう打つ手がなかった。

　思えばそれらしき兆候はあった。崇すう怜れいを煙けむりのようなものが取り巻いていると結ゆい蓮れんは言ったが、季すえ隆たかには見えなかった。あれは龍神だけに見える神気だったのかもしれない。

　あの時、もっとおかしいと思っていれば──。

（……何してたんだよ、俺は。神憑きの専門職のくせして……。あの子の太刀たちを見抜けなかったら意味ねえだろうが……）

　自分が人間だから──龍神ではないから見抜けなかったなんて、そんな理由を持ち出されたのだ。呪じゆ禁ごん師としての存在を否定されたようなものだった。

（俺は……なんのためにあの子の傍にいたんだ？）

　のろのろと立ち上がり、結蓮が立っていたあたりを振ふり返る。

　太子と、彼を守るようにして寄り添そっている相そう長官や封陰官たち。誰もが呆ぼう然ぜんとして立ちつくしている。だが季隆の目には入らなかった。

　代わりに気がついたのは、地面に落ちていたもの──結蓮の太刀の柄だった。

　柄に付いていた瑠る璃り玉も砕くだけて散らばっている。近くに寄ってみてそれに気づいた。

（……あの子の目も、こんな色してたな）

　結蓮が本性を現した時のことを、ぼんやりと思い出す。

　翠みどりの鱗うろこに、瑠る璃り色いろの目玉。神こう々ごうしく、しなやかで美しい龍神。

　そんな本性に戻ってしまった彼女は、自分が恐ろしいと言って泣いていた。

　傷ついた顔で泣きじゃくりながら、消えてしまいたいとでもいうかのように身体をちぢこめていたのを思い出し、季隆はきつく目を瞑つぶった。

　──まただ。

（また、助けられなかった）

　ただひたすら太子と国を守りたいと願っていただけなのに。あんなふうに傷つけられて、無理やりこの世から追われてしまった。

　このままにしておけるわけがない。あの忠義と想おもいにふさわしい幸せを味わわせてやりたい。彼女にはその資格がある。

（俺が迎むかえに行ってやるから。今度こそ、必ず）

　手が届かないところに隠されたのなら捜さがし出すまでだ。あの時約束したように。

（どこまでだって行ってやる。だから……）

　ふつふつとこみ上げる思いを感じながら、目を開ける。

　どんなに見み渡わたしてもやはり彼女はそこにいない。けれどももう衝しよう撃げきからは立ち直っていた。

「……待ってろよ。結蓮」

　つぶやいて、季隆は踵きびすを返した。

　そうと決めたらぼやぼやしてはいられない。抜ぬけ殻がらになった崇怜の衣ころもを探さぐり、転がり出た四色の玉を回収する。

　白、青、緑、黒の四つの守護石。それぞれ朧ろう国、汀てい国、采さい国、坦たん国の蓮れん女によの加護に戻さなければならない。襲しゆう撃げきを受けた各国では今ごろ、おそらく新しい天てん女によが選ばれていることだろうが、この守護石がなければ彼女たちはその役目につくことができないのだ。

「橘たちばな君」

「これ、お願いします。さすがに持ち歩くわけにはいかないんで。それと、急で申し訳ないんですが長期休きゆう暇かとらせてください」

　気づいた相そう長官がやってきたので、玉を預けて振り返る。同じくやってきた琮そう成せいが強こわばった顔で見つめてきた。

「何をする気だ？　まさか──」

　察したように眉まゆをひそめた彼に、季すえ隆たかは真顔で宣言した。

「あの子を連れ戻しに行きます」

　琮成と相長官が息を吞のんだが、構わず空へ目をやる。

　黒雲は徐じよ々じよに消えつつあった。急いで追えば真しん君くんたちに追いつける。

　すばやく計算すると、二人に一礼し、季隆は急いで駆かけ出した。

　それは、無む謀ぼうな旅の始まりだった。







　第三章　水すい晶しよう宮







　荒こう涼りようとした赤い大地はどこまでも続いていた。

　見渡す限かぎり、何も見えない平原。あるのは遥はるか遠くの地平線だけだ。

　星せい霜そう大陸のほぼ中央にあたるその場所は、人の住めない『最果ての地』と呼ばれていた。朧ろう国の国土であるが、もちろん民たみの姿はない。

　その地下に巨きよ大だいな鍾しよう乳にゆう洞どうが広がっていることを知るのは、天界でもごく一部の者だけだった。

　彼らはそこを『龍の墓場』と呼んでいる。

「おどろおどろしいのう……まあ確かにこれじゃあそう簡単には出て来られんだろうが」

　くたびれた顔で岩場に腰こし掛かけ、真しん君くん──燎りよう幻げんはぼやいた。

　目の前には地下湖が広がっている。といっても中身はただの水ではなく、特とく殊しゆな金属を溶とかしたものだ。今、そこには結界に閉じこめられたままの黒こく龍りゆうが封印されたところだった。

　彼の隣となりに腰掛け、瑶よう花かは疲ひ労ろうを覚えながらもすっきりとした心地ここちで赤い湖面を見ていた。

「やれやれ……。これでやっとゆっくり休める」

　黒龍を封ふうじるのに何日くらいかかっただろうか。天女の力がほとんど底をついているのを感じるし、かなり消しよう耗もうしてしまったようだ。

　それは燎りよう幻げんもおそらく同じだろう。彼の持つ空気がだいぶよどんでいるのがわかる。

　力を失えば、天女だった身体からだはゆるやかに衰おとろえ、やがて死を迎えると聞いていた。そうなれば冥めい府ふに下りた仲間たちに六百年ぶりに会えるのだ。

　彼らとも顔なじみの燎幻が、軽く肩かたをゆすって笑った。

「雪せつ嬉きやら柚ゆう梨りあたりは泣いて喜ぶだろうの」

「さて。忘れられてないといいんだが」

　強ごう弓きゆう使いの女将軍や自分を守って死んだ幼なじみを思い出し、瑶よう花かも笑う。彼の功績を讃たたえ、これからも守ってくれるようにと太子近衛このえ軍の名に冠かんしたのがつい昨日のことのようだ。

「おまえはどうするんだ、燎幻。一応仙せん人にんだし、さっさと冥府に下りるわけにもいかんだろう」

「一応とはなんだ」

「しかし、蓬ほう白ばく山さんを出ねばならんのだろう？」

　まあのう、と吞のん気きな顔で頰ほお杖づえをつきながら燎幻はつぶやいた。

「前々から言われていたからな。わしは人界に近づきすぎた。一国の事情にこれだけ立ち入っては、仙界の掟おきてに背そむいたようなもんだし」

「……」

　瑶花は難しい顔をして湖面を見つめ続けた。

（人間の世に興味がないと言いながら、煌こうのことは放ほうっておけなかったのか。それは、私たちと共に建てた国だからか……？）

　一口に仙人と言っても階級のようなものがあるという。仙界で上級とされる仙人は、人界に名の知れていない者だ。

　何しろ人界の喧けん噪そうが嫌いやで昇しよう仙せんしたような者ばかりがいる世界である。燎幻のように煌国の民から『建国の聖仙』と呼ばれてあがめられているようでは、上仙とは言えないのだ。人界では『聖仙』でも仙界での階級は下のほうなのだが、これは人々の知らない事実だった。

　そして、特定の人間たちに度の過ぎた肩かた入いれをし、関かかわりすぎた彼は、仙人としての境界を越こえたとして天界から水すい明めい真しん君くんの名を剝はく奪だつされることになった。

（煌を放っておけなかったから……だから、汚よごれ役を引き受けてくれたのだな）

　大陸崩ほう壊かいを防ぐため動いていたのは天てん帝ていも承知している。ならば見み逃のがしてくれてもよさそうなものだが、それとこれとはまた別の話ということらしい。ただ働きかい、と嘆なげきながらも彼は大して応こたえていないようだった。

「行く当ては……、あるか。おまえなら」

「わしほどの色男なら女たちが放っておかんわ」

「じじい……相変わらず煩ぼん悩のうまみれだな」

　かっかっか、と楽しげに笑う彼に冷たい視線を送った瑶よう花かだが、ふと表情をあらためた。

「──だが、好きで仙界を追われるのではないだろう」

「あん？」

「六百年前も、今回も……、私を助けたこと、後こう悔かいしていないか？」

　真しん剣けんな顔で訊たずねた瑶花を、燎りよう幻げんは飄ひよう々ひようとした顔で眺ながめた。口元にはうっすら笑えみを浮うかべている。

「おまえはどうなんだ？」

「何が？」

「ごく普ふ通つうの女として送るはずの人生を諦あきらめて、女王になったり天女を継ついだり。おまえを知る者たちが皆みな先に逝いってしまうのを見ながら、六百年この国を守ってきた。その生き方を後悔してるか？」

　思いもかけないことを訊きかれ、瑶花は虚きよを衝つかれて口をつぐむ。

　そんなこと、ゆっくりと考えたことはなかった。だが答えはすぐに見つかった。

　薄うす笑わらいをたたえて見ている彼を、キッとにらみ返す。

「後悔するくらいなら最初からしない。阿あ呆ほうなことを訊くな」

「そんならわしにも訊くなよ。わしだって同じだぜ」

　心外な、とでもいうように眉をあげ、燎幻は大げさに肩をすくめる。それもそうだと瑶花が瞬またたくと、彼は声をあげて笑った。

　ゆっくりと足を組み直し、彼は黒龍を封じた湖へと目を向ける。

「女だてらに──とか言ったらおまえはまた怒おこるんだろうがな。亡国の王女が家臣を率いて、周辺国の王たちと権けん謀ぼうのやりとりをしながら着実に仲間を増やし、どれだけ窮きゆう地ちに陥おちいろうが腹心の部下たちを亡なくそうが、絶対に心が折れなかった。ただの小こ娘むすめにしか見えないのにそのしぶとさが見事で、行く末を見てみたくなった。だから手伝ってやったのさ。──あいつらだってそうだろうよ」

　最後の言葉はかつての仲間たちのことを指したのだろう。静かに笑みを浮かべて湖を見つめている彼につられるように、瑶花もそちらを見る。

　あの時代を共に駆け抜ぬけた戦友たち。今はもう全員が冥府へ下ってしまったが、彼ら彼女らの顔はあざやかに脳のう裏りに焼き付いている。

　戦乱のただ中だったあの頃ころ。辛つらく苦しいことばかりだと思っていたが、仲間たちに囲まれ支えられた日々は、振ふり返ってみると青春そのものだった。彼らを守りたくて六ろく蓮れん天てん女によを継いだのだったと思い出し、ふと笑みがこぼれる。

　国のことを考えろと琮そう成せいには偉えらそうに説教したが、なんのことはない、自分も当時はそういうふうには考えられなかった。ただ仲間たちの暮らす世界を壊こわしたくなかった。そんな視野の狭せまい理由に突つき動かされていた。

（結局はそういうものなのかもしれんな。人が命をかけて何かを成し遂とげようとする原動力は……）

　同じように大切なものがあると言っていた結ゆい蓮れんも、きっと天てん女によの役目を務めてくれると信じたい。

　後こう継けい者しやとなる彼女を思い、目を伏ふせた瑶よう花かは、真面まじ目めな顔で視線を向けた。

「燎りよう幻げん。おまえは昔も今も戦友だ。礼を言う」

　仙界の掟を破ってまで協力してくれた恩人であり、朋ほう友ゆうであり、時には師のような存在でもあった。言葉では言い尽つくせない思いでそう言うと、彼は何度か瞬き、にやりと笑った。

「こりゃ珍めずらしいのう。せっかくならもっと褒ほめ称たたえんかい。色男の仙人様はこれくらいで恩に着せたりはせんがな」

「何が色男だ。ただの助すけ平べじじいだろう」

　冷たく返しながらも、瑶花も思わず笑ってしまう。我ながら晴れやかな笑みだった。

　昔語りはこれくらいにしておこう。子孫たちが煌こうで待っている。彼らに伝えることをすべて伝え、その後でゆっくりすればいい。

「冥府に下るまでまだ時間があるし、旅に出るならまた付き合ってやってもいいぞ」

　地上へ向かう階段を上りながら提案してみたが、燎幻に鼻で笑われた。

「おまえみたいな小娘が一いつ緒しよじゃ、女とよろしくやれんだろうが」

「それもそうか。しかし、そうなると暇ひまをもてあますな」

「子孫と戯たわむれとったらいいだろう。それとも一足先に冥府に下るか。……久々に旦だん那なにも会いたいだろ」

「あ。そういえばあいつのこと忘れてたな」

「おいおい。あいつまた心折れるぞ。たまには恋こい女によう房ぼうらしいことしてやれよ」

　呆あきれたように息をついた彼に、瑶花は急いで追いつく。

「いや、やっぱり皇こう宮ぐうに残る。これからのことを結蓮にいろいろ話さねばならないし……しばらくは心細いだろうから傍そばにいてやりたい」

　目には見えない扉とびらが開き、地上に出る。まぶしい光が視界を灼やいた。

「嬢じようちゃんはまだ答えは出してないんだっけか」

「はっきりとはな。おまえの弟で子しが一緒にいてやると言っていたから、それは頼たのもしいが──」

　何気なくあたりを見回した瑶花は、そこで言葉を切った。

　誰だれも近寄らないはずの荒こう涼りようとした大地に、人ひと影かげがあったのだ。

　うずくまるようにして座り込んだ若い男は、砂さ塵じんのせいで汚れた服を身にまとい、肩かたで息をしている。くたびれ果てた様子だ。

「燎幻。あれっておまえの……」

「……うむ。愛まな弟子だな」

　間の抜けた声で燎りよう幻げんが言った。瑶よう花かは驚おどろいて若者を凝ぎよう視しする。

　やつれてはいたが、それはまぎれもなく煌こうにいるはずの季すえ隆たかだった。

　煌国と隣りん接せつしているとはいえ、この平原のある朧ろう国は六りく雄ゆう最大の国土を誇ほこる広大な国だ。術を駆く使ししたとしてもここまで来るには相当な労力が要いったはずである。封ふう印いん術を施ほどこすのに何日費ついやしたかはわからないが、その間に追いついてきたというのがにわかには信じられなかった。

「師し匠しよう……」

　まさかの登場に当とう惑わくしている二人のもとへ、彼はよろよろと立ち上がってやってきた。

　強こわばった顔で燎幻を見つめた彼は、信じられないことを言った。

「結ゆい蓮れんが、龍りゆう宮ぐうに連れ戻もどされた」

「──何？」

　龍宮、というのがなんなのかとっさにわからなかった。それくらい予想だにしない言葉だったのだ。

「あの子が持ってた太刀たちは、龍りゆう神じんとしてのあの子のよりしろだったらしい。それを崇すう怜れい皇子に壊されて、そのせいでこの世にいられなくなったんだ。いきなりその場から消えて……いなくなった」

　瑶花は息を吞のんだ。そんな話は初耳だった。

（よりしろだと……あの太刀が!?）

　傍かたわらを見れば、燎幻も虚を衝かれた顔をしている。彼も知らなかったとなると、季隆たちには防ぎようがなかっただろう。

「師匠たちが皇宮を出てすぐだった。俺も急いで出てきたけど、何しろ遠いし術もうまく使えないしで時間かかって……」

　季隆は悔くやしげに顔をゆがめたが、それを愚ぐ痴ちっても仕方ないと思ったのか、ふいにその場に膝ひざをついた。

「師匠、お願いだ。俺に力を返してくれ。今のままじゃあの子を助けに行けない」

　必死の表情で訴うつたえ、地面に手をついて頭を下げる。

「試ためしてみたけど、やっぱり龍宮までの水門は開けられなかった。今の俺じゃだめなんだ。だから……！」

（──そういうことか）

　いきなり土下座した理由を察し、瑶花は内心つぶやいた。彼は燎幻ともめて力を奪うばわれたと聞いている。それを返してもらうため追ってきたということらしい。

　それにしても結蓮が消えたというのは一大事だ。当然すぐに手を打つのだろうと、燎幻を見ると──。

「ほほーう？　こりゃーなかなかいい眺ながめだ」

「!?」

　にやにやしながら季すえ隆たかの頭を地面に押しつけたので、瑶よう花かは目を疑った。

「わしを騙だまして弟子入りしてきて？　魂こん胆たんがばれたら暴言を吐はいて飛び出して行ったおまえが？　今になってやっぱり力を返してくれと？　わっはっは。ずいぶんと虫の良いことだのう、季隆よ」

「おい……」

　いびっている場合かと止めようとしたが、当の季隆は慣れているのか、顔を引きつらせつつもされるがままになっている。

「いや、まったくもって仰おつしやるとおり……、全然反論できないけど、でも、頼む！　このとおり！」

「はっはっは。ただでは返せんなあ」

「なんでもするよ。一生使いっ走りでもいい」

「ほぉ……？　言ったな？」

　燎りよう幻げんの顔に、にたりと邪じや悪あくな笑えみが浮うかぶ。瑶花は嫌いやな予感がした。

「よかろう。返してやる。その代わり──」

　出された〝条件〟の過か酷こくさに、季隆は信じられないという顔をして彼を凝視した。
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　瞼まぶたの裏にきらきらと何かが反射している。

　けっして嫌なまぶしさではなく、深い蒼あおにきらめくそれは、むしろ落ち着きをもたらすようだった。

　まるで、海の底にいるかのような──。

「…………」

　蒼いきらめきが途と切ぎれ、結蓮はぼんやりと瞼を開けた。

　澄すんだ香かおりが鼻をくすぐり、ゆっくりと意識が冴さえてくる。

　高い天てん井じようを見上げれば、白玉が星のようにちりばめられていた。

（……綺き麗れい……）

　しばらく見入っていたが、ふと我に返って視線を走らせる。

　かなり広い部屋のようだ。が、一面に布ふ団とんが敷しき詰つめられているところを見ると、どうやらこれは寝しん台だいらしい。

　明らかに自宅の寝しん所じよではない。それに気づいて急いで起き上がった。

（どこだろう、ここは……）

　あらためて見回してみると、やはり寝台には広すぎるほどの空間だ。軽く五十人ほどは一緒に寝ねられそうである。別べつ邸ていの自分の寝所も広いほうだったが、これは比べものにならない。

　こんなだだっ広い寝台をこしらえるなんて、ここの持ち主はよほどの酔すい狂きようなのだろうか？

　いつのまにか夜着に着き替がえているのも不思議だったが、とりあえず状じよう況きよう確かく認にんを優先させることにする。

　重じゆう厚こうな綾あや織おり物ものの帳とばりをかきわけ、寝台から出ようとすると、

「──ちい姫ひめっ？　目が覚めたのか！」

　叫さけび声がして何者かが飛びかかってきた。

　はっとしてそれをかわし、結ゆい蓮れんは相手を投げ飛ばす。

「曲くせ者ものッ！」

「ぎゃー！」

　悲鳴をあげて転がったのは若い男だった。派手に調度をなぎ倒たおしながら壁かべに激げき突とつしたが、すぐさま跳はね起きる。

　応こたえるどころか嬉うれしげに破顔したその男は、鼻血をたらしていた。

「ちい姫ー！　よう帰ってきたな～！」

「……」

　結蓮は油断なく身構えながら男を観察する。立派な身なりをしているし不ふ審しん者には見えないが、少々不気味だ。

「どちら様ですか。ここはどこです？」

　鋭するどく訊たずねると、男は「あっ」と口を開け、おかしそうに笑い出した。

「そうかそうか～！　わからんのも道理じゃのう！　この姿に戻るの久しぶりじゃからな！」

「？」

　あれだけ容よう赦しやなく投げ飛ばされたというのに恐おそれる様子もなく、男は満面の笑みでまた駆かけ寄ってきた。

「あははは！　ちい姫、わしじゃ！　九く郎ろうじゃっ！」

「……九郎？」

　結蓮は眉まゆをひそめて男を見返す。

　年の頃ころなら二十代半ばくらいだろうか。どう見ても九郎とは大きさからしてまったく違ちがう。

「どちらの九郎どのですか？　うちの九郎はもっと小さくて可愛かわいい子です」

「なっ！　あ、あれは、少しばかり背が縮んでおっただけじゃ！　うう、どうしたら信じてくれるんじゃ……」

　九郎と名乗った若者が困り果てたように頭を抱かかえていると、物音を聞きつけたのか隣りん室しつから誰だれかが駆け込んできた。

「九郎？　何を騒さわいでいるんだ、ちい姫様がお休み中というのに──」

　現れたのはこれまた身なりの良い若者だ。結ゆい蓮れんを見るなり目を瞠みはった。

「ちい姫様！　お目覚めでしたか！　よかった……」

「四し郎ろう、ちい姫はわしらの姿を見慣れておらんでな。まだ気づいておらんのじゃ」

「……四郎？」

　結蓮が思わずつぶやくと、四郎と呼ばれた若者は照れたように微笑ほほえんだ。

「はい、ちい姫様。この姿ではお初にお目に掛かかります。お帰りなさいませ」

「……」

「突とつ然ぜんのことで驚おどろかれたでしょう。ちい姫様が本ほん性しようにお戻もどりになったのを知り、じきに龍りゆう宮ぐうに帰き還かんされるとわかったので、一足先に戻ってお迎むかえの準備をしていたのです」

「……」

　この物もの腰ごしや口調は確かに四郎に似ている。が──。

　当とう惑わくしていると、彼の後ろから次々と若い男女が部屋に入ってきた。

「あっ、ちい姫様！」

「お目覚めになったのですね！」

　先の二人と同じく整った身なりの彼らは、結蓮を見るなりいっせいに嬉しげに頰ほおを染めた。中には涙なみだぐんでいる者もいる。

「ちい姫様、よくぞお帰りくださいました！」
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「突然こんなことになって、お一人でお心細かったでしょう？　お傍そばについていられず申し訳ありませんでした」

「お目覚めになるのをみんなで待っていたんですよ！」

「七しち娘じよう、いつものようにちい姫のお召めし替かえをお手伝いしてあげろよ」

　口々に言う彼らを見ながら結ゆい蓮れんが難しい顔で考え込んでいると、仲間に促うながされた一人の娘がいそいそと駆け寄ってきた。

　目が合うと、ぽっと頰を赤らめてはにかむ。結蓮の知っている七娘と同じ、控ひかえめな恥はずかしがりやのようだ。

（どういうこと……？）

　取り囲む若者や娘たちは見た目こそ大人になっているが、屋や敷しきにいた小さな従者たちと同じ名を持ち、同じように「ちい姫」と呼んでくれる。性格や特とく徴ちようも一いつ致ちする。

　しかし、なぜいきなり成長してしまったのか。

「本物なの？　みんな……」

　半信半疑で訊ねると、にこにこして取り囲んでいた彼らの中から代表して四し郎ろうが答えた。

「本物ですとも。突然のことで驚かれたでしょうが、これが本来の我らの姿なのです」

「でも、どうして急にこんなことに？」

「我らは龍宮にお仕えする身。人界のあの屋敷で暮らすために力を抑おさえられていたのです。ゆえにこの姿を保てず、幼児の身体からだに甘んじていました」

「そうだったの？　じゃあ、今は力を取り戻せたから成長したということ？」

「いいえ。あるべき世界に帰ってきたために、この姿にも戻れたのです」

　静かに答えた四郎を、結蓮は穴の開くほど見つめた。

　龍宮に仕える彼らが、あるべき世界に帰ってきた。だから本来の姿に戻っている──。

「え……？　つまり──」

　はい、と四郎が神しん妙みようにうなずく。

「ちい姫様がいらっしゃるこちらは、水すい晶しよう宮きゆう──龍宮なのです」

　整然と拱きよう手しゆ一礼する彼らを見つめ、結蓮は息を吞のんだ。

（龍宮……！）

　龍りゆう神じんの本性を取り戻した今、龍宮の存在を疑うはずもない。だが自分が今まさにそんな場所にいるというのがとても信じられなかった。

　動どう揺ようしながら部屋を見回す。調度品も帳の飾かざりも何もかもが宝石でできていて、まばゆいばかりに輝かがやいていた。

　煌こう国一の富ふ豪ごうと言われる豊ほう家別邸も豪ごう華かさではかなりのものだったが、ここは比べものにならない。この世の宝石をすべて集めて作ったと言われても驚かないくらいのきらきらしさだ。

「ちい姫様っ？」

　呼び止める声に構わず、部屋を飛び出す。

　同じような部屋をいくつか抜ぬけてやっと外に出ることができたが、そこにはさらに驚きの光景が広がっていた。

「噓うそ……！」

　ゆっくりとたなびく乳白色のもやがかかる、幻げん想そう的な景色。

　造り自体はよくある様式だが、回かい廊ろうや遠くに見える御ご殿てんはすべて金銀宝石でできていた。

　庭には金と銀でできた幹に翠すい玉ぎよくと翡翠ひすいの葉が茂しげり、紅宝石や黄玉の花々が咲さき乱れている。池に注ぎ込む小川には玉製の橋がかかっていた。水の中には瑠る璃りや藍らん宝石、紫むらさき水ずい晶しようが沈しずんでおり、ゆらゆらと揺ゆれて色を変えている。

　間ま違ちがいない。めまいを起こすたびに見ていた幻げん惑わくの世界だ。

（あれは龍宮の幻まぼろしだったのね……！）

　上を見れば当たり前のように空があり、雲がある。水の底というわけではないようだ。だがただよう清せい冽れつな気はここが異界であることを明らかに物語っていた。

　なぜ自分がここにいるのか。身に覚えもないし、わけがわからない。

（どうすればいいの？　私、煌こうに帰れるの……？）

　慌あわてたように追ってきた従者たちにも気づかず、うろたえて頭を抱えた時だった。

「──あら。なあに？　どうしたの？」

　鈴すずを振ふるような声が響ひびき、結ゆい蓮れんははっとしてそちらを見た。

「あっ、姫ひめ様！　ちい姫が目を覚ましたぞっ！」

「まあ、そうなの？」

　誇ほこらしげに叫さけんだ九く郎ろうに、回廊を歩いてきたその人はおっとりと応じている。

　目にもあざやかな青あお紫むらさきの衣ころもを身にまとい、真しん珠じゆのような輝きを放ちながら現れた若い女性。結蓮を認めて唇くちびるをほころばせた。

「結蓮？　大きくなったわね。こちらに来るまでもう少しかかると思っていたけれど、意外に早かったのねえ」

「……母様……！」

　幼い頃ころに姿を消した母、祥しよう蘭らん──覚えていないはずなのに一目見るなりすぐにわかった。

　伯母おばである皇后から聞かされた昔語りのとおりだ。この世のものとは思えない、凄せい絶ぜつなほどの美び貌ぼう──あまり人の見た目に頓とん着ちやくしない結蓮ですら、ぞくりとしたものを感じたほどだ。

「お姉様はお元気？　今も毎日華か麗れいに高笑いなさっているのかしら」

「……」

「結蓮？　どうしたの？」

　腕うでをとられて顔をのぞきこまれ、呆ぼう然ぜんとしていた結蓮は我に返った。

「あ……、母様があんまりお綺き麗れいなので、驚いてしまって」

　祥しよう蘭らんはにっこりと微笑ほほえんだ。

「それはよく言われるわ」

　実に堂々とした態度である。自身の美貌を微み塵じんも疑わないどころか、魅み力りよくを知り尽つくしているようだった。

「みんなからいろいろ聞いたところだったのよ。結ゆい蓮れん、わたくしのせいで豊ほう家の人たちからいじめられていたそうね。可哀かわい相そうに……ごめんなさいね」

「あ、いえ……」

　けぶるような睫まつ毛げを瞬またたかせ、眉まゆをひそめて見つめられる。本人にそのつもりはないのだろうが、艶つやを含ふくんだようなまなざしに吸い込まれそうになった。

　物もの憂うげに頰ほおに手を当て、彼女はため息をこぼす。

「わたくしが全員を袖そでにしたものだから、あの人たち逆さか恨うらみしているのよ。まったく、これだから成金の男って……。話を聞いたらむかっ腹が立って仕方なくって、イライラしたから、思い出せる限りの豊家の殿との方がたたちの名を書き出してみたわ。どうやって地じ獄ごくを見せてやろうかと思案していたところなの」

「そんな、やめてくださいっ」

　瞳ひとみを潤うるませながら過激なことを言う母を結蓮は慌てて止めた。

　美しいのはその通りだったが──なんだか、皇后に聞いていた印象とだいぶ違ちがう。

「わはは！　姫様は昔からあやつらに充じゆう分ぶん地じ獄ごくを見せておったぞ」

「お話がしたければ巻物十巻分の詩を書いて賛辞せよ、とかなぁ」

「しかも明朝までという情なさけ容よう赦しやのない締しめ切り付きでしたなあ」

「できなかったら二度と近づくなと言われて、全員涙なみだ目めでやっておったのう」

「そうだったわね。ふふ」

　従者たちと楽しげに笑い合うと、祥蘭は少し悲しそうな顔になって結蓮を見つめてきた。

「そういうわけだから、我が慢まんせずに言いなさい。誰だれが一番意地悪だったの？　心配いらないわ。母様はね、意地悪返しが大の得意なの。これまで一度も負けたことがないのよ」

「いいえっ、大だい丈じよう夫ぶですから」

　どこまで本気なのか判断がつかず、結蓮はひたすら首を横に振った。

「母様とまたお会いできただけで嬉うれしいので……。そんなことをなさるより、私とお話ししてほしいです」

「まあ……」

　感動したように涙をにじませ、祥蘭はそっと抱だきついてきた。

「なんて可愛かわいいの。さすがはわたくしの娘ね。あらぶっていた心が洗われるようだわ」

「はっ……、ありがとうございます」

　感じる体温はひんやりとしていて、それがかえって結蓮を緊きん張ちようさせた。

　自分よりせいぜい二、三歳ほど年上にしか見えないし、過激なことを言いながらも雰ふん囲い気きは淡たん々たんとしていてつかみどころがないが、それでも。

（この方が、私の母様……）

　そう思ったら頰に熱がのぼっていくのがわかった。

　ここは龍りゆう宮ぐう。大人になった従者たちと、歳を取らない絶世の美女の母。──受け入れられなかった事実が徐じよ々じよに心の中にしみてくる。

（けれど……そもそもなぜ私はここに来てしまったのかしら）

　一番の疑問がよみがえり、眉をひそめた時だった。

「──どうしたのじゃ？　皆みなで集まって」

　涼すずやかな声がして、さやさやと玉の鳴る音が近づいてきた。

　回廊を優ゆう雅がに歩いてきたのは、濃のう淡たんの緑の衣に珠しゆ玉ぎよくを連ねた薄うす絹ぎぬをまとった若い女性だ。こちらもまた目がくらむほどの美女である。

　ああ、と祥しよう蘭らんがあっさり言った。

「結ゆい蓮れんが目を覚ましたのよ、お母様」

「!?」

　結蓮は目をむいて彼女を見つめる。母が「お母様」と呼ぶということは、つまり──。

「おお、それはめでたい。ようやっと孫まご娘むすめに会えたのに、寝ね顔がおだけで切なかったからの～」

「……お祖母ばあ様!?」

　今度こそ度ど肝ぎもを抜かれた。母と変わらない年ねん齢れいに見えるこの美女が、祖母？

　祖母も龍族だったと聞いたし、龍宮にいてもおかしくはないのだが、こればかりはすぐには受け入れられなかった。

（龍族の年齢って、一体どうなっているの……!?）

　混乱して立ちすくむ結蓮に、彼女は嬉しそうに抱きついてきた。

「会うのは初めてじゃな。祖母の天てん香こうじゃ。うふふ、龍りゆう王おう陛下によく似ておるのう。瞳の色もなんと美しい。孫というのはかわゆいものじゃなあ」

「ふふ。お母様ったら、親おや馬ば鹿かならぬ、おばば馬ば鹿かね」

「あ……あの……」

　面めん食くらう結蓮を二人はきゃっきゃと揉もみくちゃにしていたが、気が済んだのかようやく離はなれてくれた。

　微笑んで結蓮の手を取り、祥蘭が宝玉のきらめく御殿を示す。

「おかえりなさい、結蓮。ここがあなたの本当の世界よ」

　うむ、と満足そうにうなずき、天香が朗々とした声で宣言した。

「祝しゆく宴えんの準備をせよ。──紫し黒こく公主の帰き還かんじゃ！」
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　それは、今まで知らなかった世界だった。

　暇ひまつぶしに近くを案内してやると散歩に連れ出された結ゆい蓮れんは、妙みように熱い視線を感じて何度も振り返るはめになった。

「……？　何か、見られている気がするのだけど……」

　磨みがき抜ぬかれた白はく玉ぎよくの柱ちゆう廊ろうには龍宮の眷けん属ぞくたちが行き交かっている。もちろん知らない人ばかりだ。しかし彼らは結蓮を一目見るなり、どこか興奮したように脇わきへ退どくと、うやうやしく跪ひざまずいて見送ってくれるのだった。

「ちい姫様のご帰還は龍宮中に知れ渡わたっていますからね」

　供をしている四し郎ろうににこにこしながら教えられ、ようやく少しだけ納なつ得とくする。

「ああ、そうなの。じゃあ──」

　あちこちから感じるあの視線はどういう意味だと訊きこうとすると、背後ではしゃいだような声が聞こえてきた。

「見よ、あれがお帰りになった公主様だ」

「なんとご聡そう明めいそうなお顔立ち。第三十二夫人であられる祥しよう蘭らん様にそっくりではないか」

「御み子こ様のご帰還は何年ぶりじゃ？　ほんにめでたいのう！」

　うきうきしたような声に、何事かと振ふり向けば、壮そう年ねんの男たちがまるで憧あこがれるかのようなまなざしでこちらを見ている。つい先ほど通り過ぎた時に見送ってくれた人々だった。

　あからさまに自分を話の種にされていることに面食らっていると、今度は別の方向から黄色い悲鳴が聞こえた。

　どうしたのかと見てみれば、若い娘むすめたちが一いつ斉せいにけたたましく叫さけんだ。

　顔を赤らめ、「きゃーっ、公主様と目が合ったわーっ」「わたしをご覧になったのよ！」「いいえ、わたしよ！」と興奮したように言い合っている。

「……」

　からかわれているのか、それとも物もの珍めずらしいだけかと思ったが、彼らの顔に浮うかんでいるのは親愛そのものの表情だ。

　回かい廊ろうを歩けば、老いも若きも男も女も、誰もが笑え顔がおを向けてくれる。心から帰還のお祝いを述べてくれる。

「公主様、お健すこやかな御おん身みでのご帰還、何よりにございます」

「龍王陛下もさぞやお喜びかと存じます。公主様は孝行娘でいらっしゃる」

「宴うたげでのお披ひ露ろ目めが楽しみでございますわ」

「はっ。かたじけない」

　そのたびに生き真面まじ目めに礼を返しながらも、人界にいた時にはありえなかった事態に、正直なところどう受け止めたらいいのかわからなかった。

（ここへ来たばかりの見知らぬ私に、どうしてそこまで……？）

　こんなに無条件で優やさしくされる理由が思いつかない。どうにも落ち着かず、彼らの熱い視線を浴びながら早々に部屋に戻もどることにした。

「──おや、もう帰ってきたのかえ？」

　お茶を飲んでいた祥しよう蘭らんと天てん香こうが意外そうに迎むかえてくれて、結ゆい蓮れんはおずおずとうなずいた。

「特にすることもありませんので」

「若いのに、引っ込み思案なのじゃな。遊んできてよいのに」

「皆がちい姫ひめをちやほやするので、面食らっておるだけじゃ」

　九く郎ろうが横から言い添そえると、天香は目を見開き、いきなり高らかに笑い出した。

「ほほほほ！　そんなの当然のことではないか。皆、そなたの帰りを喜んでいるのじゃ。ちやほやさせておけばよいのに」

「ですが、気が引けます」

　見知らぬ人ばかりだし、そこまで歓かん迎げいしてもらう義理もないはずだ。急にきゃあきゃあ言われても反応に困ってしまう。

　歩くだけでひそひそ言われるのは人界にいた時もそうだったが、こちらでは誰もが嬉しそうにしているのだ。戸と惑まどうばかりだった。

「こちらでは眷属のつながりがとても強いのです。同じ一族の、それも龍王陛下の公主様が帰還なさったというので、龍宮中が沸わき立っています」

　四し郎ろうが微笑ほほえんでお茶を差し出した。他ほかの従者たちも同意らしく、誇ほこらしげにうなずいている。

　黙だまり込む結蓮に、四郎が慈いつくしむようなまなざしを向けた。

「人界でのお暮らしに慣れすぎて困こん惑わくしていらっしゃるのでしょう。ここには、ちい姫様を悪く思う者などおりません。もうお辛つらい思いをされることは二度とありませんよ」

「そうじゃそうじゃ！　安心してよいぞ、ちい姫！」

　任せておけとばかりに九郎が胸を張る。幼児姿の時とは違ちがって頼たのもしい態度だったが、結蓮は難しい顔で考え込んだ。

　歓迎してもらっているとしたらそれはありがたいことだ。だが自分は煌こうに帰らなければならない身である。こんなふうにのんびりしている暇はないのだ。

「まあ、まだ披ひ露ろ目めもされておらぬゆえ、知らぬ者ばかりで気き疲づかれしているのであろう。龍王陛下がじきに宴を開いて紹しよう介かいしてくださる。安心していよ」

　沈ちん黙もくを勘かん違ちがいしたらしく、天香が優しく頭をなでてくれる。とりあえず結蓮はうなずいた。

「せっかくですので、龍王陛下にはご挨あい拶さつしたいと思っているのですが……」

「多た忙ぼうな御お方かたゆえな。おいそれとお会いすることはできぬのじゃ。しかし、まぎれもないそなたの父君。帰還の宴で対面した暁あかつきには存分に甘えるがよい」

　にこにこしながら言われ、思わず言葉に詰つまる。

　結ゆい蓮れんだって父親と会えるかもしれないと思えば心がはずむ。会ってみたいと思う。だがそれは、すぐに龍りゆう宮ぐうを出なければならないからこそ挨拶をしておきたいのだ。

（母様もお祖母様も、私がずっとここにいると思っていらっしゃる。普ふ通つうに考えればそうだろうけど、でも私にはお役目がある。悲しませるかもしれないけどちゃんと言わなければ）

　ぐっと拳こぶしを握にぎりしめ、意を決して口を開く。

「あの、実は私──」

「そうじゃ！　祥しよう蘭らん、そなたから龍王陛下のことを話してやってはいかがじゃ。結蓮も父君が恋こいしいのであろう」

　名案だとばかりに目を輝かがやかせて天てん香こうが叫び、いきなり出鼻をくじかれてしまった。

「構わないけれど……。何を話したらいいかしら？　この美び貌ぼうを見込まれて、龍王陛下が行列を組んで毎晩口説きにいらしたこととか？」

　祥蘭は表情を変えないまま首をかしげた。凍こごえるほどの美貌を持つ彼女は、やはり存分に己おのれに自信を持っているようだ。

「わざわざ人界までいらしていたのですか？」

「そうなのよ。とてもお綺き麗れいな方でね。わたくし、なんだか……すごく、敵てき愾がい心しんを覚えてしまって……負けてなるものかと張り合っているうち、なぜか恋が芽生えてしまったのよね」

「そうだったのですか……」

「ええ。自分でも謎なぞだわ」

「はあ……」

「わたくしを娶めとる前に、三十一名も妻がいらしたのよ。わたくしの遥か上を行くもてはやされぶりで……負けたと思ったわ。三十二もの相手と同時に交際するなんて考えも及およばなかったのだから、まだまだ世間知らずだったわね……」

「……」

　遠い目をしてつぶやいた母を結蓮は神しん妙みような顔で見つめる。評判の美女だったのは嫌いやというほどわかるのだが、性格や言動についてはいまいちつかみきれない。母にとって龍りゆう王おうはあくまで夫というより好敵手なのか──？

「これこれ。結蓮が面めん食くらっておるではないか。父と母の仲なか睦むつまじい話などを訊きたいのだろうに」

「あら……ごめんなさい。これでもすごく仲はいいのよ？　慈じ悲ひ深くて大らかな御方だし。ただ一つ言えるのは、絶対にわたくしのほうが美しいということね」

「…………。あっ！　そんなに大勢の奥方様がいらっしゃるなんて、母様もご苦労をなさったのですね」

　龍王と恋をして結ばれたと思ったら、なんと自分は三十二番目の妻だった。それで他の妻たちに悋りん気きを起こすあまりの一連の発言なのか──と気づいて納なつ得とくしていると、祥しよう蘭らんはきょとんと瞬またたいた。

「え？　それは考えたことがなかったわ」

「…………」

　やはりつかめない。母は変わり者なのだと結ゆい蓮れんは思うことにした。

「ますます戸惑わせてどうするのじゃ。結蓮の中の母親像はおそらく今崩ほう壊かいしたぞ」

「お母様がお話しになって。わたくしは美貌以外の自分のことを話すのは苦手なのよ」

　悩なやましげに祥蘭が首を振ったので、結蓮は助けるつもりでうなずいた。

「ぜひお祖母ばあ様のお話を聞かせてください。あちらにいらした頃ころのことなど」

「わたしの？」

「はい。お祖父じい様からも聞いたことがありませんし、気になります」

　母ほどの凄せい絶ぜつさではないが、人界にいた頃はさぞや噂うわさになったであろう美女。そして、あの気むずかしい祖父の妻だった人だ。気にならないわけがない。

「しかし、わたしは面おも白しろい話などないぞ？」

「面白くなくていいのです。お祖父様はお祖母様とお別れになった後もずっと大事に思っておられたと聞きました。普ふ段だんのお祖父様から想像ができなくて、気になっていたのです」

「そうなのか？　諭ゆ迅じんどのも記き憶おく力が良いのう。何十年前のことじゃ？」

　天てん香こうは面白そうに笑った。てっきり切ない別れだったのかと思っていた結蓮はまたも面食らってしまった。

「そういえばもうかなりの歳であろう。まだ健在なのか？」

「もちろんです！　お歳は重ねておいでですが、お元気です」

「そうか。人には寿じゆ命みようというものがあるからのう。歳をとるのは致いたし方ない。ま、元気ならば何よりじゃ」

　あっさりとそれだけ言って切り上げてしまう。冷たいとも取れる反応に、もしや祖父とは仲が悪かったのだろうかと想像して結蓮はたじろいだ。

（でも、お祖父様がずっと忘れられずにいるわけだし……、お祖母様は違ったのかしら）

　天香の表情には嫌けん悪お感かんのようなものはない。懐なつかしそうにしているのに、ただ、やたら反応が薄うすいのだ。

（母様といい、あまり人との関かかわりに興味を持たれないみたい……）

　自分だったら、愛する人と別れることになったら引き裂さかれるような気持ちがすると思うのに──。

　そんなふうに考えて、ずきんと胸が痛くなる。そして、今さらのように気がついた。

（ひょっとして、今の私はまさにその状態にいる……？）

　最後に人界で見たのは、季すえ隆たかの顔だった。厳しい表情で崇すう怜れいを見下ろしていた彼の横顔と、振ふり向いた時の驚おどろいた顔──頭に焼き付いている。

　もう会えないのだろうか？　いずれ来る別れのために覚かく悟ごをしていたつもりだったが、こんなに急にその時を迎むかえるとは思っていなかった。実際にそうなってみると、悲しいというより呆ぼう然ぜんとしてしまう。

　胸を押さえて黙りこくっていると、天てん香こうが微笑んで見つめてきた。

「そなたの話も聞きたいな。人界ではどのように過ごしておったのじゃ？」

　結ゆい蓮れんは、はっと我に返った。思い出話どころではない、感傷に浸ひたっている場合でもない。今この時も人界では危機が続いているはずだ。

　表情を引き締しめ、きびきびと天香を見つめ返す。

「あの、お祖母様。あちらの世界に帰るにはどうしたらいいのでしょうか。方法をご存じですか？」

「……なんじゃと？」

　天香も祥しよう蘭らんも、従者たちまでもがぽかんと口を開けた。

「私はあちらで重要なお役目を任されているのです。急いで帰らなければなりません。太刀たちがなくなってしまっても帰れるものなのでしょうか？」

　母が形見として残していった太刀の意味も、それが壊こわれたために人界にいられなくなったこともすでに聞かされていた。なくなった今、丸まる腰ごしで人界に帰ってもちゃんと人の姿を保てるかどうか不安だった。

「そなた、何を言っているのじゃ？　帰るも何も、そなたの家はここであろう？」

　意味がわからない、というふうに天香に言われ、結蓮は少し怯ひるんだ。

「いえ、ですから私は──」

「お母様、結蓮はまだ戸と惑まどっているのよ。大だい丈じよう夫ぶ、そのうち慣れるわ」

「そうじゃ！　もう二、三日もすればあっちのことなど忘れるぞ。安心しろ、ちい姫ひめ！」

「そうですとも、ちい姫様」

　口々になぐさめる彼らは、結蓮に反対しているわけではなく、どちらかというとなぐさめてくれているような口調だ。龍宮から人界に帰るという行こう為い自体が常識の範はん囲いに入っていないようだった。

　ここへ戻もどった龍族は、そもそもあちらに帰りたいと望んだりはしないのだろう。

（でも私は違ちがう。どうしたらわかっていただけるだろう）

　どうやって説明しようかと唇くちびるを嚙かんだ時だった。

「あのー……失礼いたします」

　遠えん慮りよがちな声と、それに続いてくすくす笑う華はなやかな声が聞こえた。
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　水すい晶しようでできた四阿あずまやに若い娘むすめたちの笑い声が響ひびく。

「あなたが紫し黒こく公主なの？　可愛かわいい！」

「これから姉妹として仲良くしてね」

　にこにこしながら見つめている彼女たちは、全員が色とりどりの宝玉の瞳ひとみを持ち、作り物のように美しい顔立ちをしていた。

　先ほど部屋に訪ねてきたのは龍王の娘たちだった。遊びに誘さそいに来たと挨あい拶さつした彼女たちに、

「紫黒公主は恥はずかしがりやなの。仲良くしてあげてくださいね、公主様方」

　と母があっさり言い放ったせいで、結ゆい蓮れんは問答無用で庭へと連れ出され、こうして取り囲まれることになったのである。

「今のところ、龍りゆう宮ぐうではあなたが末っ子よ。わからないことがあったらなんでも訊きいてちょうだいね」

　中でも年長らしい娘が──といっても見た目の年とし頃ごろは変わらないのだが──優やさしく微笑ほほえむ。

「わたくしは蒼そう灰かい公主と呼ばれているわ。ここでは瞳の色が称しよう号ごうになっているの」

　そう言った彼女の瞳は深くくすんだ蒼色をしている。他ほかの公主たちも我先にと自己紹しよう介かいした。

「わたくしは翠すい緑りよく公主というの」

「わたしは紫し青せい公主です」

「わたくしは紅こう公主よ。よろしくね」

　次々と笑え顔がおで名乗られ、生き真面まじ目めに礼を返しながら結蓮は彼女たちの瞳を確かく認にんした。確かに皆みな、称号と同じ色をしている。

「では、私の紫黒公主というのは──」

「ええ、あなたの瞳の色からつけられた称号よ」

　結蓮は思わず目元に手をやった。

「私、瞳は普ふ通つうに黒い色をしていたはずですが」

「それは人界に擬ぎ態たいしていたのよ」

「擬態？」

　思わぬ言葉が飛び出して驚いていると、紫青公主が小さな手鏡を差し出してくれた。

「けれど、龍宮に戻った今、本来の色に戻りつつあるようですね」

「……え……」

　のぞきこんだ結蓮は声を吞のんだ。

　ほんの数日前までとは色が変わっている。光を透すかすと濃こい紫に見えなくもないという自覚は昔からあるにはあったが、しかし確かに黒い色をしていたのに。

「水晶宮にはわたくしたちの兄弟姉妹が大勢いて、それぞれ瞳の色の称号で呼ばれているの」

　呆然としている結ゆい蓮れんに、蒼そう灰かい公主がにこやかに説明をしてくれた。

「本当にたくさんいるのだけれど、同じ色の太子や公主はいないわ。たとえば、わたくしの蒼灰色の瞳は、わたくしの他に持っている者はいない。つまり蒼灰公主は一人だけしかありえないということね」

「それこそ星の数ほど兄弟姉妹がいるのに、不思議と誰だれとも重ならないわよね。お姉様」

「東海だけでなく、西海、北海、南海、それぞれの龍宮でも同じだそうですね」

　紅公主と紫青公主が口々に言い添そえる。帰き還かんしたばかりの結蓮を気き遣づかい、嚙み砕くだいて教えてくれているのが伝わってきた。

　自分が龍宮の住人に変わりつつあるのを知って動どう揺ようしながら、結蓮は彼女たちを見回した。自分の本ほん性しようが龍であったように、彼女たちももちろんそうなのだろう。今はどう見ても人間にしか見えないが──。

「瞳の色というのは、つまり……龍になった時の目玉の色ということでいいのでしょうか？」

　結蓮自身は自分が変へん化げした姿を見ていない。だがきっとそうなのだろうと思った。人の姿の時の特とく徴ちようを称号にするのは違い和わ感かんがある。

「そうね。けれど、必ずしも同じではないみたい。称号は生まれた時の目の色から付けられるのだけれど、成長するにつれて微び妙みように変わってしまうこともあるから」

「そうですか……」

　紫し黒こく公主という称号も瞳の色も、この水晶宮では結蓮だけ。このままここに居続ければ、おそらく瞳の色はますます宝玉の輝かがやきへと変化していく──。

「ねえ、よく見せて。あなたの瞳、黒くろ紫むらさき水ずい晶しようみたいですごく綺き麗れいだわ」

　楽しげに詰つめ寄られ、考え込んでいた結蓮はどきっとした。

（そういえば。昔、季すえ隆たか様にもそんなふうに言われたことがあった……）

　あれはいつだっただろう。黒紫水晶みたいな瞳だと褒ほめられたこと──。

　言われた時には気にも留めなかったのに、思い出したら胸が締め付けられた。

「どうしたの？　急に押しかけてうるさくしてしまった？」

　表情が沈しずんだことに気づいたのか、彼女たちは気遣わしげにのぞきこんできた。

「いえ、そうではないのです。今まで兄弟姉妹がいなかったもので、どうしてよいかわからなくて……、すみません」

　小さな従者たちは兄弟同然に傍そばにいてくれたが、あちらの世界では幼児姿だった。年とし頃ごろの姉妹という存在は初めてで、実感がわかないのだ。

　慌あわてて頭かぶりを振った結蓮を見て、公主たちはほっとしたようにまた笑みを浮うかべた。

「そんなに緊きん張ちようしなくていいのよ。姉妹なんですもの」

「そうそう。みんながあなたを歓かん迎げいしてるんだから！」

「龍りゆう王おう陛下は盛大な帰還の宴うたげをご準備なさっているみたいよ。楽しみよね」

「はい……ありがとうございます」

　口々に言ってくれる姉たちに笑みを返しながらも、やはり落ち着かなかった。

　ここは自分を嫌きらう人がいない世界なのだ。結ゆい蓮れんにとってそれはまるで現実感のないことだった。

（──そういえば）

　ふと気づいた。それだけ太子や公主が大勢いるというのなら、同じように人界からこちらに戻った者もいるはずだ。確か眷けん属ぞくたちが、帰還は久しぶりだというようなことを言っていた。

「私の他にも、人界から戻られた方がいらっしゃるのですよね？」

　もしかしたら帰る方法がわかるかもしれない。必死の思いで彼女たちを見回すと、翠すい緑りよく公主が微笑んでうなずいた。

「ええ。実は、わたくしもつい最近ここへ戻ったばかりなの。妹ができて嬉うれしいわ」

「そうなのですか。いつ頃こちらに？」

　勢い込んで訊たずねる結蓮に、驚おどろくでもなく彼女は小首をかしげる。

「そうねえ……、確か、二百年くらい前かしら」

「に……!?」

　事も無げに言われ、結蓮は絶句した。

　年ねん齢れいを重ねる速さがとてつもなく遅おそいのだというのは祖母から聞いていたが、つい最近が百年単位とは。次元が違いすぎる。

　だが怯んでいる暇ひまはない。同じ境きよう遇ぐうの人が目の前にいるのだ。情報を集めなければ。

「人界から龍宮へいらしたということは、逆に人界へ戻る方法もあると思うのですが、ご存じですか？」

　すると公主たちはそろってきょとんと瞬またたいた。

「戻る？　まあ、なぜ？」

「その……、帰りたいと思いませんか？」

　祈いのるように翠緑公主を見つめたが、彼女は訝いぶかしげに見つめ返してきた。

「全然思わないわ。あちらはわたくしたちにとって異界だもの。あなたにとってもそうでしょ？」

「ですが……あちらにもご家族やご友人がおられたでしょう？　会いたいとは思いませんでしたか？」

　娘だと言って慈いつくしんでくれた皇后や、いつも仲間にいれてくれた太子妃ひたち、一緒に暮らすようになった華か瑛えいと青せい慎しん、友達だと言ってくれた紅こう夏か。ひそかに大事に思っていてくれた祖父、兄のように慕したっていた琮そう成せい。そして何より、ずっと憧あこがれていた季すえ隆たか。彼らの顔が次々浮かぶ。会いたいと強く思う。

　翠すい緑りよく公主は首をかしげ、あっさりと言った。

「いいえ、まったく思わないわ。親しくしていた人もいたけど、別の世界の人だし……。みんな寿じゆ命みようがあるもの。いつまでも仲良くはできないわけだし」

　なんとも頓とん着ちやくのない口ぶりだ。結ゆい蓮れんは呆ぼう然ぜんと見つめたが、ふと祖母と話した時のことを思い出した。

　龍族というのは眷属のつながりが強い一方で、他ほかの種族には冷れい淡たんとまでは言わなくとも興味が希き薄はくのようだ。だからすっぱりと人界での絆きずなを切り捨てて龍りゆう宮ぐうにやってくることができる。そしてそれきり二度とここを出ようなどとは考えない。おそらくはそういう種族なのだ。

「ねえ、それより、お兄さまたちのところに行ってみない？」

「そうね！　末の妹が来たら大喜びするわよ、きっと！」

　きゃっきゃとはしゃぐ彼女たちに囲まれていると、太子妃たちや花街で紅こう夏かたちと過ごした時のことを思いだすようだったが──。

（……何か違ちがう。この方たちが悪いわけじゃないけれど、何か……）

　楽しげな輪に加わり、公主たちと共に時間を過ごせば過ごすほど、違和感は膨ふくらむばかりだった。
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　姉たちと別れた結蓮は、一人で回かい廊ろうを歩いていた。

　世界中から献けん上じようされた宝物でいろどられた宮きゆう殿でん。贅ぜいを尽つくした御ご殿てんが連なり、眷属たちが身にまとう衣ころもや装そう飾しよく品もきらびやかなものばかりだ。煌こう国一の富ふ豪ごうといわれる豊ほう家本ほん邸ていの豪ごう奢しやさが可愛かわいく思えてくるほどに。

　でも何かしっくりこない。ここは違うと思ってしまう。

（母様もお祖母ばあ様もいらして、従者たちも同じように付いていてくれて、初めて会う方みんなが優やさしくしてくださる。それは嬉しいけど──）

　真っ直すぐ部屋に戻もどる気になれず、庭に下りて、なんとなく池をのぞきこんでみた。

　水面が鏡のように顔を映し出す。髪かみに挿さした飾かざりを結蓮はそっとはずした。

　翠すい玉ぎよくと藍らん宝石を細かくちりばめて水みず飛沫しぶきを現した繊せん細さいなそれは、龍宮の娘むすめの髪にふさわしいものなのかもしれない。綺麗だと思うし、見事な作りだと感心もする。だが、自分には馴な染じんでいないと感じる──。

（季すえ隆たか様にいただいた髪かみ飾かざり、あのまま置いてきてしまった……）

　彼がくれた素そ朴ぼくな飾りのほうが好きだったなと、ぼんやりと考える。

　水鏡に映る自分の顔。あざやかな色に変わりつつある瞳ひとみが、じっとこちらを見ている。ここではごく普ふ通つうの現象なのだろうが、結ゆい蓮れんにとっては異常としか思えない。

　ふいに焦しよう燥そうがこみあげてきた。

　ここが結蓮の世界だと母は言ってくれた。でもどうしてもそう思うことができない。

（これ以上ここにいてはいけない。戻らなければ）

　慌ただしく立ち上がると、結蓮は宮殿の中に駆かけ込んだ。

　母と再会できたことも、祖母と対面したことも、龍宮の誰だれもが歓迎してくれることも。嬉しいことばかりだったけれど、ここはやはり自分のいる世界ではないのだと感じる。

　自分はここで守られながら暮らすのではなく、あちらの世界で六ろく蓮れん天てん女によとして国を守りたいのだ。

　そのためには一刻も早くここを出て帰らなければならない。今まずすることは帰り道を調べることだ。

（あちらの世界に通じる水門があるはずだけど、母様たちも四し郎ろうたちも教えてくださらないみたいだったし……。でも、あの方ならご存じのはず）

　行き先には迷わなかった。なんらかの制限があって口外できないというのなら、この龍宮で最も位の高い人に聞けばいい。

　翡翠ひすいの柱ちゆう廊ろうを小走りに駆ける。行き交かう眷属たちが親しげに一礼してくれるのへぎこちなく会え釈しやくを返しながら進んでいくと、大きな御殿の前に瑠る璃りの弓矢を背負った男たちが数人いるのが見えた。龍りゆう王おうの御ご所しよを守る武官だ。

「すみません、お訊ねしたいのですが」

　声をかけると、彼らは驚いたように向き直った。

「これは紫し黒こく公主様。いかがなさいましたか」

「龍王陛下におうかがいしたいことがあるのです。取り次いでいただけませんか？」

　この龍宮の主あるじである龍王ならば、ここから出る方法を必ず知っているはずだ。まだ挨あい拶さつもかわしていない父親だが、失礼だろうかなんて遠えん慮りよしている暇はなかった。

　武官たちは目を見み交かわしたが、真面まじ目めな顔で首を振ふった。

「申し訳ございませんが、龍王陛下はただいまお取り込み中でして」

「お仕事中ですか？　時間はとらせません、すぐに終わります」

「……いえ、今は、その……」

　彼らはなぜか言いよどんだ。教えたいのはやまやまだが、というように迷った様子だ。

　結蓮が怪け訝げんに思って見つめると、年長の武官が咳せき払ばらいして頭を下げた。

「大変重要な案件にかかりきりになっておいでなのです。公主様がいらしたことはお伝えしておきますので……」

「そうですか……」

　どうやら追い返す口実ではなく本当に忙いそがしいようだ。ならばここで粘ねばっても時間を無む駄だにするだけだろう。

「では、部屋にいますのでお時間ができましたら連れん絡らくしていただけますか？」

「ははっ。必ずご伝言申し上げます」

　丁てい寧ねいに承うけたまわってくれた彼らに、こちらも丁寧に一礼し、結ゆい蓮れんは御殿に戻るべく踵きびすを返した。







　帰る道すがら、それとなくあちこち道草して人界への門を探してみたが、当然ながら簡単に見つけられるはずもなかった。行く先々で瑠璃の弓矢や銀の剣けんをたずさえた武官に遭そう遇ぐうしたため、うまく調査ができなかったのだ。

　仕方なく部屋に戻ると、出かけているのか従者たちの姿はなかった。

　少し落ち着いて考え事をしたくて、結蓮は寝しん台だいにあがった。入り口の帳とばりを薄うす絹ぎぬのほうだけ下ろすと、だだっ広い寝台の真ん中に座り込む。

（帰る方法は龍王陛下にお訊たずねするとして。母様たちにはどうやって納なつ得とくしていただこうか）

　母も祖母も従者たちも、結蓮が帰りたがっているのが理解できないらしかった。龍宮へ戻った眷けん属ぞくというのは本来そういうものなのだろう。

　だが結蓮は違う。本ほん性しように戻ってしまったとはいえ、赤の天女を継ついで国を護まもらなければならないのだ。それを思うと焦あせりがこみあげる。

　瑶よう花かはまだ黒こく龍りゆうの封ふう印いんから戻っていないだろうし、長引くようなら蓮れん女によの加護がどうなるのか心配だ。結蓮の帰き還かんが遅おくれれば、それもまた障さわりになる。国の危機はまだ終わっていないのだ。

（皆みな様さまとお別れするのは寂さびしいけど……）

　帰還したことをあんなにも喜んでくれた人たちを失望させてしまうかもしれない。それを思うと胸が痛んだ。誰もが笑え顔がおで優しくしてくれるこの場所を、落ち着かないけれど嬉うれしいとも思い始めている。

　けれども、あちらの世界がどうなってしまうのか、それを思うと居ても立ってもいられなくなるのだ。

　なんとしてでも帰らなければ。たとえ、反対や妨ぼう害がいに遭あったとしても。

（もしもの時に備えて武器を用意しておくべき？　あの人たちと戦うのは嫌いやだけど、でも身み柄がらを押さえられたらたぶん永遠に帰れなくなる。それは困るし……）

　悶もん々もんと思案していると、ふと気配を感じた。

　そちらを見れば、寝台の入り口から一いつ匹ぴきの蝶ちようがひらひらと入ってきたところだった。

　七色の光をまとったような美しいそれは、薄絹の帳をすりぬけ、迷うように羽ばたきながら近づいてくる。

（こんなところに、蝶？）

　龍宮にもいるのかと新しん鮮せんに思いながら見ていると、それは結ゆい蓮れんに引かれるようにして頭上を二、三度旋せん回かいし、やがてぽとりと落下した。

　急いで両手で受け止め、結蓮はしげしげとそれを見つめる。

「綺き麗れい……」

　虹にじ色いろのそれは龍宮独特の生物なのだろうか。人界では見たことのない蝶だ。

「あ──」

　ふいに、ほろりと形を崩くずし蝶は消えてしまった。

　慌あわてて捕とらえようとしたができなかった。不思議に思いながら自分の手を見下ろす。

（今のも、幻げん覚かく？）

　どうせならもっと見ていたかったのに、と思った時。

　背後で、薄絹の帳を開ける気配がした。

「──やっと見つけた」

　聞こえた声の意外さと懐なつかしさに、一いつ瞬しゆん思考が止まる。

　まさかという思いで振り向いた結蓮は、今度は息が止まりそうになった。

　帳をかき分けるようにして立っていた彼が、こちらを見て唇くちびるの端はしをつり上げる。

「こら。旦だん那な様を置いて一人で実家に帰るなんて、ちょっとひどいんじゃない？」

　冗じよう談だんのようでいて、半分本気で拗すねているような声。軽く目を細めた不敵なほどの笑顔。入り口に手をかけて寄りかかる、無造作なのに優ゆう雅がな仕草。

　見忘れるわけがない。会いたいとずっと思っていた人だ。

（季すえ隆たか様……！）

　あまりの驚おどろきで声が出なかった。見ている光景がとっさに理解できない。

　人界にいる時ならばまだしも、ここは龍りゆう宮ぐうだ。いくら彼が優すぐれた術師であってもそう簡単に来られるところではないのに。

（どうしてここに……!?）

　夢でも見ているのだろうか。それくらい現実味のない突とつ然ぜんの登場だった。

「ここって座ざ敷しき？　龍宮にも璉れん国ふうの部屋があるんだなー」

　感心したようにひとりごちながら、彼は靴くつを脱ぬいで寝台に上がるとこちらへやってきた。

　興味深そうに見回していたが、黙だまりこくっている結蓮に気づくと怪訝そうにしゃがみこむ。

「結蓮ちゃん？」

　はっと結蓮は我に返る。

　目の前にいる季隆をあらためて凝ぎよう視ししてみた。だがどうやら幻まぼろしの類たぐいではないようだ。

　とりあえず自分の頰ほおを思い切りつねってみる。

「──！」

（……痛い）

　思いのほか痛かった。

　じんじんする頰を押さえてそれを嚙かみしめていると、季すえ隆たかが驚いたように身を乗り出してきた。

「何してんの？」

　結ゆい蓮れんは呆ぼう然ぜんとして彼を見上げ、今度は彼の頰をつねってみた。

「いてッ!?　な、何すんの、いきなり！」

　目をむいて抗こう議ぎしてくる彼を見つめ、結蓮はようやくなんとか声を押し出した。

「……これは……夢ではないのですか？」

　自分が感じた痛みも、彼の頰のやわらかさや熱も、やけに生々しかった。夢だとしたら作りが出来すぎだ。

　頰をさすっていた季隆が苦く笑しようして首を振った。

「夢じゃないよ。もう一回つねってみる？」

「では……あなたは、本物の季隆様……？」

「おいおい。久しぶりすぎて顔忘れたとか言ったら泣くよ、俺」

　まんざら冗談でもなさそうに顔を引きつらせた彼を、結蓮は穴が開くほど見つめる。

　その軽口は確かに覚えがある、だが──。

[image: ]

「う……噓うそです」

「何が？」

「だって……、あなたは季すえ隆たか様よりも心持ち逞たくましい上に、お顔立ちも精せい悍かんです。ですからこれはやはり幻げん影えい、もしくは私の望みが見せた夢です！」

　表情や仕草はそのままだったが、彼は確実に大人びていた。別人とまでは言わないまでも、結ゆい蓮れんが知っている彼とは印象が違ちがう。

「何それ。もしかして褒ほめてんの？」

　彼は面めん食くらった様子で見つめてきたが、深々とため息をついて頭をかいた。

「そりゃまあ、多少は逞しくもなるよ。ここに来るまで一年近く彷徨さまよってたからね……。迷子になるわ死にかけるわで、自分で言うのもあれだけど大変だったんだから」

「……え？」

　結蓮は目を見開いて彼を見つめた。

　どういう意味だろう。龍宮に来てからまだ三日ほどしか経たっていないはずだ。

「それは、何かの比ひ喩ゆですか？　私がここに来たのは数日前のことですが」

「は？　って……」

　訝いぶかしげに見つめてきた彼が、言われた意味を理解したのか絶句した。

　そのまま黙り込み、信じられないという顔つきになって口元を覆おおう。

「いや……、比喩じゃないよ。君が消えてから一年経ってる。少なくとも、俺のいた世界では」

「一年……!?」

　まさか、としか思えなかった。そんなことがあるのだろうか。驚きが大きすぎて言葉が出てこない。

「なるほど……。人界とこっちとじゃ時間の流れが違うってわけか。つまり、ここにいるのは一年前の結蓮ちゃんってことでいいのかな？　なんか変な感じだけど」

「そん、な……」

　人界では一年が過ぎている。ということは、黒こく龍りゆう封ふう印いんからそんなにも時間が経ってしまっているのだ。そのことに気づいて血の気が引いた。

「では、蓮れん女によの加護は!?」

「無事だよ。瑶よう花かお嬢じようさんが当面のところ天てん女によを続けてる。でもそろそろもたなくなる頃ころだ」

　ひとまずほっとしたものの、結蓮はすぐにまたうろたえた。瑶花の力が尽つきれば石柱を護まもる者がいなくなる。危機は継けい続ぞく中なのだ。

「では──では、皆みな様さまは!?　ご無事なのですか？　太子殿でん下かや、陛下は……っ」

　思わずしがみついてしまったが、季隆は落ち着いた様子で受け止めてくれた。

「大だい丈じよう夫ぶ、みんな無事だ。太子殿下も皇こう帝てい陛下も、変わらず皇こう宮ぐうでお暮らしだよ。もちろん、皇后様や太子妃ひ様たちも、琇しゆう有ゆう様もね」

　その答えに、ふっと力が抜ぬけた。結ゆい蓮れんが見たのは皇宮が無む惨ざんな姿になったところまでだったから、恐おそろしい印象しか残っていなかったのだ。

「ただ、あれからすぐに都を出たから、他ほかの人のことまではわからないな。別べつ邸ていの二人とか、君のお祖父じい様とか……。師し匠しようもさすがにそこまでは報告してこないから」

「真しん君くん様も、皇宮に？」

「うん。瑶よう花かお嬢さんと一いつ緒しよに戻もどったらしい。時々、神しん鳥ちように手紙を持たせて送ってくれるんだよ」

　それで都の様子を把は握あくしていたというわけか。結蓮は納なつ得とくしかけたが、はたと目を見開いて彼を見つめた。

　皇宮のことはそれでいい。どんな困難があっても真君や瑶花が再建へ導いてくれるのがわかるから。

　だがここは龍りゆう宮ぐうなのだ。人間である彼が乗り込めるはずがない場所だ。目の前にいるという事実がまだ半信半疑だった。

「本当なのですか。一年近く彷徨っていらしたって……」

「ほんとだよ。ずっと君を捜さがしてた。というよりまあ、龍宮の入り口を、だね」

「どうやって……!?」

　あっさりと言われたが、そんなに簡単な話ではないはずだ。

「桜おう水すい伯はくを覚えてる？　あの人に賄わい賂ろ積んで、水門開けまくってもらったんだ」

　煌こうの都を流れる桜水という河を治める水神だ。以前ちょっとした縁えんがあって顔見知りだった。

　この世のすべての河か川せん湖こ沼しようはつながっており、水門を開けることで行き来ができる。もちろん代価は必要で、水伯に玉を捧ささげなければならない。それも水伯に認められるだけの力を持った術師にしかできないことだ。

「と言っても桜水伯も龍宮の門の開け方は知らなかったみたいで、あちこち変なところに飛ばされまくってさ。それで時間がかかったんだけど、やっと龍宮の結界を突とつ破ぱできて……ここにたどり着けたってわけ」

「そんな……、ですが、いかに季すえ隆たか様が優すぐれた術師でいらっしゃるとはいえ、人の身でありながら異界にいらっしゃるなんて……。そんなことがお出来になるなんて、信じられません……」

「前の俺なら無理だっただろうね。だから師匠に頭下げて力を返してもらった」

「え──」

　彼は昔、師である真君ともめた際に力を半分取り上げられており、そのせいで戦せん闘とうにおいて苦戦することもあった。けれど本人は、その経けい緯いのせいもあるのか、力を失ったことをあまり気に病やんでいるようには見えなかった。

　だから、その彼が真君に頭を下げて許しを請こうたというのがすぐには信じられなかった。

「では……返してくださったのですか？」

「うん。それでも、全力でやったのに一年がかりだったけどね。遠いんだねー龍宮って」

　彼は苦く笑しようして言ったが、軽い口調とはうらはらに並々ならぬ苦難があったはずだ。想像もつかなくて結ゆい蓮れんはますます呆ぼう然ぜんとなったが、はっとして身を乗り出した。

「でも、それだけ厚い結界に護られた場所なのでしょう？　人が侵しん入にゆうしていると知れたらただでは済まないのでは……」

「まあ、そうだろうな。つか今まで追われてたんだよね、実は」

「追われて……!?　では、もう龍宮側に知れているのですか」

「何しろ広いし、迷っちゃってさ。らちがあかないから式神を飛ばして君を捜してたら、それで見つかっちゃって」

「あ……もしかして、さっきの蝶ちようですか？」

「ああ、そうそう。でもこっちに来たのはまだ知られてないみたいだな」

　気配をうかがうように彼は寝しん台だいの入り口のほうを見ている。

　蝶の正体がわかって納得したのも束つかの間、結蓮は青ざめた。

　龍りゆう王おうの宮きゆう殿でんが様子がおかしかったのは、きっとこれが理由だったのだ。人界からの侵入者を今ごろ眷けん属ぞくたちは捜し回っているに違ちがいない。だからあんなに武官たちがいたのだ。

「危険です、すぐにここを出ないと！」

「もちろん出るよ。君と一緒にね」

「──えっ？」

「何驚おどろいてんの。迎むかえに来たんだから、当たり前だろ」

　当然のように言った彼を、結蓮は目を瞠みはって見つめる。

　それはそうだ。彼が物見遊山でわざわざこんな異界に来るはずがない。

　真しん君くんに頭を下げて力を取り戻し、水伯と交こう渉しようを続け、はるばる一年近くも旅をして来てくれたのだ。──結蓮のために。

（どうして、そこまでして？）

　ここで過ごした自分の時間はわずか数日。だからまったく実感がないけれど──彼はその一年をどんな思いでいたのだろうと思うと、たちまち混乱してきた。

　もし逆の立場だったら、突とつ然ぜん消えた季すえ隆たかを案じて毎日胸がつぶれる思いがしたことだろう。どこにいようが見つけ出してみせると、なりふり構わず捜し回っただろう。

　それでもたどり着けず、想おもいを募つのらせたり悔くやし涙なみだを流したりすることもあったかもしれない。結蓮にとって彼はそれくらい大事な人だ。

（季隆様もそうやって私を……？）

　口に出しては訊きけなかった。だが、見つめている季隆の瞳ひとみに焦こがれるような色を見つけて、答えがわかったような気がした。

「結ゆい蓮れんちゃん？」

　手を握にぎられ、びくりと震ふるえる。

　そんな目で見つめられて、そこまで想いを見せつけられたら、嬉うれしいというよりも怖こわくなった。

（一緒に帰って、そして……どうなるの？）

　帰らなければと焦あせっていた。だがそれはあくまで赤の天女を継つぐためで──。

（天女を継いだら、一人になるのに。そこでお別れなのに）

　遠いところまで迎えに来てもらったと幸せな気持ちで煌こうへ戻っても、じきに別れの時がくる。

　ひょっとしたら、しばらくは猶ゆう予よがあるのかもしれない。だがきっとわずかな時間だろう。季すえ隆たかがそのわずかな時を共に過ごしてくれたとしても、いなくなった後の寂さびしさが増すだけだ。

　ほんの今まで隣となりで笑っていた人が、その時を境にいなくなる。もう二度と会えなくなる──。

（そんなこと、寂しすぎる……）

　一人で地下宮に立っている自分を想像し、結ゆい蓮れんはたまらずうつむいた。

　とうとうこのことを正面から考える時が来たのだ。

　瑶よう花かいわく、天女になっても出歩くことはできるとのことだったから、機会があれば皇宮で働く季隆に会うこともあるだろう。だが彼は人間であり、人間には寿じゆ命みようがある。いつかは手の届かないところに行ってしまう人なのだ。

　その別れも辛つらいだろうとわかっていたから、天女になった暁あかつきには彼には関かかわらないようにしようと思っていた。

（それなのに……こんなことをされたら、諦あきらめられなくなる……）

　嬉しいのに、恨うらめしい。そんな思いがこみあげ、唇くちびるを嚙かみしめる。

「どうしたの？」

　黙だまり込んだのを怪け訝げんに思ったのか季隆がのぞきこんでくる。握られた手を引かれたが、結蓮は顔を上げることが出来なかった。

（一いつ緒しよになんて、無理）

　うなずきたい気持ちを押し殺し、自分に言い聞かせる。

（ここでお別れしたほうが後で悲しまなくて済む。最初から一人だったら、きっと……）

　初めのうちは寂しい思いをするだろう。だがすぐに慣れるはずだ。彼がいなかった頃ころのことを思い出せばいい。きっと、我が慢まんできる──。

　やっとの思いで心を決め、目を伏ふせたまま口を開いた。

「……来ていただいてありがとうございます。でも、一人で帰れますので」

　少し沈ちん黙もくがあった。

　しばらくして返ってきたのは戸と惑まどったような声だった。

「どういうこと？　二人だと帰れない決まりでもあるとか？」

「いえ、そういうものはないと思いますが──、私は自分だけで帰りたいのです」

　再び沈黙が落ちる。

　予想していなかった反応なのだろう、彼は面めん食くらっているようだ。

「……え？　ごめん、本気で意味がわかんない。俺をここに置いていくっていうの？」

「私は自力で帰る道を探しますので、季すえ隆たか様もどうかお一人でお帰りになってください」

　ひどいことを言っている自覚はある。一年かけて来てくれた人にかける言葉ではないだろう。恩を仇あだで返すようなことを口にしている状じよう況きように、胸が焼かれそうな思いがした。

　彼は混乱しているようだった。頭の中を整理しているのか額を押さえている。

「なんで？　合流できたんだから二人で帰ったらいいだろ？　あえて別々に帰る理由は何？」

「もともと一人で帰るつもりでいましたので」

「いや、だから、なんでだよ。もとはそうでも今は一緒にいるんだから……」

「一人で帰りたいのです」

　遮さえぎるように言うと、彼は口をつぐんだ。結ゆい蓮れんは下を向いたまま言いつのった。

「お迎えがなくてもちゃんと戻もどるつもりでした。私がいなくては大変なことになるのはわかっていますから。ですから、ご心配なさらず、季隆様もお帰りになってください」

　三み度たび、沈黙が落ちた。

　こうして問答しているだけでも息苦しいほどだった。一緒に帰ろうと言われるたび、嬉しいのに、もう言わないでほしいと思ってしまう。

　彼のことを思ってならまだしも、自分が悲しい思いをしたくないから拒きよ絶ぜつしている。なんてひどい我が儘ままだろう。こんなところまできてくれたのに──そう思うと胸がじくじく疼うずいた。

（せめてご無事にお帰ししなければ。龍りゆう宮ぐうの方々に見つかる前に……）

　そのために早く帰れる方法を調べなければならないのに、と思った時、握られた手にぐっと力がこめられた。

「なんだよ、それ……」

　降ってきた声には怒ど気きがこもっていた。

「天てん女によの役目から逃にげないように連れ戻しにきたとでも思ってるのか？　こんな世界の果てまで？　俺はそんな暇ひま人じんじゃないよ」

「！」

　もう一方の手で頰ほおを包まれ、顔を上げさせられる。思わぬその行こう為いと不ふ機き嫌げんな顔で見つめている彼に、結蓮は硬こう直ちよくした。

「どうせ止めたところで君は聞きやしない。最初からわかってるのに、わざわざ釘くぎ刺さしに来るわけないだろ。そんなこと、こっちはもうとっくに覚かく悟ごしてるんだから」

「……」

「しかも一人で帰れって？　ここまで来といて、できるわけないだろ。俺と帰りたくない理由でもあるの？」

　ますます力をこめて手を握られる。結ゆい蓮れんはたまらず目を伏せた。

　理り不ふ尽じんなことを言っているのはわかっているから、ひどく後ろめたかった。答える声も消え入りそうになってしまう。

「一人になりたいので……、あなたとは、ここでお別れしたいです」

　虚きよを衝つかれたように季すえ隆たかが目を見開く。

　頰に触ふれていた手が、力が抜ぬけたようにするりと離はなれていった。

　ついに言ってしまったと、結蓮はうつむいて彼の反応を待った。こんなふうに別れるつもりはなかった。笑って、お礼を言って別れたかったのに。

　これで最後だというのなら顔を目に焼き付けておきたかったが、目線をあげられない。

「……はあぁ……？」

　ふいに、地を這はうような低い声が聞こえた。

　思わず顔をあげると、季隆が唇の端はしをつり上げて見ていた。

「ハハ……お別れしたいってか。へー……」

　目には苛いら立だちがにじみ、笑えみは引きつっている。尋じん常じようでない非友好的な笑顔だ。

「恩に着せるつもりはないけどさあ。えらい目に遭あったのは本当だから言わせてもらうわー」

　たじろぐ結蓮に乾かわいた笑いを向けながら、彼はじりじりと迫せまってくる。

「君が消えた後、すぐに師し匠しようたちを追いかけたんだけどさー。朧ろう国って遠いんだよね。あの人らは仙せん術じゆつでひとっ飛びしてったけど、俺は半人前の人間術師だからさー。水門くぐったりいろいろしながらたどり着いたら、消しよう耗もうがひどすぎて、まずそこで死にかけたんだよね……」

　結蓮を見み据すえながらも、語り出した彼はどこか遠い目になっていた。

　あのすぐ後ということは崇すう怜れいとの激げき闘とうの直後だ。あの時点ですでに体力は残っていなかっただろうにと思い出し、結蓮は青ざめた。

「そんなっ、大だい丈じよう夫ぶでしたか!?」

「瀕ひん死しになりながらも師匠に事情話して、龍宮に行くために力がいるから返してほしいって、必死で謝ってさー。そしたらあの人、土下座する俺の頭を踏ふみつけるわ嫌いや味み言いまくりいびりまくりだわで、ほんと楽しそうでねー。虫の良いこと言ってるのは自分でもわかってたけど、死にかけてる弟で子しに対してあれはないよな……」

「真しん君くん様がそんなことを……!?」

　季隆はますます遠い目になってしまっている。彼が受けた仕打ちを思い結蓮は震ふるえた。

「桜おう水すい伯はくに頼たのみ込んで水門開けてもらったはいいけど、くぐるたびに全然違ちがう場所に出るし、そのたびに通行料いるしで、俺のささやかな貯金はあっという間に消え失うせちゃってね。まあ別に金のことはいいけど、賄わい賂ろにする玉ももうないし、一人でここから帰れって言われてもできないっつーか」

「……！」

（季すえ隆たか様が一文無しに……）

　水伯に交こう渉しようして水門を開けてもらうには対価がいるのだ。玉がなければそれはできない。

「しかも飛ばされたところが嫌がらせかってくらいひどい場所ばっかりでさ。蓮れん女によの加護が壊こわされて殺気立ってる皇こう帝てい様の宮きゆう殿でんのど真ん中に出て、不ふ審しん者扱あつかいで軍に追われたりとか。魔ま物ものの巣そう窟くつに出たのなんか両手じゃ足りないし……。脱だつ出しゆつするために魔物退治したら地元で英えい雄ゆうになっちゃって、無理やり長者の娘むすめ婿むこにさせられそうになるしさ……。やっと逃げたと思ったら今度は絶海の孤こ島とうに飛ばされたり……。余よ裕ゆうで大陸一周したよな……」

「ああ……っ」

　結ゆい蓮れんはたまらず顔を覆おおった。思わず涙なみだがにじんでくる。

（なんというご苦労を……！）

　話を聞いただけでも気が遠くなりそうだ。自分が龍宮で眷けん属ぞくたちにちやほやされていた間、彼はそんなに過か酷こくな一年を過ごしていたなんて。

「……だけど、君に会えた瞬しゆん間かんにそんなの全部どうでもよくなった。嬉うれしかったよ。もう会えないんじゃないかって何度も思ったから」

　ふいに声の調子が変わり、どきりとした。

　彼の目から苛立ちは消えていた。ただ真しん剣けんな顔で結蓮を見ている。

「君は俺を見てなんとも思わなかった？　一人で帰りたいのに邪じや魔まなやつが来たって、迷めい惑わくだっただけか？　別れたいしさっさと追い返そうって？」

「……っ」

　そんなこと、思うはずがない。夢でも見ているのかと思ったくらい嬉しかったというのに。

「会わなかった間になんでそこまで鬱うつ陶とうしく思われるようになったかは知らないけど、その言い分は聞けないな。別に嫌きらわれようが構わないし。ただし絶対に連れて帰る。そこは引かない」

「……」

「どうしても嫌だって言うんなら、俺を納なつ得とくさせてみな。そんな下向いたまま心にもないこと言ってるだけじゃ、この手は永遠に離さないよ。いいの？」

　まなざしの強さに気け圧おされ、結蓮は思わず目を伏ふせた。

　自分は噓うそは言っていない。後で一人になるのが怖こわいから、今ここで別れたい。そう思っているのは本当だ。でもその言い分ではきっと彼を納得させられない。

　嫌いなはずがない。だから嫌なのだ。こんなふうに散々苦労をして迎むかえにきてくれて、永遠に離さないなんて言うから──だからますます好きになってしまうというのに。

「……季隆様のせいです」

　は？　と彼が眉まゆを寄せる。結蓮は震える声を振ふり絞しぼって言った。

「あなたが私の前に現れたから……、私の命を救ってくださったから、だから……」

　五年前、業ごう焰えんから助けてくれた。あの時から彼は結ゆい蓮れんにとってなくてはならない人になってしまった。

　仕事だから当たり前だとさらりと言って恩に着せることもなく、君の進む道をいけばいいといつも応おう援えんしてくれて、何も言っていないのに考えていることを察して助けてくれる。そんなことばかりするから、こんなにも大きな存在になってしまったのだ。

「一人だったのに……、あなたが、私に楽しいことをたくさんしてくださるから……、なくすのが嫌になってしまいました。最初から知らなかったら、こんなに、怖くならなかった……」

　いつかは別れなければいけない人だと突つきつけられた時にはもう忘れられなくなっていて、どうしようもなくて──こんなふうに、呆ぼう然ぜんとするしかない。

「会わなければ、こんな思いをすることもなかったのに。出会ったから別れなくちゃいけない……。季すえ隆たか様と出会わなかったら、私は、こんな……」

　──悲しい思いをすることもなかったのに。

　そう言いたかったが言葉にならなかった。口にしたら泣いてしまいそうだったのだ。

　彼との出会いが自分の人生にどれほど光をもたらしたか。なのに今は、その事実がとてつもなく苦しい。

「……じゃあ、あの時助けなきゃよかったかな」

　硬かたい声に、はっとして顔をあげる。

　季隆が真顔で見ていた。冷たいくらい冷静な目をして。

「そんなに恨うらまれるくらいなら。君を放って知らん振りして、目の前に現れなきゃよかった？」

「……っ、ちが……っ！」

　見つめたまま必死に頭かぶりを振る。

　誤解された。いや自分が誤解させたのだ。でもどう言えばいいのかわからず、涙があふれてきた。

「違います、恨んでなんて……っ、御み使つかい様がいなかったら、私……」

　会わなければよかったと思いながらも、会えたからこそ幸せだったのがわかるから、もう会えなくなるというのが受け入れられない。覚悟したつもりだったのに、彼の言葉でそんな自分に気づかされた。

「会えなくなるの、嫌……、お別れしたくないです……」

　抑おさえつけていた本当の気持ちがこぼれる。どうしようもできない悲しさで涙が止まらなかった。

　天てん女によを継つぐのを断るという選せん択たく肢しは初めからない。だがそうすると季隆といずれ会えなくなる。それは嫌だ。

　相あい容いれない事実がぐるぐる回る。そのすべてを選ぶことはできないのだ。

　これまでどんなに辛いことがあってもこんなふうに──子どもみたいに泣きじゃくることはなかったのに、今は堪こらえきれなかった。

「季すえ隆たか様と、ずっと……一いつ緒しよに……」

　いつか迎えに来てくれると夢見ていた頃ころはなんて幸せだったのだろう。辛つらいことも多かったが、あの頃に戻もどりたくてたまらない。何も知らず、ただ憧あこがれていればよかったのだから。

　彼が傍そばにいてくれる日々を知った今、別れなければならない現実が怖くて仕方がなかった。

　ふいに、抱だき寄せられた。頭をなでるように引き寄せられ、結ゆい蓮れんは彼の肩かたにすがった。

　無言のままそうした彼はどんな表情をしていたのか、うつむいていた結蓮にはわからない。だが仕草はとても優やさしかった。

「あの時……俺は本当に偶ぐう然ぜんあそこに来合わせて、たまたま君を助けることになったんだ。それが君の人生にどんな影えい響きようを与あたえるかなんて、もちろん考えてなかった。俺の人生にもね」

　しばらく黙だまっていた彼が、静かに口を開いた。

「だけど──あそこで出会ったのは決められたことだったんじゃないかって、君を捜さがして旅をするうちに思うようになったんだ。でなきゃ出来すぎてる。はめられたんだよ、俺たち」

　その言葉に結蓮は思わず顔をあげた。涙をぬぐいながら彼を見つめる。

「誰だれに……ですか？」

「君を天女に選んだ御お方かたにさ」

「……天てん帝てい？」

「そう。本来出会うはずがない二人をあんなふうに会わせて、わざわざ因いん縁ねんを作ったんだ。今さら離はなればなれになれなんて、そんな非道なこと言いやしないって」

　淡たん々たんと、しかし少しだけ冗じよう談だんめいて持論を展開した季隆が、微笑ほほえんで見つめてくる。

「だからさ。そんなに必死に、別れなきゃいけないって思いこまなくていいよ」

「……でも」

　もしそうだったとしても、彼の寿じゆ命みようが先に尽つきることは変えようのない事実だ。それが一番悲しい。天帝のはからいで天女となった後も一緒にいられたとして、その別れは絶対に来る。

　目を伏せた結蓮に、季隆は手をたぐり寄せるようにして握にぎると、落ち着いた声で続けた。

「嫁よめになれって何気なく言ったけど、あれもたぶんそうなるように決まってたんだよ。じゃなきゃ大の男が十二の女の子にそんなこと言うか？　俺は本来、成人以下の子どもには興味ないからね。念のため」

　わざとらしい真面まじ目めさで言った彼は、結蓮の顎あごに触ふれて顔をあげさせた。

「あの時のは冗談だけど、今は本気でそう思ってる。天帝に仕組まれてようが、お祖父じい様が決めた縁えん談だんだろうが、言うのは俺の意志だから」

　え、と結蓮が見上げると、彼は少し口元をほころばせて見つめてきた。

　近くで見る瞳ひとみは、やっぱり綺き麗れいで──。

「本物の夫ふう婦ふになろう、結蓮。もう婚こん約やく者のままじゃ嫌いやだ」

　包み込むような優しい笑えみだった。

　いつのまにか涙が止まってしまったことにも気づかず、結ゆい蓮れんは見つめ返す。

　とても悲しい気持ちでいたのにそんなことを言われて、とっさにどう考えればいいかわからずにいると、彼ははっとしたように目を瞠みはった。

「ああ、そうか、求きゆう婚こんの品！　何か持ってこないとだめなんだっけ。皇后様の教育方針だって言ってたよな、確か」

「あ……」

　面めん倒どうな相手に求婚された時は難題を出して断れとは言われていたが、この場合は当てはまらないのに──と思いながらも言葉にできずにいると、彼は本格的に思案し始めてしまった。

「って言っても、ここに来るまでに有り金全部はたいたからなぁ。大したものは贈おくれないかもしれないけど……、何が欲しい？」

「……」

「ん？　欲しいものあるの？　何？」

　目を泳がせたのに気づいたのか季すえ隆たかがのぞきこんでくる。結蓮は小さく首を振った。

「でも……、大それたものなので」

「遠えん慮りよしないで。俺にもあげられそうなものかな？」

「あの……、……いえ、すごく贅ぜい沢たくなものですし、やっぱり……」

「欲しいものは欲しいって言いな。頑がん張ばって稼かせぐし、大だい丈じよう夫ぶだよ」

　何度も促うながされ、落ちつきなく視線をさまよわせる。思えばこれまで誰かに何かを要求するということはあまりなかった。しかも相手は好きな人。緊きん張ちようしないわけがない。

　それを伝えることで彼の人生がどうなってしまうのか。そう思うと怖くて、また涙なみだが出てくる。

「ちょ……、どうした？　そんなに高いものなの？　いや、甲か斐い性しようが心配なのかもしれないけどさ、泣かないでよ」

　慌あわてたようになぐさめられ、頭かぶりを振る。

　品物なんてどうでもいい。欲しいのは一つだけ──。

「あなたの……心が、欲しい……です」

　声を詰つまらせながら、とうとう言ってしまった。

　一緒にいて欲しいと願うだけでなく、さらにその奥の贅沢な部分まで欲しいのだと。

「──え？　そんなのでいいの？」

　拍ひよう子し抜ぬけしたような声が返ってきて、結蓮は驚おどろいて顔をあげた。

「そ、そんなものだなんて……っ！」

「そんなものじゃん。ハハ、びっくりした」

　苦く笑しようしながらもほっとしたように、季隆が見つめてくる。

「心でもなんでも、俺をまるごと君にあげる。だから一緒に帰ろうよ、結ゆい蓮れんちゃん」

　少しも迷いのない声でそう言われ、名を呼ばれて──ただそれだけで、すべてが満たされたような気持ちになった。

　一緒にいられる時間が限られていても、いつか別れの時がくるとしても、もういい。今、彼の傍にいられるのなら。

　ふっと覚かく悟ごが決まって、素す直なおにうなずけた。

「はい……」

　涙で頰ほおにはりついた髪かみを、指がすくっていく。

　顔が近づいてきたのに気づき、結蓮はそっと瞼まぶたを閉じた。

　囁ささやくように季すえ隆たかが何か言ったが、聞き取れなかった。唇くちびるが触れ合って、すぐにそのことも考えられなくなる。

　つながれたままの手に力がこもる。口移しの気付けだと思っていた時とも、牢ろう獄ごくで軽くかすめただけの時とも違ちがう、胸が詰まりそうな感覚が押し寄せた。

　吐と息いきとともに唇が離はなれ、抱き寄せられる。彼の綺麗な瞳が好きだったが、唇もこんなに優しいのかと初めて知った。

「……そんなに思い詰めてたってことは、天女を継ぐって決めたってことだよね？」

　静かな声で確かく認にんされ、結蓮はこくりとうなずく。そういえばまだ明確な答えを彼には言っていなかったのだ。
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「はい。最初から決めていました」

「──うん。わかった」

　ただそれだけだったが、もう不安な気持ちにはならなかった。目を見れば、言葉を重ねなくても思いが伝わってくる。

　結ゆい蓮れんはしばらくそうして見つめていたが、はっと気付いて息を吞のんだ。天てん女によの話をしたことで重要なことを思い出したのだ。

「そういえば、約束が……！」

　急いで衣ころもの留め具に指をかける。密着しているせいでやりづらかったが、まごまごしながらもはずそうとしていると、季すえ隆たかがぎょっとしたように見つめてきた。

「ど、どうした？　急に」

「先日お約束しました。すべて終わったら痣あざを見てくださると」

　六ろく蓮れん天てん女によに選ばれた証あかしである花の形の痣が胸にあるのを、見るの見ないのともめたのは牢獄で会った時のことだ。

　彼は少し考えているようだったが、ああ、とつぶやいた。

「そういやそんなこと言ったね。昔すぎて忘れてた……」

「すぐに脱ぬぎますので、少しお待ちを」

　彼の中では一年前の出来事になってしまったのだ。しかし結蓮にとってはまだ記き憶おくに新しいことである。崇すう怜れいに触れられた感覚も消えていなかった。

　わざとではないのだろうが季隆が離れないので、作業がしづらくなかなかうまくいかない。焦あせっていると彼がのぞきこんできた。

「手伝おうか？」

「そんな、一人で大丈夫です」

「でもなんか手て持もち無ぶ沙さ汰ただしさ……」

「すみません、急ぎます」

「いや、ゆっくりでいいよ」

　そう言うと彼はいきなり身を乗り出し、唇をふさいだ。

「……っ!?」

　唐とう突とつなことに結蓮は硬こう直ちよくした。留め具をはずしていた指も止まってしまう。というよりそれどころではない。

　先ほどの優やさしい触ふれ合いと違い、波が押し寄せるように何度も繰くり返される口づけに、頭の中がぼんやりしてくる。

「手、止まってる」

　くすっと笑えみまじりの吐息が降ってきて、ようやく我に返った。

　一いつ瞬しゆん意識が飛んでいた気がして思わず赤面すると、また笑われた。

「やっぱり俺がやるよ」

「ですが、それだと私が手持ち無沙汰です」

「じゃあ俺のこと考えてて」

　さくさくと留め具をはずしていく彼の指は躊躇ためらいがなく、あっという間に脱がされていく。一番下の着物だけになったところで結ゆい蓮れんはすかさず主張した。

「それは私がやります！」

　彼が手を止めたので、急いで自分で合わせを開く。痣があるのは胸の少し内側だ。すべて脱がなくとも見せられる範はん囲いにある。

「……これです」

　軽く胸むな元もとをはだけて示すと、季すえ隆たかは真面まじ目めな顔でそれを見た。

「ほんとだ。蓮の花みたいだけど微び妙みように違うね。俺のともちょっと違うし」

　彼も鳩尾みぞおちのあたりに蓮れん花かに似た痣があるのだ。以前見せてもらった時には、まさか自分のものまで見せることになるとは夢にも思っていなかった。

　興味を引かれたのか彼は顔を近づけてまじまじと観察している。張り切って脱いだものの、結蓮は今さらのように恥はずかしくなってきた。

「初めて会った時……」

　痣を見つめたまま、季隆がぽつりとつぶやく。

「あ、書庫で会った時ね。寝ねてる俺を叩たたき起こしたこと、覚えてる？」

「！　あの節は大変ご無礼を……っ」

「いや、それはいいんだけど。あの時、君を一目見るなり『六蓮天女だ』って思ったんだよね。実物も知らないのになんであんなこと思ったんだろうって、今考えると不思議でさ。夢でも見たのかな」

　そういえば、と結蓮も思い出す。確かにあの時彼はそんなことを言っていた。寝ぼけているのだろうと思って気にしていなかったが──。

「あの時も天てん帝ていにしてやられたのかもな……」

　独り言のようにぼやいた彼は、結蓮の視線に気づくと笑って身体からだを起こした。

「でもま、光栄だよ。俺なら君の傍そばにいてもいいって認められたってことだろ？」

　その笑顔を結蓮はまぶしい思いで見つめる。そんなふうに考えられる彼が頼たのもしくて、羨うらやましかった。

「それが天帝のご意志なら……めぐりあわせてくださったことを感謝します。あなたがいれば、私は幸せですから」

　自分にも彼のような思考ができたら強くなれるかもしれない。いつまで一いつ緒しよにいられるかわからないけれど、彼の傍で、なるべくたくさんのことを吸収させてもらおう。その後で一人になっても大だい丈じよう夫ぶなように心に刻みつけておこう。

　できれば彼にも忘れてほしくなくて、結ゆい蓮れんは精せい一いつ杯ぱい、誓ちかいの言葉をつむいだ。

「私……ずっとあなたを好きでいます。千年先も、あなたのことが好きです」

　十二歳で初めて出会った時から、その気持ちは変わらない。彼は結蓮にとって永遠に、恩人であり、初はつ恋こいの憧あこがれの人であり、この先も変わらず好きな人だ。

　ちょっと驚おどろいたように見つめてきた季すえ隆たかが、照れたように笑って顔を寄せる。

「そんな目で見つめちゃだめだよ」

「え？」

　熱を帯びた吐息とともに、唇くちびるがかぶさってきた。

　それは瞬またたく間に深い口づけになり、離れがたくてたまらないとでもいうように繰り返されて、たちまち頭の中が真っ白になる。

　乱暴さは欠片かけらもないのに少しも逆らえない。ゆるく抱だきしめられ、髪かみや耳に触れられて──気がつくと、縺もつれるようにして寝しん台だいに倒たおれ込んでいた。

（あ……、どうしよう）

　仰あお向むけになったことでようやく状じよう況きようを把は握あくする。崇すう怜れいに押し倒された時とはまったく違ちがう動どう揺ようが押し寄せ、どうしていいのかわからない。

（嫌いやでは、ないのだけど。でも）

　唇に感じる熱と、衣の襟えり口ぐちをつかんで肩かたや腕うでにすべらせながら下りていく指の冷たさと。どちらも結蓮が知らない感覚で、落ち着こうにも思考をさせてくれない。

　いつも飄ひよう々ひようとしていておよそこんなことをしそうになかった彼が、予想外に情熱的な行動に出たので、結蓮は大いに混乱していた。

「あの……」

　唇が離はなれた隙すきに、思わず声をあげる。しかし何を言えばいいかわからず、ひとまず自分の状況を訴うつたえてみた。

「頭が、くらくらします……」

　自分のものではないみたいに声がかすれ、舌がもつれてしまう。

　影かげになってよく見えなかったが、季隆は笑ったようだった。

「大丈夫。俺もだから」

「……あのっ」

「ん？」

　また口づけようとする彼に驚いて、うろたえながら基本的な確かく認にんをする。

「婚こん礼れいもあげていないのに、こんなことをするのは、破は廉れん恥ちだと思います……」

　季隆が目を見開いた。しばし見下ろしていたが、軽く噴ふき出すと、結蓮の肩に顔をうずめるようにして笑い出してしまった。

「す……季すえ隆たか様？」

　おかしそうに顔をあげた彼は、笑いをこらえるようにして結ゆい蓮れんの頭をぽんとなでた。

「わかってますって」

　そのまま髪に指をからめ、愛いとしげに見つめている。どうやら最初からそんなつもりはなかったらしい。

　さすがは御み使つかい様だと感心しながら、そうやって見つめ合っていると──。

　バターン！　と扉とびらの開く音とともに騒さわがしい声が静せい寂じやくをぶち破った。

「ちい姫ひめ──っ！　大変じゃ──っ！」

　あまりにも突とつ然ぜんのことに、とっさに反応できずにいる間に、どたばたと足音が寝しん所じよに近づいてくる。

「今報しらせが来たんじゃが、よそから侵しん入にゆう者があったらしい！　しかもこのあたりに潜せん伏ぷくしておるかもしれんのじゃ！　危ないから急いで避ひ難なん──」

　あわてふためきながら寝台の帳とばりを開けたのは九く郎ろうだった。

　中の様子を一目見るなりぴたりと口をつぐむ。その顔が一気に真っ赤になった。

「な、な、な……！」

　寝台の真ん中で仰向けている結蓮とそれに覆おおい被かぶさっている季隆を見つめ、これ以上ないというくらいに目をむいた。

「なんでおまえがここにおるんじゃあ────っっ!!」

　絶ぜつ叫きようした九郎を、季隆は慌あわてるでもなくきょとんとして見つめている。

「誰だれ？　お手伝いさん？」

「侵入者ってもしかしなくともおまえのことかあああッ!!　こんなところまで追ってきたあげく、ちい姫を押し倒すとは……っ。この色しき魔まめが──っっ!!」

　ぶんっ、と音を立てて九郎の手元に槍やりが出現する。殺気満々で構えたのを見て結蓮は叫さけんだ。

「九郎、やめなさい！」

「……九郎？」

　訝いぶかしげにつぶやいた季隆に、急いで説明する。

「別べつ邸ていにいた私の従者です。龍りゆう宮ぐうに戻もどったことで本来の姿を取り戻したそうです」

「って、あの九郎!?　なっ……、可愛かわいくなくなったな！」

「うるさいわあああ!!」

　仰ぎよう天てんしたように目を丸くした季隆を、槍を構えた九郎はぎらぎらとにらみつけている。

「きさまああ！　よくも、よくもちい姫を襲おそいおったなああ!!」

「いや、別に、話してただけだぞ」

「噓うそをつくなああぁ！　ちい姫の着物を見ろッ、ほとんど脱ぬげておるではないか！」

　結蓮は自分の身体を見下ろし、はたと気づいて前をかきあわせた。そういえば、口づけしながら脱がされたような感覚があったが、気のせいではなかったのか。

　とにかく事態を収めなければと、冷静に言い添そえる。

「九く郎ろう、本当よ。ただお話をしていただけなのよ」

「ちい姫、こやつの口車に乗せられるな！　というかその状態で触さわられたりしたのならさすがに貞てい操そうの危機に気づかんとだめじゃっ！」

「まだ触ってねーよ。おまえが邪じや魔ましたから、全然」

「きさまはいつまでちい姫に乗っかっとる気じゃーっっ!!」

「しょうがないだろー。惚ほれた相手がこんな恰かつ好こうで目の前にいて、千年先もずっと好きですなんて可愛い顔して言うんだから、そりゃ襲わざるを得ないだろうよ。途と中ちゆうで我に返ったんだからいいじゃねーか」

「何を当然のように開き直っておるんじゃ!?　しねえええええ────っっっ!!」

　余計に騒ぎが大きくなってしまった。九郎はもう今にも季すえ隆たかに槍を投げつけんばかりの勢いだ。

　そんな調子でぎゃんぎゃんわめいていたものだから、外にも聞こえてしまったらしい。他ほかの従者たちが何事かと駆かけつけてきた。

「九郎、何を騒いで……、えっ!?」

　ぞろぞろと現れた彼らも寝台の様子に気づいたようで、あんぐりと口を開けて硬こう直ちよくした。

「婿むこ君様!?　なにゆえここに！」

「ん？　──もしかして四し郎ろう!?　全員でかくなったのか！」

　自身と同世代ほどの年とし頃ごろになってしまった従者たちを見て、季隆は啞あ然ぜんとしている。

　再会を果たして互たがいに驚いている彼らを見ていた結ゆい蓮れんは、はっとして身体からだを起こした。

　従者たちの後ろに母の祥しよう蘭らんがいるのに気づいたのだ。

「騒そう々ぞうしいわねえ。どうしたというの？」

　おっとりとしながらも艶えん麗れいな輝かがやきを振ふりまきながらやってきた祥蘭が、寝台の中を見て足を止める。

「まあ。こんな昼間から、密会？」

「違います！」

　顎あごに指を当てて小首をかしげた母に急いで否定すると、結蓮はすばやく季隆に囁ささやいた。

「母です」

「えっ。お母様？」

　慌てたように起き上がった季隆が、目を瞠みはって彼女に見入る。はー、と感かん嘆たんのため息をついた。

「若い……つか、すげー綺き麗れいだね。こんな美女見たことない……」

　その賛辞に、祥蘭は当然のようににっこり笑った。

「結ゆい蓮れん。こちらの、ものの道理がよくわかっている若者は誰なの？」

「あ……、それが──」

　人界からの侵入者があって騒ぎになっているこの時に、当の侵入者をどう紹しよう介かいしたものかと言いよどんでいると、今度は祖母の天てん香こうが顔を出した。

「結蓮や、残念な報せじゃ。どこぞの不届き者が侵入してきたとかで、そなたの帰き還かんの宴うたげが延期になってしまいそうなのじゃ。まったく、孫まご娘むすめの晴れ姿が楽しみで夜も眠ねむれなんだというのに、許せぬわ」

　ぷりぷり怒おこりながらやってくる、そんな表情すらぞくりとするほど美しい。今度は誰だと見とれている様子の季すえ隆たかに結蓮は囁いた。

「祖母です」

「え？　お祖母ばあ様っ!?」

　さすがに度ど肝ぎもを抜ぬかれたらしく、彼は目をむいて天香を二度見した。

「若っ……つか、若すぎるよね!?」

「お歳を取る速さがすごく遅おそいそうです」

　呆ぼう然ぜんと見つめていた季隆が、またも感嘆の息をつく。

「そりゃ豊ほう老公もいなくなられて気落ちするわ……。結蓮ちゃんと三人、似てない超ちよう美人三つ子って感じだな」

　やっと気づいたのか、天香が訝しげに彼を見た。

「結蓮。この口が上手うまくて世よ渡わたりも上手そうな若者は誰じゃ？」

「あっ、はい。この方は……」

　結蓮は困って口ごもった。対面してしまっては隠かくすわけにもいかないし、どういうふうに紹介するべきだろうか。

（そもそも季隆様が人界から忍しのび込んでいらしたというのを知られてはいけないのだし、母様たちを刺し激げきするようなことを言ったら、龍りゆう王おう陛下の御ご前ぜんに突つき出されてしまうかも──）

　彼が不利にならないような肩かた書がきはなんだろう。どうしたらあやしまれず切り抜けられるか。

　思い悩なやんだ末、当たり障さわりのない答えを絞しぼり出した。

「その……、夫ふう婦ふになろうと言ってくださいましたが、今はまだ、ただのお師し匠しよう様です」

「ただの、って……」

　季隆が顔を引きつらせて見つめてくる。心にぐさりと刺ささったようだ。

　祥蘭が不思議そうに首をかしげる。

「師匠って弟で子しを押し倒たおすものなの？　お母様」

「はて。人界では最近そうなのかもしれぬな」

　真面まじ目めな顔で応じた天香は、すっと冷たい表情になって季隆を見つめた。

「まあ、それはよい。それよりそなた──龍宮の住人ではないな？」

　取り巻く空気が剣けん吞のんになっていく。彼を明らかに敵視しているのが伝わってきて、結ゆい蓮れんは思わず腰こしを浮うかせた。

「人界からの侵しん入にゆう者があったと騒さわいでおったが、そなたのことだったか。なるほど、大それたことをしでかすだけあって、なかなかの面つら構がまえをしておる」

「お祖母様っ、お待ちください！」

　ぴりぴりと神気を発する祖母から庇かばうように季すえ隆たかの前に出る。だがすでに遅かった。

　誰が知らせたのか、龍宮の武官たちが次々に駆け込んできたのだ。

　銀の剣けんに手をかけて取り囲む彼らに、天香が厳しい顔で命令する。

「龍宮の禁を犯おかした者を見み逃のがすわけにはゆかぬ。龍王陛下の御前に引き立てよ」

　冷然と宣言がくだされ、結蓮は青ざめながら季隆にすがりついた。







　第四章　龍王との対決







　人界から侵入者があったという報しらせは瞬またたく間に龍りゆう宮ぐう中に知れ渡わたり、龍王の耳にも入ることとなった。




　捕とらわれた人間を一目見ようと、龍宮の住人たちは御前の間に詰つめかけていた。外廊にまであふれるほどの盛せい況きようぶりで、広間は熱気に包まれている。

「龍王陛下の、おなーりー！」

　さやさやと玉の鳴る音とともに、大臣の声が響ひびき渡った。

　十色の珠しゆ玉ぎよくを連ねた帳とばりの向こうに龍王が現れると、詰めかけた眷けん属ぞくたちが一いつ斉せいにうやうやしく礼を取る。彼らの衣ころもが奏かなでる涼すずやかな音色が、ざわめきを払はらっていった。

「──そちが、人界からの侵入者か？」

　静まった広間に朗々とした声が響く。

　他の姉妹たちと一いつ緒しよに公主の席に控ひかえていた結蓮は、緊きん張ちようしながらそっと顔をあげた。

　珠玉の帳の向こうで玉座に座る龍王──父の姿を初めて目にして、息を吞のむ。

（なんてお美しい方……）

　神しん籍せきにあるがゆえの凄すさまじいほどの造形美。

　怖こわいくらいに完かん璧ぺきで冷たいような美び貌ぼうの男が、翠みどりの瞳ひとみに泰たい然ぜんとした表情をたたえていた。

　水すい晶しよう宮きゆうの頂点に君臨するだけあって、その神気はたとえようのない威い力りよくを秘ひめていた。敵意を向けられているわけではないのに近寄りがたい。思わずひれ伏ふしてしまいそうなほどに。

（……いけない。それどころではなかった）

　圧あつ倒とうされて見つめていた結ゆい蓮れんは、はっと我に返る。

　初めて会う父に感傷を覚えている暇ひまはない。広間の真ん中に引きずり出され、龍王に見み据すえられている季すえ隆たかを助けなければならないのだ。

　彼もさすがに龍王の神気を感じ取ったのか硬かたい顔をしていたが、怯ひるんだ様子はなかった。礼れい儀ぎ正ただしく一礼して答える。

「はい。龍王陛下」

　その堂々とした態度が意外だったようで、龍王は推おし量るように彼を見つめた。

「承知しておろうが、この水晶宮の水門はそう容易たやすくは開かぬ。それをこじ開けてまでわざわざ参ったのは、なにゆえじゃ？」

「紫し黒こく公主様をお迎むかえにまいりました」

「──迎えとな？」

　龍王が訝いぶかしげに聞き返す。結蓮は青ざめ、季隆を見つめた。

　武官たちに捕らわれた時、彼は抵てい抗こうするどころかむしろ望んで引き立てられていった。龍王に会えるのだから好機だと微笑ほほえむのを見て、何か策があるのだと察し、心配しながらも見守ろうと思ったのだが──まさか真っ正直に話すつもりなのか。

（龍王の公主を連れていくだなんて宣言したら、どんな目に遭あうかわからない！）

　案の定、広間に集つどった眷属たちはざわつき始めている。剣吞な目つきになっている者もいるのを見て、結蓮は思わず立ち上がった。

「お待ちください、龍王陛下！」

　周りにいた姉妹たちがびっくりしたように見たが、構わず広間の中央へ走り出る。

　思いがけない事態に眷属たちも何事かと驚おどろいた様子だ。同じく目を瞠みはっている季隆の傍そばへ駆かけ寄ると、結蓮はその場に膝ひざをついた。

「ご無礼をお許しください。しかしこの方は──」

　必死の思いで訴うつたえかけたが、それに気づいて口をつぐむ。

　それまでほぼ無表情だった龍王が、なぜか満面の笑えみでこちらを見ていたのだ。

「おお、そなたが紫黒公主か。顔を合わすのは初めてじゃのう」

「……はっ」

「よもやこのような形で対面することになろうとはな。何はともあれ、父だぞよ。公主」

「……」

　なんなのだろう、この打って変わった超ちようご機き嫌げんな様子は。

　にこにこと目め尻じりを下げている龍りゆう王おうに面めん食くらっていると、彼はふと眉まゆをひそめた。

「本当はもっと早くに会いたかったのだが……帰き還かんの宴うたげが延びることになってな。それもこれも、そこにいる侵入者のせいである」

　じろっと季すえ隆たかを見るので、結ゆい蓮れんははっとして彼の前に出た。

「お待ちくださいませ。この方は違ちがうのです」

「違う？　何が違うのだ？　公主よ」

「はっ。この方は侵入者ではございません。ですのでどうか、処しよ罰ばつのほどはお許しください」

「ちょ、何言ってる」

　後ろで季隆が驚いた声をあげたが、結蓮は振ふり向かず龍王だけを見つめた。

　龍宮への侵入というのがどれほどの罪なのか、人界で暮らしていた結蓮にはわからない。だがこの場で彼の味方なのは自分だけだというのは痛いほど感じていた。自分が庇わなければ、きっと問答無用で罰ばつされてしまう。

「侵入者ではないとな？　では、その者は一体、ここへ何をしに参ったのだ」

　怪け訝げんそうに首をかしげた龍王に、結蓮は真しん剣けんな顔で訴えた。

「龍王陛下。実はこの方は、ひょんなことから龍宮に迷い込まれてしまった、お気の毒な一いつ般ぱんの方なのです。何一つ落ち度はございません」

　龍王が目を見開く。

「なんと。それはつまり」

「はい。通りすがりのただの迷子です」

　真顔で断言し、結蓮は一礼した。

　周囲の眷属たちがざわざわと不ふ審しんそうに言葉をかわし始めたのを聞きながら、龍王の言葉を待っていると、がしっと肩かたをつかまれた。

　振り向くと、季隆が呆あきれたように目を据すわらせていた。

「おい……ごまかせるわけないだろ、そんなんで」

「話しかけないでください。心苦しいのですが今は他人という態ていをとっているのですから」

「公主、それはまことか？」

　小声で諫いさめていた結蓮は、急いで前へ向き直る。

「はっ」

「なるほど。そうであったか。ならば仕方がないのう」

　龍王はとたんに機嫌を良くしたようで、季隆に友好的な笑みを向けた。

「このような場所まで迷い込むとは、そちも大変であったな。ではすぐにでも人界へ返してやろう。龍宮秘蔵の土産みやげも持たせてやるぞよ。これ、例の箱を持て」

「えっ……。それ絶対開けちゃだめなやつですよね？　玉手箱的な……」

　しずしずと綺き麗れいな箱を持ってくる女官を季すえ隆たかは引きつった顔で見たが、深々と息をはくと、表情をあらためた。

「──龍王陛下。私は正しよう真しん正しよう銘めいの侵しん入にゆう者です。水門を開けてここへ来ました」

「季隆様！」

　結ゆい蓮れんは止めようとしたが、彼は視線を向けようともしなかった。ただ冷静な顔で龍王を見ている。

　龍王のほうも、ふっと笑みを消して彼を見つめた。

「まあ、そうであろうの。公主と親子の交流をするのに心躍おどって乗ってしまったが……、ただの人間が龍宮に迷い込めるはずがないのは承知済みじゃ」

（な……！）

　遊ばれていたのか？　愕がく然ぜんと目を瞠る結蓮に、龍王は一いつ瞬しゆんにこりと目配せを寄よ越こしたが、すぐに表情を戻もどして続けた。

「して、紫し黒こく公主を迎えに来たと申したな。それは一体、なにゆえじゃ？」

　はい、と季隆が一礼する。

「紫黒公主様は人界に必要な御お方かた。人界の守護神でいらっしゃいます。地上を去られては大陸が崩ほう壊かいしてしまうのです。そのため、ぜひにもお帰りいただきたいと」

　彼は真面まじ目めくさった顔つきで述べた。隠かくすことなく本当の理由を説明して許しを得るつもりらしい。

「……詳くわしく申してみよ」

「大陸を支える六つの柱のことは龍王陛下もご存じでいらっしゃるでしょう。その石柱を護まもる六ろく蓮れん天てん女によの存在も──。実は紫黒公主様は、そのうちの一つを護るよう、生まれながらに定められた御方だったのです！」

「なんと……！」

　龍王が息を吞んで絶句する。眷けん属ぞくたちの口からも感かん嘆たんとも悲鳴ともつかない声がもれた。季隆の芝しば居いがかった調子には気づいていないようだ。

　それをいいことに、彼はここぞとばかりに身を乗り出して続けた。

「公主様が天女となって石柱をお守りくださらなければ、やがて大地は傾かたむき、人界だけでなく天界や冥めい界かい、もちろんこの龍りゆう宮ぐうまでもが被ひ害がいを受けることでしょう。そんな恐おそろしいことがあってはなりません。紫黒公主様は、この世を救う尊い御方なのです」

「おお……！」

　季隆の熱弁に、龍王は感かん銘めいを受けたのかうっすら涙なみだを浮うかべた。

「さすがは我が公主である。余の知らぬ間に、そのような成長を遂とげておったとは……！」

「もちろんこの事態は天界から報しらせが来ていることと思います。龍王陛下の迅じん速そくなるご英断により、公主様の人界へのご帰還のご許可をいただきたいと存じます」

　季すえ隆たかがうやうやしく一礼する。真正面から筋道を立てて話をした彼を、結ゆい蓮れんは声もなく見つめた。

　天界のことを持ち出せば、いかに龍王といえども断ることはできないだろう。この龍宮も天界の管かん轄かつ下にあるのだから。

　龍王はうなずきながら聞いていたが、ふと不思議な表情をたたえて口を開いた。

「そちの話はよくわかった。しかし、事実と違うところがあるな」

「──は？」

「そのような報せは、龍宮へは来ておらぬ」

　訝しげに聞き返した季隆が、たじろいだ顔になる。

「まさか。この世の一大事なんですけど……」

「余の耳には入っておらぬな」

「……またまた。そんなはずはないでしょう。玉帝ていも動いておいでの事態ですよ。私の師である臨りん道どう水すい明めい真しん君くんは仙せん籍せきをなげうってまで介かい入にゆうしています。公主様の素す姓じようは玉帝もご存じのはず。龍王陛下にお知らせしないわけがありません」

「しかし、まことに知らぬのだ」

　静かに繰くり返す龍王は、偽いつわりを言って騙だまそうとしているわけではないようだ。

　季隆の表情に焦あせりがにじんだ。緊きん迫ぱくした様子で訴うつたえる。

「龍王陛下、では詳しよう細さいは私がお話しいたします。ひとまずは公主様の龍宮退出のご許可を」

「しかしのう。そちの話が真実だという証しよう拠こはあるまい。仮にそうであったとして、この龍宮は天界の一部。多少の影えい響きようはあるやもしれぬが、大陸が消えたとて、どうということはない。水すい伯はくたちは帰還させれば済むことじゃ。ゆえに公主にそのようなことをさせる義理はないように思う」

　さらりと言い放った龍王を、結蓮は目を瞠みはって見つめた。

（そんな……人界を見捨てるおつもりなの!?）

　無関係の人界には情けをかける義理もないというのだろうか。

　あまりにも美しいせいか、淡たん々たんとこちらを見ている龍王の顔はひどく冷れい酷こくなように思えた。つい先ほどまで季隆の語りに入り込んで涙ぐんでいた人と同一人物とは思えない。もしやあれも乗せられたふりをして遊んだだけなのか。

　四つの海の頂点に立つ龍王は、やはり一ひと筋すじ縄なわではいかない相手のようだ。

　季隆も焦しよう燥そうを隠さず彼を見み据すえている。結蓮は唇くちびるを嚙かみ、すばやく目を走らせた。

（こうなったら力ずくで出ていくしかない）

　広間の出口、眷属たちの数。武官の配置、奪うばえそうな武器はどれか──。頭の中で組み立てながらひそかに身構える。

　だが、次に聞こえたのは意外な言葉だった。

「何より、我が娘むすめにそのような役目をさせるのは憐あわれじゃ。人界の守護神というが、どうせ面めん倒どうな役目なのであろう。父として、行かせとうない」

（──え？）

　眉まゆをひそめて小さく頭かぶりを振ふる龍りゆう王おうを、結ゆい蓮れんは驚おどろいて見つめた。

　それがきっかけのように、控ひかえていた眷属たちからも次々に声があがった。

「なにゆえ公主様が人界のために働かねばならんのだ」

「せっかくお戻りになったというのに、お気の毒にもほどがある」

「あんなに澱よどんだものばかりの世界に行かされて、公主様のお身体からだに何かあったらどうするの」

　口々に言う彼らは、どう見ても結蓮を憐れみ、心配している様子だ。

（どうして、そんなに……？）

　不思議な気持ちで眺ながめているうち、ふと、朝ちよう廷ていの朝堂で六蓮天女の後を継つぐことを皇こう帝ていが発表した時のことを思い出した。

　あの時、結蓮をこんなふうにして庇かばってくれた人は一人もいなかった。同じ血を引く豊ほう家の人々がたくさんいたけれど、むしろ彼らは嬉き々きとして結蓮を売り込んでいた。そのことに失望を感じながらも、気にしないようにしてきたが──。

（ここにおられる方は、皆みな、私の味方をしてくださっている……）

　あの時とは真逆の光景。こんなに誰だれも彼もが堂々と大事にしてくれるのは生まれて初めての経験だ。

　きっとこれはとてつもなく幸せなことなのだろう。ここにいれば皆に大切にされ、嫌いやな思いをすることもない。何かあればこうして守ってくれて、庇ってくれる。

　人の世にいた頃ころには知らなかったことばかりだ。実感はわかないけれど、ありがたいと思う。

　だが結蓮が望むのはこんな待たい遇ぐうではないのだ。

（皆みな様さま、お優やさしい方ばかりだというのはわかる。でも、龍宮に被害が及およばないからといって人界を見放すような考えは私にはできない）

　それが龍の眷属としての普ふ通つうの思考だとしたら、自分の生きる場所はここではないということだ。

　あらためてそう確かく認にんし、結蓮は季すえ隆たかを見た。

　眷属たちから非難の目を浴びている彼は、この場をどう切り抜ぬけるべきかと考えているようだった。目もく論ろ見みが外れたことで焦りを感じているのがわかる。

　最初から彼にとっては不利な状じよう況きようだったのだ。人の身でありながらたった一人で異界へ乗り込んできて、龍王の娘を取り返そうとしているのだから。

（なんとしてでも帰らなければ。この人と一いつ緒しよに！）

　唇くちびるを引き結び、結ゆい蓮れんはあらたまって玉座に向き直った。

「──龍王陛下。私からもお願いがございます」

　とたん、龍王が締まりのない顔になる。

「おお、公主よ。心配でいるのじゃな。案ずることはない。そなたを地上に戻もどすなど、この父がさせぬ」

「いえ、ぜひ帰き還かんのお許しをいただきたく存じます」

「な……なんと」

　絶句した様子の龍王に深々と一礼し、目を伏ふせたまま続ける。

「龍王陛下や皆様方には大変よくしていただき、身に余る幸せだと心から思います。優しく、温かく慈いつくしんでくださり、今まで経験したことのない思いをさせていただきました。それだけでもここへ来てよかったと思っています」

　優しくされて慈しまれるのは居い心地ごこちが悪くて戸と惑まどうばかりだった。けれどそうされるたび、ゆっくりと降り積もる安らぎを感じるようになった。龍宮に来るまで知らなかった感情を教えてもらった。

「しかし、私は人界に大切な方々を残してまいりました。十七年の間お世話になった場所であり、私を育ててくれた世界です。いずれ滅ほろぶことがわかっているのに、自分だけがこちらでのうのうとしているわけにはまいりません。ですから、どうか」

　お願いします、ともう一度頭を下げた。精せい一いつ杯ぱいの思いをこめて。

　ざわついていた広間は、いつのまにか静まりかえっていた。

「公主……そなたは優しい娘なのじゃな……」

　感かん銘めいを受けたように龍王がため息をつく。目にはうっすらと涙なみだが浮うかんでいた。

「そんな優しいそなたを、たった一人で人界に向かわすのは躊躇ためらわれる。人間たちのためにただ働きをさせるなど、父は耐たえられぬ……っ」

　龍王が目め頭がしらを押さえると、眷けん属ぞくたちも悲しげにすすりあげた。

「なんてお可哀かわい相そうな公主様……！」

「ご自分の身をなげうってまでも……すばらしい方だわ」

「ご立派な……本当にご立派なお心がけだ……っ」

　どうやら彼らは必要以上に公主に肩かた入いれしすぎているようだ。褒ほめちぎられて結蓮が面食らっていると、それまで黙だまっていた季すえ隆たかが膝ひざを前に進めた。

「龍王陛下、ご安心ください。彼女は一人で天てん女によの役目に就つくわけではありませんので」

「季隆様──」

「私が傍そばにいます。一人にはしません。お約束します」

　龍王を見つめて宣言した彼に、結蓮は急いで隣となりに並んだ。

「この方と一緒に行かせてください。どうか、お願いいたします」

　天女になることを阻そ止しするのではなく、一緒にいてやると言ってくれた人。彼の傍が結ゆい蓮れんの居場所になるのだとしたら、こんなに心強いことはない。

　人間である彼とはいつか別れることになる。ともにいられるのは限られた時間だ。それをふまえた上で一緒にいたい。その覚かく悟ごももう決まった。

「……ん？　あれ。余の気のせいか？　やけにそなたらの交かわす視線が親密というか、熱いというか……。……え？　手まで繫つないでおるし……」

　あまりにも真しん剣けんな二人にたじろいだ様子だった龍王が、錯さつ覚かくかと言わんばかりにごしごしと目をこする。

「まさかとは思うが……公主よ。そなた、その男と駆かけ落ちするつもりではあるまいな？」

「いえ、めっそうもない。ただ二人で一緒に人界へ帰りたいだけです」

「つまり駆け落ちではないか！」

　龍王は仰ぎよう天てんしたように目を見開き、ふらりと肘ひじ掛かけによりかかった。めまいを起こしたらしい。

「ああ……なんということじゃ。よもや余の娘が人間の男とそのような仲になるとは」

「龍王陛下っ、お気を確かに！」

　臣下たちが慌あわてたように駆け寄っていく。珠しゆ玉ぎよくの帳とばりの向こうではたちまち水みず枕まくらや大団扇うちわが飛び交かい、医師や薬くす師しらしき者たちでごった返してしまった。
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「そんなに大それたことなのでしょうか？」

「どうやら、そうみたいだね」

　当とう惑わくしてつぶやく結ゆい蓮れんに、ため息まじりに答えると、季すえ隆たかは咳せき払ばらいして居住まいを正した。

「龍りゆう王おう陛下。いえ、お義父とう様。お察しのとおり、実は私と彼女は結けつ婚こんの約束をしております」

「何!?」

　いきなりお義父様呼ばわりされて絶句した龍王に、季隆は真面まじ目めな顔で続けた。

「大事なお嬢じようさんがたった一人で異界に出向き、人のために身を尽つくすのがご心配でいらっしゃるのはご尤もつともです。ですが私は、その決意を尊敬しています。傍で支えたいと思います。最後までそうするつもりです。寂さびしい思いをさせたくないとお思いなら、どうか私も共に行かせてください」

「……」

　大臣たちに支えられながら見ていた龍王が、口を開きかけた時だった。

「龍王陛下ーっ！」

　騒そう々ぞうしく叫さけびながら眷属の一人がどたばたと広間に入ってきた。帳の向こうに駆け込んでいったところを見ると大臣の一人らしい。

「仰せのもの、た、確かにございましたっ」

「なんじゃと！」

　彼の周りに大臣たちが群がる。「だからちゃんと探せと申したであろうっ」「申し訳ございませんっ」などと何やらもめている声が聞こえてきた。

　やがて、ささーっと波が引くように大臣たちが出ていき、龍王が澄すました顔で切り出した。「探させてみたところ、玉ぎよつ皇こう上じよう帝ていからの勅ちよく書しよは確かに来ていた。どこぞで滞とどこおっていたようじゃ。そちが申したとおり、大変な事態になっておるようじゃな」

「おいおい……吞のん気きだな」

　季隆が呆あきれたようにぼやく。結蓮も思わず呆あつ気けにとられた。大臣が持ってきたのはそれだったらしい。神に名を連ねる龍王にとって、天界の玉帝ていからの勅書を見み逃のがしているなどあってはならないことのはずなのだが。

（そういえば、龍りゆう宮ぐうの方々って皆みな少し変わっておられると思ったっけ……）

　何事にもあまり頓とん着ちやくせず執しゆう着ちやくもせず、ゆるい雰ふん囲い気きだった母や祖母や姉妹たちを思い出して納なつ得とくしてしまう。

　運ばれてきた勅書を深刻な顔つきで眺ながめつつうなずいていた龍王は、一つ息をついた。

「うむ、話はわかった。だが公主はすでに水すい晶しよう宮きゆうの門をくぐった身。そう簡単に帰すわけにはゆかぬ」

　重々しい宣告に結蓮は息を吞のむ。そんな制限がかかっていたとは思わなかった。

　季隆も驚おどろいたようだったが、すぐに察したように冷静な顔になる。

「確かに。君のよりしろだった太刀たちもなくなったし、そのままじゃ帰れないだろうな」

「では、どうすれば……？」

　龍宮を出て人界に戻もどらなければ、天女を継つぐことはできないというのに。

　龍王が、すっと季すえ隆たかに目を向ける。

「そちの寿じゆ命みようを半分、公主に渡わたすのだ。そうすれば人界に帰してやろう。それが条件じゃ」

「え……!?」

　予想外の条件を出されて結ゆい蓮れんは凍こおりついた。人である季隆から半分も寿命を奪うばうだなんて。

　目を見開いて絶句していると、隣で硬かたい声があがった。

「それで本当に帰していただけるんですね？」

「……季隆様!?」

「余は四海を統すべる龍王ぞ。くだらぬ偽いつわりは言わぬ」

　それまでのおっとりとした表情が消え、龍王の目に冷たい光が浮かぶ。こちらの出方を計っている目つきだ。

　黙ったままそれを受け止めていた季隆が、軽く息をついた。

「わかりました。お受けします」

　結蓮は耳を疑い、慌てて彼の袖そでをつかんだ。

「何を仰おつしやっているのです！　寿命が半分もなくなるのですよ！」

「別にいいよ。それくらいであっちに帰れるんなら安いもんだ」

　あっさりと言われ、結蓮は青ざめた。なぜそんなにも悟さとったような顔でいられるのか。

「いけません！」

「なんで？」

「なぜって、当たり前です！　そんなことをしたら、あなたの命が」

「まー、そんなすぐには尽きないって。半分だけならさ」

　笑って言う彼を穴の開くほど見つめ、やっと気づいた。

　血の気の引く思いで玉座に向き直る。彼は自分が犠ぎ牲せいになってでも結蓮を人界に帰すつもりなのだ。そんなことはさせられない。

「龍王陛下！　そのお言葉はどうかなかったことにしてくださいませ。私は季隆様の寿命などいただけません」

　必死に訴うつたえたが、龍王はもう甘い顔を見せなかった。

「公主よ、これは取引なのだ。余はこれから水晶宮の理ことわりを破る。その交こう換かん条件としてこの男の寿命を半分そなたに分ける。それが嫌いやだと言うなら、そなたをここから出すわけにはゆかぬ」

「そんな……！」

　身体からだが震ふるえ始めた。

　煌こう国のため赤の天てん女によを継つがなければならない。けれどそうするには季隆の寿命を半分奪うことになる──。

「私は構いませんので、お早くお願いいたします」

「だめです！」

　すがりつく結ゆい蓮れんを、季すえ隆たかはなだめるように見つめた。

「一人だけ戻ったって意味ないだろ。一いつ緒しよに帰らなきゃ」

「でも、それではあなたの寿命が」

「だからそれはいいんだって。命を寄よ越こせって言われてるんじゃないんだし」

「私は嫌です！」

「結蓮ちゃん。世の中、そんな都合のいい話は転がってないんだ。こんな優やさしい条件をつけてもらえたんだから、ついてるって思わなきゃ」

「ですが、季隆様はもともとひ弱でいらっしゃるのに、急に寿命を半分も取られたらどんな事態になるかわかりません！」

「ひよ……、いや、まあ、それは今は置いとこうよ」

　顔を引きつらせながらも説得しようとする彼に、結蓮は抗こう議ぎするように首を振ふった。

「嫌です。あなたの時間が短くなってしまうのに、受け取れません」

　悔くやしいのと無念なのと、何より怖こわいのとで、涙なみだが出そうになる。

「あなたと過ごせる時間も、ますます減ってしまう……。あなたとお別れする時まで、短くてもいいから一緒にいられるならと、やっと……覚かく悟ごができたのに」

「結蓮ちゃん──」

「そんなふうにあなたの時間を奪うくらいなら、あなたを逃にがした後で、私も力ずくでここから逃げます！」

　脱だつ出しゆつの手順はすでに先ほど算段済みだ。本気でそう言うと、伝わったのか彼は苦く笑しようした。

「相変わらず勇ましいね。でもさすがにそれは無理だよ。逃げられやしない。そんなことしたら俺たちはここでこれきり離はなればなれになるだろうな」

「それでも……っ、あなたを逃がせたら、それで私は……」

「一人で帰って、俺にどうしろっていうの？　それじゃ意味ないだろ」

「……」

「一緒に帰ろうって約束したのに、もう忘れたの？　そんなに簡単に俺を手放せるのか？」

　力をこめて手を握にぎられる。顔をのぞきこまれ、結蓮は言葉を探して見つめ返した。

　口調はやわらかいが、頑がんとしたものが感じられる。きっと彼は引かないだろうと直感した。そして自分にそれが止められないだろうということも。

「季隆様……、……ごめんなさい……」

　季隆は一いつ瞬しゆん複雑そうな顔になり、少し笑って首を振った。涙をこらえてうつむく結蓮の肩かたをそっと叩たたくと、あらたまって龍王に向き直る。

「龍王陛下。どうぞ、お願いいたします」

　龍王は鼻白んだように肘ひじをついてこちらを眺めていた。

「そなたたち……余の眼前でよくもそこまでべたべたできたものよの……」

「申し訳ございません。もう大だい丈じよう夫ぶですので」

　こんな時にまで如じよ才さいなく笑え顔がおで促うながす季すえ隆たかを、龍りゆう王おうはすっと真顔になって見み据すえた。

「覚悟はよいな？」

「はい」

「うむ。──では」

　ふわりと風が押し寄せた。それが龍王の神気なのだと気づき、結ゆい蓮れんは思わず季隆の腕うでにしがみついた。

（季隆様の寿命が……本当に、とられる……！）

　目に見えないはずなのに、それが彼から出てくるのを感じる。ありありと伝わる感覚に、結蓮は恐きよう怖ふに陥おちいった。

（本当に寿命だけ？　もし……もし、お命まで奪われるようなことになったら……っ）

　やっぱり無理にでも止めればよかった。一人になっても彼を助けるべきだった。後こう悔かいで押しつぶされそうになりながら、ぎゅっと目を瞑つぶる。

　やがて、その〝儀ぎ式しき〟が終わり──。

　龍王が声を震わせて叫さけんだ。

「これは……どういうことじゃ!?」

（──え？）

　おそるおそる目を開けて見ると、帳とばりの向こうで龍王が呆ぼう然ぜんと立ちすくんでいた。

「半分も寿命をなくしたというのに、これは……、そちは一体何者じゃ!?」

　動どう揺ようが伝わったのか眷けん属ぞくたちがざわつき出す。驚おどろいている理由がわからず、結蓮も困こん惑わくして双そう方ほうを見比べた。

　そして気がついた。

　ただ一人飄ひよう々ひようと姿勢を正していた季隆が、ふいに唇くちびるに笑みを乗せたのだ。

　余よ裕ゆうの表情をして、彼はゆっくりと拱きよう手しゆしてみせた。

「申し遅おくれました。私は、煌こう国は蓬ほう白ばく山さん星せい鶯おう洞どうの主あるじ──臨りん道どう水すい明めい真しん君くんをあらたに名乗ることになった者です」

「何……っ、そちは、仙せん籍せきの者だったのか！」

　龍王が啞あ然ぜんとした顔で叫んだが、仰ぎよう天てんしたのは結蓮も同じだった。

（あらたに名乗ることになった？　どういうこと!?）

　若くして真君の弟で子しになったという才能あふれる術師だが、あくまで彼は人間だ。名を継いだということは仙人になったということなのに、一言も言わなかったし、そんな素そ振ぶりも見せなかった。

「本当なのですかっ？」

　わけがわからないまま詰つめ寄ると、彼はあっさりうなずいた。

「前から言われてたんだ、後を継つげって。師し匠しようは訳あって山を下りなきゃならなくなってね。でも水すい明めい真しん君くんの籍を空席にはしたくないからって」

「そんな……、そんなことができるのですか!?」

「できるんじゃない？　現にそうなってるし」

　あっけらかんと答えた彼は楽しそうに笑っている。

　龍王があれだけ驚いたということは季すえ隆たかの寿じゆ命みようはかなりのものになっているのだろう。もちろん人間のそれとは比ひ較かくにならないほどに。

　だから彼は少しも慌あわてていなかったのだ。半分分けたところで、何も障さわりはないとわかっていたから──。

　あんぐりと口を開けている龍王に、彼は拱手したまま笑みを向ける。

「どうかお約束をお忘れなく。私の寿命を半分差し上げたら、二人一緒に帰してくださるとのことでしたよね？」

　くれてやったのだからさっさとここから出せと言わんばかりの堂々とした態度だ。

　信じられない展開に、結ゆい蓮れんは声も出なかった。

（この人って……）

　もし仙籍にあることを先に言えば龍王は別の条件を提示しただろう。それを見み越こした彼は、事実を隠かくし、悟られないよう黙だまって話を進めたのだ。

　すべては龍王の言げん質ちをとり、二人一緒に龍りゆう宮ぐうを出る許可を得るため──。

『結蓮ちゃん。世の中、そんな都合のいい話は転がってないんだ。こんな優しい条件をつけてもらえたんだから、ついてるって思わなきゃ』

　澄すました顔で結蓮をあんなふうにたしなめながら、彼は内心にやりとしたに違ちがいない。そんなことで帰してもらえるのか、と。

（本当に、なんて人なの……！）

　あまりのしたたかさに呆あつ気けにとられてしまう。まさか龍王までも手玉に取るなんて、どんな度胸の持ち主なのだ。

「信じられぬ……この余を騙だますとは……」

　龍王がわなわな震ふるえながらつぶやいた。結蓮ですら呆然としているのだから、彼の驚きようは筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたいものだっただろう。

　ぽかんとしていた眷属たちも、そこで我に返ったらしい。絶句してしまった龍王に代わり、季隆を糾きゆう弾だんし始めた。

「茶番じゃ！　おぬしが差し出した寿命は、そもそもおぬしのものではないだろう！」

「そ、そうだそうだ！　龍王陛下はおぬしの寿命を所しよ望もうなさったのだ！　水すい明めい真しん君くんの寿命ではないぞ！」

　口々に責められても、季すえ隆たかは冷静に視線を返した。

「違いますよ。龍王陛下がお取り上げになった寿命は、仙せん道どう修しゆ行ぎようしていた頃ころに私がたくわえたものです。もちろん、自力でね。妻を助けるのに他力本願じゃ恰かつ好こうつきませんから」

　きっぱりとした答えに、責め立てていた眷属たちは、うっと口をつぐむ。結ゆい蓮れんはまたもや驚いた。

「寿命って、たくわえられるのですか？」

「徳を積んで修行すればね。ちょっと本気で仙人になろうとしてた時期があってさー」

　笑いながら言った季隆を、結蓮はますます呆然として見つめる。

　龍王が驚くほどに寿命をためこんでいたのだ。一体どれくらいの徳を積んできたのだろう。以前から思っていたが、やはり彼は──。

（秘密が多すぎる……！）

　ふいに、龍王が高らかに笑い出した。

　呆気にとられている眷属たちをよそに、ひとしきりそうすると、愉ゆ快かいそうに季隆を見据える。

「これはしてやられた。異界の扉とびらを開けて乗り込んできた上、天下の龍王を騙すとは。大したやつぞ」

　くく、と笑いをこぼしながら目め尻じりの涙なみだをぬぐう。

「よかろう。約束じゃ。公主とともに人界へ戻もどしてやろう」

　結蓮は驚いて季隆を見た。そんなにあっさりと認められるとは思わなかったのだ。

　彼のほうも目を見開いて龍王を見ている。やはり意外だったようだ。

「龍王陛下！　よろしいのでございますか？」

「まことに公主様を人界へ……？」

　眷属たちが慌てた様子で声をあげたが、龍王は鷹おう揚ようにうなずいてみせた。

「よいよい。公主がその役目に就つくのは天界にも必要なことのようじゃ。龍宮だけが拒きよ否ひするわけにもゆくまい」

　仕方なさそうに天界からの勅ちよく書しよを掲かかげる。龍宮に被ひ害がいが及およばなければ構わないと言ってはいたが、やはり天界を敵に回すのはよろしくないようだ。

「それに──何より、公主がそれを望んでおるようじゃ」

「しかし、龍王陛下……」

　ざわつく眷属たちを静めると、龍王はゆっくりと結蓮に目を向けた。

「公主よ。そなたはあちらの世界で己おのれの生き方を見つけたのじゃな。そなたが過ごした十七年のことを余は何も知らぬ。それでいながら今になってそなたの生き方を邪じや魔ますることはできぬ。……龍王の権限を以もつてしてもな」

「龍王様……」

「だが忘れるな。余も、そなたの母も祖母も、多くの兄弟姉妹たちも、そなたの帰き還かんを心待ちにしていたのだ。ゆえに今回も、けっして望んでゆかせるわけではないぞ」

　龍りゆう王おうは、その美しい顔に優やさしい微び笑しようを浮うかべた。

「眷属たちは皆みな、ここからそなたを案じている。そのことを心に留めておいておくれ」

　四海を統すべる龍りゆう神じんの王が最後に口にした言葉。それが一人の父親としてのものだったことに、結ゆい蓮れんは驚いてただ見つめ返した。

　永遠に近い命を持つ彼らは、互たがいの交わりや別れといったものに執しゆう着ちやくしないのだと勝手に思いこんでいた。だがそれは思い違いだったのだ。たった数日過ごしただけの末すえ娘むすめを、誰だれもが惜おしむように見つめてくれている。

　人界で何が起ころうと知ったことではない、という彼らの考えは龍族そのものを表しているのかもしれない。結蓮を力ずくで引き留めることも、やろうと思えばできたはずだ。

　けれど彼らはそうしなかった。結蓮の思いを尊重してくれた。

　ここは確かに自分の居場所だったのだ。彼らは皆、家族で、眷属で、味方だ。もう一人じゃない。人界にいた時には知らなかった思いを感じて、胸が詰まる。

　結蓮は膝ひざをついたまま深々と頭をさげた。

「ありがとうございます……！」

　いつかこの人たちにも恩返しをしよう。いつになるかはわからないけれど、絶対に忘れないように心に刻んでおこう。

　龍王はうなずき、珠しゆ玉ぎよくの帳とばりの向こうでゆっくりと右手をあげた。

　朗々とした声が広間に響ひびき渡わたる。

「紫し黒こく公主と、蓬ほう白ばく山さんの洞どう主しゆの退出を許す。宮門を開けよ！」

「ははー！」

　平へい伏ふくしていく眷けん属ぞくたちの衣きぬ擦ずれの音が、さざなみのように広がった。
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　慌ただしい別れの挨あい拶さつを済ませ、結蓮と季すえ隆たかは水すい晶しよう宮きゆうの門に立った。

　見送りに来てくれたのは母と祖母だけだ。兄弟姉妹たちや臣下たちも行きたいと言ってくれたのだが、あまり大勢が押し寄せても混乱するからと龍王が止めたため、自重したようだった。

（みんなは来なかったのね……）

　従者たちの姿もない。誰かに止められたのか、それとも自分たちの判断でこなかったのかはわからないが、会えないのはひどく残念だった。

　物心ついた時から周りにいてくれた彼らにはちゃんと別れを言いたかった。兄弟のように大切に思ってきたし、守られてきたのだ。だが時間がない今の状じよう況きようを思うと捜さがしにいくわけにもいかない。

　役人たちが水門を開けようとしているのを見やり、結ゆい蓮れんは無理やり気持ちを振ふり切った。

「──母様、お祖母ばあ様。短い間でしたがお世話になりました。孝行もできないうちにお別れすることになって、申し訳ありません」

　深々と頭を下げる。二人も広間での詮せん議ぎの場に臨席していたから事情はわかっているはずだが、結蓮の口から直接は何も話せていなかったのだ。

「本当よ、結蓮ったら。これからいろいろ楽しいことをしようと考えていたのに」

　今日も変わらず輝かがやきを振りまきながら母の祥しよう蘭らんが嘆なげけば、祖母の天てん香こうも不ふ機き嫌げんそうにじろりと視線をやる。

「ほんに腹立たしいのう。こんなにも早く孫まご娘むすめを攫さらいに来るとは、空気の読めぬやつめ。世よ渡わたりが上手うまそうだと感じたのは思い違いであったか」

「あ……すみません……」

　にらまれた季すえ隆たかがたじろいだように後あと退ずさる。ここに来るまでの道すがら、彼は二人に結蓮と結けつ婚こんさせてほしいと挨拶したのだが、それもあってなのか特に天香からは敵視されていた。

　だが龍宮を出ることに関しては、思ったほど引き留められることはなく、どちらもあっさりとしたものだった。

「その天てん女によのお役目とやらをいつまでするのか知らないけれど、終わったらまた会えるのだし、仕方がないと思っておくわ」

「どうせ我らは長命だしのう。人界での数百年など、こちらではあっという間じゃ。のんびり待つことにしよう」

「……はい」

　執着を見せない龍族──けれど、そっと手を握にぎって再会を願ってくれただけでも充じゆう分ぶん結蓮は嬉うれしかった。

「開きますぞ！」

　役人が叫さけぶ。

　開いた水門の向こう側は、明るい青の隧すい道どうが続いていた。あれを抜ぬければ人界に戻ることができるのだ。

　祥蘭と天香が手を離はなし、結蓮の背中を押した。

「お姉様によろしくお伝えしてね」

「諭ゆ迅じんどのにもな」

「あ……」

　詫わびるべきか別れを言おうか迷ったが、言ってみたかったことを口にすることにした。

「はい。──行ってきます」

　二人が微笑んでうなずいてくれる。

　手を振る二人に、最後にもう一度振り返ると、結ゆい蓮れんは季すえ隆たかとともに水門から隧道へ飛び込んだ。
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　やがて、ゆっくりと水門が閉とざされる。

　わずかに乱れていた気流が凪なぐと、天てん香こうは呆あきれたように背後を見やった。

「隠かくれて泣くくらいなら見送ればよかっただろうに」

「……」

　乳白色の玉でできた木々の陰かげから、ぞろぞろと従者たちが姿を現す。皆、目を真っ赤にしていた。

　涙なみだをだらだら流しながら九く郎ろうが怒おこったように突つっぱねる。

「見送りたかったが、顔を見たらあやつを串くし刺ざしにしてしまいそうだったんじゃっっ!!」

　あやつというのはもちろん季隆のことだろう。最後の最後まで彼は敵視を崩くずさなかった。

「ちい姫ひめを誑たぶらかしおって……ッ、あ、あげくには、また向こうに連れて行きおった……っっ」

　悔くやしげに泣きながら嘆く九郎に、祥しよう蘭らんはため息をつくと、隣となりにいる四し郎ろうに目をやった。

「四郎もそうなの？　結蓮が戻もどるのが不満だから出てこなかったの？」

「……いえ」

　四郎は沈ちん痛つうな面おも持もちで首を振り、閉じられた水門を見つめる。

「姫様。わたしは、ちい姫様が龍りゆう宮ぐうにお戻りになる日を夢見る一方で、その日が来るのが怖こわかったのです。姫様がそうであったように、龍神としてお目覚めになれば、ちい姫様は死にも勝まさる苦しみを味わうことになる──それを恐おそれていました」

　人界に生まれた龍族の者は、人として死を迎むかえてから龍族として生まれ変わり、ようやく龍宮に戻ることができる。それには凄すさまじい苦痛を伴ともなうということを、四郎たちはかつて仕えた祥蘭を見て知っていた。

「そういえば、あれはつらかったわねえ。七しち転てん八ばつ倒とうしたわ。いっそのこと自害してやろうかと思ったくらい」

　祥蘭のぼやきに、四郎はこくりとうなずいて続ける。

「ちい姫様が同じ思いをなさるかと思うと、たまりませんでした。ご体調が優すぐれなくなってからは心配で恐ろしくて……。そんな時、あの方が現れて、ちい姫様のお身体からだを治そうと気を配ってくださるようになりました。精のつく食事を作ったり、仙せん薬やくをこっそり飲ませたり……。従者として分を違たがえていると思いながらも、わたしは、あの方に感謝するようになりました。これでちい姫様はお苦しい思いをなさらずに済むのかもしれない、と」

　四し郎ろうは声を詰つまらせ、堪こらえるようにうつむいた。

「ちい姫様のお傍そばを離れるのは寂さびしいですが、あの方が一いつ緒しよなら安心です。きっと、今までのようにちい姫様を大切にしてくださるでしょう。我らのぶんまで──。ですから、不満など、ありません……っ！」

　黙だまっていた従者たちからすすり泣きがもれる。多かれ少なかれ、彼らも同じ思いを抱いだいていたのだろう。九く郎ろうも顔を赤くして号ごう泣きゆうしている。

「だから好かんのじゃっ！　あの色しき魔まめ……っ、ちい姫の心をいとも簡単に手にいれおってからに……ッ!!　わ、わしらは、ちい姫が赤子の時から一緒だったんじゃぞ……っ」

　それが合図だったかのように、従者たちはとうとう声をあげて泣き出した。

　周囲も気にせず、抱だき合っておいおい泣いている。人界にいた頃ころのように幼児姿のままなら可愛かわいらしくも思えただろうが、立派な成人の姿となった今はとてもそうは見えない光景だ。

「まったく、いい年をして。揃そろいも揃って主人離ばなれできておらぬのか」

「だ、だって、わしらにとっては、ちい姫はいくつになってもちい姫なんじゃあぁぁ」

「……だめね。手に負えないわ、お母様」

　祥しよう蘭らんがやれやれと首を振る。見回した天てん香こうも呆れ果てたようにため息をついた。

「そんなに結ゆい蓮れんの傍にいたいのなら、そなたらもまた小さくなってあちらに行くか？」

　ぴたり、と泣き声が止やむ。

　涙と鼻水にまみれていた彼らの顔が、一いつ斉せいに輝いた。
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　隧道の中は明るい青の光がゆらめいている。

　龍宮から外へ出る水門だからか、さすがに距きよ離りが長く感じられた。だいぶ歩いたはずなのにまだ出口は見えてこない。

　これまでのこと、そしてこれからのことを悶もん々もんと考えながら歩いていると、横から遠えん慮りよがちな声が降ってきた。

「あのさ……。怒ってる？」

「──え？」

　我に返って見上げると、季すえ隆たかが少し困ったような顔で見ていた。

　なぜそんなことを言われるのかと首をかしげる結蓮に、彼は目をそらして頰ほおをかいた。

「師し匠しようの後あと継つぎになったこと黙ってたから……。君のことも騙だましたと思ってるのかなって」

（ああ……、そのこと）

　考え事をしていたせいで黙っていたのをそんなふうに誤解されたらしい。

　結蓮は否定しようと首を振りかけたが、思いついてやめた。

「……はい。怒っています」

「えっ」

「季すえ隆たか様は、ひどいと思います」

　うつむいて足あし下もとの水の流れを見つめながら答えると、彼は焦あせったようだった。

「いや……っ、ごめん！　龍りゆう王おうと取引するのに、そうしたほうが真実味が出るかと思って……うん、でもひどいよな！　ほんとにごめんね、俺が悪かった」

　肩かたをつかまれ向き直らされる。そのまま頭を下げられ、結ゆい蓮れんは足を止めて彼を見つめた。

　彼だって悪気があって黙っていたのではないのはわかっている。それどころかその機転のお陰かげで龍宮を出ることができたのだから、むしろ感謝していた。今だってこうして心から謝ってくれている。

　けれどそれを差し引いても言いたかった。あの時は、本当に怖かったから。

「寿じゆ命みようを半分奪うばわれて、あなたに何かあったら──そんなふうにして生かされても、私は自分を許せなかったと思います。ただお別れするよりも、もっとずっとつらかったと思います。あなたの命を踏ふみ台にして一人だけ生きていくなんて、絶対に嫌いやです……」

　顔をあげた季隆がじっと見つめてくる。うろたえているような、どうしたらいいかわからないといった顔だ。

「でも、同時になんだか少し安心してしまいました。龍王陛下まで騙すなんて、季隆様らしいです」

　その〝らしさ〟にいつも驚おどろかされ助けられてきたのを思い、結蓮は唇くちびるをほころばせた。こうして無事だったのだ。文句はつけても、本気で怒ってはいなかった。

　笑え顔がおを見て安あん堵どしたように彼は表情をゆるめたが、また気まずげな顔になって髪かみをかきあげた。

「実は、もう一つ謝らなきゃいけないことがあるんだ。師匠の後を継ついだ件で」

「なんでしょう？」

「やっぱりそううまい話は転がってないってことで……、師匠の後を継いだからってすんなり仙せん人にんになれるわけじゃないらしくてさ。俺もしばらく修しゆ行ぎようしなくちゃいけないんだ。そう長い期間じゃないとは聞いてるんだけど」

「そうなのですか……」

　仙人の世界のことは結蓮には何もわからない。そういうものなのかと受け止めるしかなかった。だが彼はかなり気に病やんでいるようだ。

「ずっと一緒だって言ったのに、こんなことになってごめん。心細い時に傍にいてやれないかもしれないけど……修行が終わったらすぐに戻ってくるから……ちょっとだけ待っててくれる？」

　まるで少しでも離はなれたらどうにかなってしまうとでも思っているかのように念を押され、結蓮は瞬またたいた。もちろん寂しくは思うだろうが、彼が責任を感じることではないのに。

（それくらい私を案じてくださっているのだろうけど……むしろ謝るのはこちらのほうなのに）

　急に申し訳なくなってきて、目をそらすようにして再び歩き出す。

　彼もついてきたので、うつむいたまま切り出した。

「私は、季すえ隆たか様にご無理をさせているのでしょうか？」

「え？　なんで？」

「季隆様が真しん君くん様の後こう継けいになられたのは私のせいですよね。私の傍にいてくださるために仙人の寿命を求められたのでしょう？　それがなければ、仙せん籍せきに入ることは考えておられなかったのではありませんか？」

　思いがけない問いかけだったのか、季隆は、うーんとうなってしばし黙った。

「……まあ、そうだね。だけど別に嫌いや々いややってるわけじゃないよ。むしろ幸運だって思ってる。そんなことでもなけりゃ、天てん女によ様とずっと一緒にいられる道はなかったわけだし」

「ですが、季隆様にもご自分の望まれた未来がおありだったでしょう？　それに璉れん国のご家族のこともありますし」

　龍宮で家族や眷けん属ぞくに会ったばかりだからか、余計にそのことが気になった。彼の家族のことはそれほど詳くわしく聞いたことはないが、少なくとも険悪な仲ではないようだったし、故国のことを語る時の彼は懐なつかしそうにしていたから。

「私のせいで季隆様の人生をつぶしてしまうのは、嫌です……、っ！」

　急にぐいっと肩を抱き寄せられた。驚いてふり仰あおぐと、彼が眉まゆをひそめて見ていた。

「あのさあ。こんな可愛い嫁よめさんが出来て、ずっと一いつ緒しよにいられる方法も見つけたのに、なんで人生つぶれたなんて思うの。俺は心底満足してるんだけど？」

「え……」

　顔を寄せてきた彼が、唇の端はしをあげる。

「なってくれるんだよね？　俺の嫁に」

　真っ直すぐな確かく認にんに、たじろいで目を泳がせながらもうなずこうとして──ふと結ゆい蓮れんは気づいた。

「そういえば……六ろく蓮れん天てん女によって、嫁とついでもいいのでしょうか」

　思えばそれを誰だれかに訊きいたことはなかった。もちろん、双そう方ほうを両立するつもりがなかったからなのだが。

　勝手に返事をして、もし後でだめだと言われたら彼に申し訳ないと思って迷っていると、

「俺にならいいんじゃない？」

「本当ですか？」

「ここまで来て天てん帝ていも文句言ったりしないって」

　あっけらかんと笑い、催さい促そくするように見つめられた。そんなふうに堂々と言われると本当にそんな気がしてくるから不思議だ。

「では……僭せん越えつながら。……ならせていただきます」

　おずおずと結ゆい蓮れんがうなずくと、彼は嬉うれしそうに笑った。

　長かった隧すい道どうも、ようやく出口が見えてきた。明るい光に呼ばれるように二人は駆かけ出す。

　手を取り合ったまま光の中に飛び込んだ。ぱしゃっ、と足下で水がはねる。

　まばゆさが消え失うせると、そこには見慣れた人界の景色が広がっていた。

　緑濃こい山々。すぐ傍そばには神秘的な色の水をたたえた湖がある。そして遙はるか遠くにはのどかな畑と農村が米こめ粒つぶほどの大きさに見えていた。

「……あれ。どこだ、ここ」

　人界には間ま違ちがいないが、とんと見覚えのない場所だ。てっきり煌こうの都近辺に出るとばかり思っていたのだが。

「あのぅ……」

　遠慮がちな声に呼ばれ、振ふり返ると、官服を着込んだ中年の男が無表情で立っていた。

「この湖を治める水すい伯はくです。紫し黒こく公主様のお連れ様に、龍王陛下からお手紙をお預かりしています」

「えっ。あ、どうも、お世話になりました」

　つまりこの水伯が龍りゆう宮ぐうからの水門をつなげてくれたのか。びっくりした顔で礼を言った季すえ隆たかの隣となりで、結蓮も急いで一礼した。

　水伯が「いえ別に。では」とだけ言ってさっさと消えてしまったので、二人は渡わたされた手紙をのぞきこんだ。

「お別れのお手紙でしょうか」

「けど、なんで結蓮ちゃん宛あてじゃなく俺に──」

　訝いぶかしげにつぶやいた季隆が、ぴたりと口をつぐむ。




〈蓬ほう白ばく山さんの新しい洞どう主しゆへ

　余の末すえ娘むすめを攫さらってくれた礼と言ってはなんだが、煌の国都から少し離れたところに水門をつないでやるのでせいぜい自力で頑がん張ばって帰るがよい。ただし、公主に苦労をさせたら許さぬ。

　ちなみにそこは坦たん国とやらのはずれだ。健けん闘とうを祈いのるぞよ。


東海龍王より〉






「……って、煌から一番遠い国じゃねーか！」

　どこが少しだ!?　と季隆は目をむき、結蓮は啞あ然ぜんとした。

　慌あわててあたりを見回す。六りく雄ゆうの一つである坦は大陸の西の果てにある国だ。東とう端たんの煌とはまるで逆方向である。

「まさか龍王陛下がそんな初歩的なお間違いをなさるなんて……」

「いや、明らかに意い趣しゆ返がえしだから！　完全なる嫌がらせだよ！」

　ぐしゃりと手紙を握にぎりしめ、彼は顔を引きつらせてうめいた。

「やけにあっさり行かせてくれたと思ったんだよなああぁ。やっぱ騙だましたこと根に持ってたんだ。自力で帰れって、どんだけかかると思ってんだ？　いくら仙人でもしんどいんだよ！　なりたてだからって足あし下もと見やがって……」

「驚おどろきました。坦たん国は砂さ漠ばくの広がる国と聞いていましたが、よもやこんなに緑があるとは」

「何感動してんの!?　どこまで真面まじ目めで素す直なおなんだよ！　あまりの遠さに俺は心が折れそうだわ！」

　はーっと大きなため息をついて彼は顔を覆おおった。途と方ほうに暮れたようにそのまま黙だまり込んでしまう。

「季すえ隆たか様？」

　そういえば彼は一年近くも旅をして龍宮へたどりついたばかりなのだ。また煌こうまではるばる帰るのはつらいに決まっている。

　はらはらしながら結ゆい蓮れんがのぞきこむと、季隆は目を据すわらせて顔をあげた。

「こうなったら新しん婚こん旅行だと思って死ぬほど楽しんでやる。はは……見てろよ、龍りゆう王おう様」

　少し不ふ穏おんではあったが元気を取り戻もどしたようだ。結蓮はきりりと彼を見つめた。

「ご安心ください。私が馬を駆って煌までお連れします。けっして季隆様をお疲つかれにはさせません」

「相変わらず恰かつ好こういいねー。まあいいや、なんとか模も索さくしながら行くよ。君と一緒なら長旅も望むところだ」

　やれやれというように背せ伸のびすると、彼は微笑ほほえんで手を差し出した。

「じゃあ帰ろうか。結蓮ちゃん」

　二人がこれから共に生きる場所へ。

　結蓮はこくりとうなずき、手をとった。

　地面を踏ふみしめて歩き出す。ようやく人界に戻ってきたのだと少し実感できた。

　よほど山深いところなのか、あたりは静まりかえっている。道を下りながらなんとなく濃い森を見上げていると、ふと思い出した。

「一年近く経たっていると仰おつしやいましたよね。ということは今は夏ですか？」

「そのはずだよ。龍宮に行ってる間に時間が経ってないんならね」

「では、もう桃とう花かの季節は終わってしまったのですね……」

　青々とした木々を見やり、結蓮はため息をついた。

「残念です。毎年楽しみにしていたので」

「ああ、そうか。桃とう霞かの人はそうだったよね。去年は一緒に花見に行ったっけ」

「それもありますが……、桃の花は御み使つかい様との思い出の花なので。初めてお会いした時がちょうど満開の季節で、すごく印象に残っていて……」

「そうだっけか。よく覚えてるね」

「はい。それ以来特別で……一番好きな花なのです」

　大切な思い出がよみがえり、結ゆい蓮れんははにかむようにして微笑んだ。

　あの時助けてくれた初はつ恋こいの人と、今こうして手を取り合って歩いている。それが不思議で、でも嬉しくてくすぐったい。

　そんな表情がよほどめずらしかったのか、季すえ隆たかはまじまじと結蓮の横顔に見入っていたが、ふと笑えみをこぼして帯から扇せん子すを抜ぬいた。

「じゃあ──婚こん約やくの品代わりって言ったらなんだけど。愛しの妻に贈おくり物」

　そう言って扇子をぱちんと鳴らす。

「！」

　ひらり、と薄うす紅べに色いろの花びらが舞まった。

　結蓮は思わず捕つかまえようとしたが、風にさらわれてしまい、指が泳いだ。

　彼は笑ってそれを見ると、扇子を開いて宙をなでるように動かした。

　その軌き跡せきをなぞるようにして、あたりは見る間に薄紅色に染まっていく。

　一面の桃花の園に変わった幻げん術じゆつ世界を、結蓮は頰ほおをそめてくるりと見回した。

（すごい……！）

　はらはらと花びらが舞い落ちてくる。髪かみにかかったそれを季隆の指がすくいあげた。

「どうかな？」

　ちょっとだけ得意げな笑顔に、結蓮も弾はずんだ笑みを返す。

「綺き麗れいです！」

　手放しの賛辞に応こたえるかのように、やわらかい風が桃花を揺ゆらした。

　薄うす紅べにの風となって降りしきる花びらは、五年前の出会いを思い出させた。

　あの時と同じように彼が傍そばにいる。並んで一いつ緒しよに桃花を見ている。

　ただ一つ違ちがうのは、彼はもう、つないだ手を二度と離はなしはしないだろうということだ。

（季隆様はもう、あの時みたいにいなくなったりしない。きっと……）

　願望に似た確かく認にんをこめてそっと握り返す。

　気づいたのか、彼は少し驚いた顔で見つめてきた。それから、先ほどの返事に満足したように笑って、結蓮を抱だき寄せた。

「来年はまた二人で見よう。今度は本物の花をね」

「……はい」

　来年だけでなく、その次も、もっと先も。

　そっと心の中で付け足して、こくりとうなずく。

（でも、この光景は一生忘れない。私の宝物にする……）

　自分の世界に戻ってきた日に、彼が贈ってくれたものだから──。




　夏の深山に作り出された幻げん想そう的な春景色。

　薄紅の花はな吹雪ふぶきの中、二人は寄り添そっていつまでもそれを眺ながめていた。
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　終章　桃花の季節に







　国を揺るがした乱から、十年の後。

　煌こう国にあらたな皇こう帝ていが即そく位いした。

　地上の天宮と謳うたわれる美しい皇こう宮ぐうで御み位くらいに就ついた新皇帝を、白い衣ころもをまとった天てん女によのごとき娘むすめが見守っていたと、集つどった朝官たちはのちのちまで語り継ついだという。

　彼女が本当に天女であったことを知るのは、ごくわずかな者ばかりだったが──。

　桃の花があざやかに都をそめあげる季節に生まれた伝説は、人々の敬愛と思し慕ぼにより、史書の片かた隅すみにも記されることとなった。




　六ろく蓮れん天てん女によの深い加護を受けた新皇帝は、幼なじみだった彼女との誓ちかいを胸に善政を敷しくことになるのだが、それはまた別の話である。

























　煌こう国の都、桃とう霞か。

　城市まちの大門から皇宮まで貫つらぬく玉ぎよく天てん大たい街がは、今日も都人で賑にぎわっていた。

　特にこの季節、人々の浮うかれぶりは他ほかの時季とは比べものにならない。都生まれの者にとって特別な季節なのだ。

　桃とう花かを象かたどった飾かざり物や菓か子しなどが売られているのを横目に見やり、その男は先を急いだ。

　玉天大街から小路に折れ、豪ごう邸てい街へと入る。しばらく道なりに進むとその屋や敷しきが見えてきた。

　開放された楼ろう門もんを男は躊躇ためらいなくくぐり、すぐ手前の建物へと足を踏ふみ入れた。

　奥まで入らなくとも、その場から見み渡わたせる。様子をうかがい、男は薄うすく笑えみをこぼした。

　卓子つくえを取っ払ぱらってがらんとした部屋で、子どもたちが車座になっている。皆みな、きらきらした目をして身を乗り出していた。

「それで、どうなったの、老師！」

「その悪い龍りゆうって、どれくらい強いの？」

「そんなのが暴れたら、お城の兵隊も負けちゃうよ！」

　口々に急せかす子どもたちに、唯ゆい一いつ混じっていた若者は穏おだやかに答えた。

「そうなんだ。兵隊は負けてしまって、お城もめちゃくちゃに壊こわれてしまった」

　ひゃあっ、と子どもたちが悲鳴をあげる。若者はすかさず指を立てた。

「でも大だい丈じよう夫ぶ。煌国には守り神の天女様がいたからね。戦いの末に見事、悪い龍をやっつけたんだ。そして国は平和になった」

「よかったー」

　ほっとしたように子どもたちが息をついた。よほど力が入っていたのか、頰ほおをゆるめて顔を見合わせたりしている。

「ねえ、老師！　それからどうなったの？」

　中でも勝ち気な子どもが興きよう味み津しん々しんといったように追つい及きゆうしてきたので、若者は首をかしげた。

「どうって？」

「天女様だよ！　守り神なんでしょ？　今でも守ってくれてるのかなぁ」

「えーっ。でもそれって大昔の話なんだよね？　老師」

「だったらもう、おばあちゃんじゃんか」

「無理だよー」

「そんなの、わかんないだろっ。龍に勝ったくらい強いんだからできるかもしれねーじゃん！」

　わいわい騒さわぎだした彼らを若者は笑って眺ながめていたが、頃ころ合あいを見て手で制した。

「実はね……、天女様は、今も煌国を守ってくださっている」

「噓うそだぁ」

「本当だよ。私は会ったことがある」

　えーっ、と歓かん声せいがあがる。帰り支じ度たくも忘れて子どもたちは彼に群がった。

「どんな人!?」

「強いの？」

「うん。すごく強くて……面おも白しろい、かな？」

「すげーっ！」

　興奮したように叫さけぶ子どもらを若者は楽しげに見守っていたが、来客に気づいたようで、軽く手をたたいた。

「さあ、もう時間をとっくに過ぎてるよ。続きはまた明日」

「はーい！」

「また明日！」

　子どもたちはそれぞれ荷物をひっつかむと、あっという間に駆かけ出て行った。

　静かになった部屋に男はゆっくりと入った。端はしに寄せていた卓子を戻もどしながら、若者が微笑ほほえむ。

「すみません。つい話が長引いちゃって。掃そう除じのついでの徒つれ然づれ語りのつもりだったのに」

「繁はん盛じようしておいでのようで何よりですねえ」

「すぐ出られますから、座っててください。孔こう少しよう保ほ」

　慌あわてたように言われ、男は笑みを返した。

「もう東宮少保じゃありません。ややこしいのでただの孔でいいと何なん遍べん申せばわかっていただけるんですかね～。──琇しゆう有ゆう皇子」

　わざとらしく強調して呼ばれ、若者──琇有はばつの悪い顔つきになった。

「いやー……久しぶりなものだから、つい忘れてしまって」

「ま、ちょくちょく出世して官職変わってますから～私。覚えられないのも無理ありませんよ。お気き遣づかいなく～」

　男──かつて孔少保と呼ばれた彼は皮肉げに笑むと、ぐるりと室内を見回した。

「でも本当に、大した盛せい況きようぶりじゃないですか～。私し塾じゆくの先生が板についていましたよ～」

　素す直なおな褒ほめ言葉かどうか判断できなかったのか、琇有は曖あい昧まいに笑った。

　どっしりとした柱が支える部屋は、私塾というよりもお大だい尽じんの邸てい宅たくといったふうだ。それもそのはず、ここは豊ほう家所有の別べつ邸ていだった。

　一部を改築、開放して、近きん隣りんの子どもたちに学問を教えるようになってから数年が経たつ。今ではすっかり子どもたちの〝老師〟だ。

「にしても、天女と龍の話が大昔のことだなんて。せいぜい十年くらい前でしょうに」

「だって、本当のこと話すわけにはいかないし……。一応秘密なんでしょう？　結ゆい蓮れんのこと」

「一応ではなく国の最高機密なんですがね～。言いふらしたら死し刑けいっていうか～」

「だ、だから、僕の創作物ってことにしてるんですっ」

　青ざめる琇しゆう有ゆうを孔こうはにやにやして見ていたが、軽く肩かたをすくめてみせた。

「ま、あれだけのことがあったわけですし、ほぼ公然の秘密って感じになっちゃいましたからね。民たみの間でも神秘的な伝説みたいに広まってますし～」

　と、そこで琇有が身支度を終えているのに気づき、孔は「じゃあ行きますか」と促うながした。







　つややかな甍いらかを照らす陽ひ射ざしは、すっかり春めいてきている。

　二人は玉ぎよく天てん大たい街がを皇宮へ向かって歩いた。

　こうして二人で行動するのはこれが初めてではない。十年ほど前に起こった雪せつ南なん王おうの乱において共に巻き込まれ、孔は瀕ひん死しの重傷、琇有は彼を襲しゆう撃げきした濡ぬれ衣ぎぬを着せられて追われるという事態になったのだが、乱後にどちらからともなく交流が始まり、今では奇き妙みような友情らしきものが芽生えるまでになっていた。

　孔いわく、彼が襲撃を受けたあの時、琇有がなけなしの呪じゆ禁ごん術で蒴さくに反はん撃げきし、そのおかげでなんとか命が助かったのだから恩を感じている、とのことだったが、その後逃にげ出した身としては少々後ろめたいものがあった。

「というかそろそろ皇宮にお戻りになってもよろしいんじゃないですか～？　いつまで城下でお暮らしになるおつもりです？　あなたの仰おつしやるところの〝禊みそぎ〟ももう済んだんじゃないですかね～」

「うーん。どうかなぁ……」

　遠えん慮りよのない物言いをする孔に機き嫌げんを悪くするでもなく、琇有は目をそらして力なく笑った。

　あの乱の後、琇有は皇宮を出て、かつて従妹いとこの結ゆい蓮れんが住んでいた屋敷で暮らし始めた。

　孔少保襲撃の疑いをかけられて居づらくなったというのも、正直なところ少しある。もっとも疑ぎ惑わくはとっくに晴れていたし、白い目で見られるどころか、同情された上に太子を守ったとして英えい雄ゆう扱あつかいする者もいた。

　だが琇有は、ある罪悪感からそれに耐たえられなかった。それで──両親にも太子である弟にも引き留められたが──期間限定という条件で城下に下りるのを許してもらったのだ。

　今の生活は平へい穏おんだ。同じ屋敷に住む異母妹の華か瑛えいとは、つかず離はなれずの距きよ離りで楽しくやっている。数年前から始めた私塾で子どもたちと触ふれあうのも面白い。もちろん、自作の小説をつづることも。

「何がそんなにお嫌いやなんです？　引きこもり状態も解消なさったんですし、堂々とお戻りになればいいじゃないですか～」

　──このつかみどころのない〝友人〟と時々おしゃべりすることも、だ。

「そもそも、呪じゆ禁ごん道の修しゆ行ぎようの件はどうなさったんですかね。太子殿でん下かをお守りするために続けるんじゃなかったでした～？」

「う……、や、やってますよ」

「え～～、全然見えないですけど～～？」

　ちくちく言われ、琇しゆう有ゆうは一いつ瞬しゆん逃にげようかと思った。だが長年しみついた現実逃とう避ひ癖ぐせを克こく服ふくするべく努力に邁まい進しんしている最中だったのを思い出して、なんとか踏ふみとどまった。

　自分でもこれではいけないと思っていたのだ。今日を機にあらためようと──実は内心決めていた。

　だから、勇気を振ふり絞しぼって告白することにした。

「僕……、本当は知ってたんです。崇すう怜れい兄上が謀む反ほんを起こすこと」

　ぎこちなく切り出すと、孔こうは受け流すように相づちを打った。

「あ～。確か、術か何かでご覧になったとか？」

「そうじゃなくて。──夢に見たんです。あんなふうに皇こう宮ぐうがずたぼろになるところを」

「……夢」

「予知夢ですよ。子どもの頃ころからよく見てたんです」

　孔が黙だまったので、琇有は苦く笑しようして続けた。

「といっても、全部が当たるわけじゃなくて、どれが予知夢なのかもわからない。不便なものでしたけどね。──だけど、崇怜兄上が引き起こしたことのほとんどを見たんです。顔が見えなかったから兄上の仕し業わざというのはわからなかった。でも、父上や琮そう成せいが幽ゆう閉へいされたり、皇宮が壊こわされたり、誰だれかが兄上と激しく戦ったり……、そういう場面を全部知っていた……」

　それなのに誰にも言わなかった。不ふ吉きつすぎて口に出せなかったのもあるし、すべて的中するわけではない夢を話して混乱させるのも嫌だった。だが振り返ってみるとそれは怠たい慢まんだったのだと痛感した。

「夢に見た光景をまとめて書き留めていたら、兄上本人に読まれてしまったこともあった。兄上は僕の創作だと思っていたようだけど……。でもそれでも気づけなくて、夢のことを誰にも相談しないで──。あの乱を引き起こしたのは、半分は僕のせいみたいなものだと思う……」

「……だから皇宮をお出になった、と？」

　琇有は強こわばった顔でうなずいた。

　太子である弟を守ろうと呪禁師を志した。あの乱の時には実際に琮成を守って戦った。これからはそうして生きていこうとも思った。──でもやっぱりできなかった。

　どうしても後ろめたくて、弟を守ると胸を張って言うことができなかったのだ。

「へ～……。まあ、何か秘密がありそうだと前々から目を付けてはいましたが……そういう能力がおありだったとはねえ」

「……」

「ときに琇しゆう有ゆう様。私、今でも現げん役えきの皇こう帝てい密使ですよ？」

「──え？」

　彼にも軽けい蔑べつされるのだろうと、うつむいて落ち込んでいた琇有は顔をあげた。

「こう言ってはなんですが、皇帝陛下の手先ですよ？　そんな軽々しく告白しちゃっていいんですか～？　私が言いつけたらどうなさるんです～？」

「えっ。あ、そ、そうか！　あ……うん。構わないよ、それでも。本当のことだし……」

「まっ、言いませんけどね」

　けろりとして断言した孔こうに、琇有は目を瞠みはった。明らかに言いつけるという口調だったのに。

「というか言えませんよね、今さら。そんな昔のことを悔くやんで禊だなんて言って逃げていないで、その予知夢を見る能力を皇帝陛下の御おんために生かしなさい。反省期間が無む駄だに長いんですよ。しかも的外れですし～。自分に酔よってるというか～」

　呆あつ気けにとられていた琇有は、あまりのずけずけとした言われように思わず涙なみだ目めになった。

「そっ、そこまで……！　孔氏は、ひょっとして僕のことが嫌きらいなのかいっ？」

「特別嫌いでも好きでもないですが、もっとしっかりしていただきたいです～」

　好きじゃないの!?　と友達づきあいしていただけに琇有は一いつ瞬しゆんぐさっときたが、そのせいで逆に冷静になり、涙も引っ込んだ。

　確かに彼の言うとおりだ。友人からの愛の鞭むちとして受け取っておこう。

「……わかっていますよ。今日から生まれ変わろうと思っていたんだから。本当だからね」

　精せい一いつ杯ぱい厳いかめしい顔を作って宣言すると、孔は冷やかすでもなく前を向いたまま言った。

「期待しておきます～」

　皇宮の門をくぐり、さらに進んで内宮門を抜ぬける。そのまま二人は皇帝の宮きゆう殿でんを目指した。

　少し前まで沈しずんでいた皇宮は、華やぎを取り戻もどしていた。春という季節のせいなのか、それともこれから行われる儀ぎ式しきのせいか。おそらく両方だろう。

「おや──これはこれは、珍めずらしい方にお会いしましたね～」

　ふいに孔がいくらか声を弾はずませたので、複雑な思いを抱かかえて考え込んでいた琇有は顔をあげた。

　石敷じきの道を青年がこちらへ向かってくる。髪かみはあちこち撥はねさせたまま、扇せん子すであおぎながらぶらぶらと気のない様子で歩いてきたのは──。

「たっ……橘たちばな氏!!」

　琇有の親友であり、今は臨りん道どう水すい明めい真しん君くんとなった季すえ隆たかだったのだ。

　桃とう花か園えんのほうに気を取られていた彼が、こちらを見て目を見開く。すぐさま笑え顔がおで駆かけてきた。

「これはどうも！　お久しぶりですね、お二方とも」

　快活そのものの態度で挨あい拶さつした彼は、十年前と同じ若々しいままだ。あの時から彼の時間は止まっているらしい。

　国の東にある蓬ほう白ばく山さんに居を移した彼は、国都と行ったり来たりの生活を送っていると聞いている。そのためなかなか会えなくなっていた。

「本当に久しぶりだよねえ～！　橘たちばな氏も皇宮に来てたんだ」

「ええ。この季節は毎年約束してるもので」

「ということは、彼女も？」

　孔こうの問いに、季すえ隆たかが笑ってうなずく。

「もう来てるんで、行きましょう」







　皇帝が崩ほう御ぎよし、三年が経たった。

　喪もが明けた今年、太子琮そう成せいがその御み位くらいにつく。皇宮が活気を取り戻したのはそれが理由であった。

　琮成はすでに皇帝の宮殿に入っている。三人がこちらへ向かったのは招かれていたからだ。

「そういえば。前々から気になっていたんですが、蓮れん女によの加護ってどこにあるんですか～？」

「え。いや、言えるわけないでしょ」

　季隆が面めん食くらった顔で孔を見る。だが彼は平然としていた。

「ご心配なく。よからぬことを企たくらむほど暇ひまじゃありませんから～。ただちょっと死ぬ前に一度見てみたいな～という単純な好こう奇き心しんです」

　琇しゆう有ゆうもひそかに期待して耳を澄すませる。積極的に見てみたいとまでは思わないが、話自体には大いに興味があった。

「いやいやいや。普ふ通つうの人は入れませんから」

「え～。あなただけ特別待たい遇ぐうですか？　ずる～い。ねえ、琇有様？」

「どんなところなのかは気になるね。一度、遠見の術に映ったのを見たけれど、岩ばかりのごつごつした場所だった。たぶん、結ゆい蓮れんが住んでるのはあそこだよね？　橘氏」

　二人に両側から突つつかれ、うーんと季隆は目を瞑つぶって天をあおぐ。

「そうなんですけど……。さすがにあんなところにそのまま住ませられないんで、小さいけど家みたいなのを造ったんですよ。そこに住んでます」

「へええ、そうなんだー。造ってあげたなんて優やさしいじゃない」

「そういえば昔、布ふ団とん一式担かついで歩いてらっしゃいましたよね。あれは愛の巣に運ばれるところだったんですか～」

「ちょ……、なんでよりによってそんな間ま抜ぬけなとこ見てるんですか。なんか恥はずかしい……」

「照れることないじゃないですか～。正しよう真しん正しよう銘めい、夫ふう婦ふになられたんでしょう？　しかももう十年も経ってますし～。すでに熟年夫婦でしょう」

　たじろいでいた季すえ隆たかは、孔こうの冷やかしにため息をつくと、閉じた扇子で無造作に頭をかいた。

「いやー……、あそこって地上と時間の流れが違ちがってるんですよ。なので、まあ……まだまだ新しん婚こんみたいなものなんで」

　照れくさいのか目をそらしてしまった彼に、孔はにやにやしている。

「それはそれは。ごちそうさまです～。天てん女によ様との蜜みつ月げつ、楽しそうですね～」

「ハハ……、まあ、二人きりじゃないんですけどね。お互たがいの従者もいるし……」

「えっ。従者も入れるのかい？」

　思っていたより自由に出入りができるのかと琇しゆう有ゆうが驚おどろいて訊きくと、季隆は考えるように眉まゆを寄せて宙を見つめた。

「説明がしづらいんですけど……、蓮女の加護のある場所にはあの子しか入れないんで、その結界のすぐ外……って言ったらいいのかな、そこに家を造ったんですよ。普ふ段だんは石柱の傍そばでお勤めして、夜になったら俺と従者たちのところに帰ってくる、みたいな」

「なんですかそれ。役人と変わらないじゃないですか。天女様の神秘性が台無しっていうか～」

　孔の苦情に、季隆が曖あい昧まいな顔になる。

「まあね……。いいのかよって俺も思ったんですけど。先代の天女様が配はい慮りよしてくださったんですよ。急に結ゆい蓮れんに押しつけるみたいになっちゃったからって」

　先代の精一杯の気き遣づかいなのだろう。場所は違えど、季隆と従者たちと暮らす生活は豊ほう家別べつ邸ていで結蓮が送っていたものと同じだ。それは少なからず彼女の支えになっているはずだから。

「つか、なんで俺はこんなべらべらしゃべらされてんの？　恥ずかしいからやめてください」

「とか言って～、本当は惚のろ気けたくてたまらないんでしょうに～」

　孔に肘ひじで脇わき腹ばらを突かれながら決まり悪そうな顔をしている季隆を見やり、琇有は微笑ほほえんだ。彼も結蓮も、とにかく元気に暮らしているようで一安心だ。

　黄金にいろどられた回かい廊ろうを進み、案内された部屋に入った。が、いるはずの先客の姿がない。

「あれ？　どこいったんだろ」

　怪け訝げんそうに季隆が窓辺へ寄っていくと、

「ここです」

　上から声が降ってきた。

　ぎょっとして見上げた三人の目の前に、ふわりと白い衣ころもの袖そでがひるがえる。

「──失礼しました。ちょっとした手て違ちがいがありまして」

　着地するなり淡たん々たんとそう言い訳したのは、件くだんの赤の天女──結蓮だった。

　無表情なせいか冷たくも見える美び貌ぼう、若々しく軽かろやかな身のこなし。季隆と同じく彼女の時も十年前から止まっている。不器用な性格も相変わらずのようだ。

「な、何してたの？」

　明らかに天てん井じよう近くの欄らん間まあたりから飛び降りてきたのを見て、季隆が顔を引きつらせながら訊たずねると、彼女は生き真面まじ目めに答えた。

「はっ。身体からだがなまっていたので素す振ぶりをしようと思い立ち、やってみましたところ、力加減を間ま違ちがえて天井に思い切り太刀たちを放ほうり投げてしまい、突き刺ささったので急いで回収していたところです」

「突っ込みどころ多すぎるわ！　ちょ、頼たのむから宮殿まで壊こわさないでね！」

　季すえ隆たかが慌あわてて天井を確かく認にんしているところを見ると、天女になってからの彼女も相変わらずなのだろう。

　すみません、と真顔で一礼した結ゆい蓮れんが、琇しゆう有ゆうを見て唇くちびるをほころばせた。

「琇有様……！　お元気そうで何よりです！」

　久しぶりに会う従妹いとこに、琇有も思わず笑みがこぼれる。

　どんなに引きこもっていても変人だと噂うわさされても、彼女だけは一度も態度を変えなかった。あの頃ころ、それがどれほど頼もしかったことか。

「結蓮も、元気そうだね」

「はい。──孔こう少しよう保ほも、お久しぶりです」

「もう東宮少保じゃありませんけどね。でも今日は天女様に耳寄りなお話が」

「え？」

「なんと、こちらの琇有様が皇宮に復帰なさるそうなんです～」

　いきなり宣言され、心の準備のできていなかった琇有は飛び上がりそうになった。

「そうなのですか、琇有様？」

「う、うん……。役に立てるかはわからないけどね」

「そんな！　お立ちになれますとも！　殿でん下かもどれほどお心強くていらっしゃることか……！」

　感かん極きわまったように結蓮ががしっと手を握にぎってくる。あまりの握あく力りよくの強さに、琇有が「ひぃ！」と悲鳴をあげた時だった。

「──騒そう々ぞうしいぞ。何を騒さわいでいる」

　凜りんとした冷たい声が響ひびいた。

　声の主を察し、その場にいた全員が礼をとる。

　現れた琮そう成せいはまだ皇こう帝ていの衣い装しようには着き替がえていなかった。記き憶おくの中よりだいぶ大人になった顔で、真っ先に琇有を見つけた彼は律りち儀ぎに一礼した。

「これは兄上。ご無ぶ沙さ汰たしております。わざわざのお運び、いたみいります」

「う……、僕、いや、私もお会いできて嬉うれしいですよ」

「どうか、以前のように琮成と呼んでください。誰だれも咎とがめはしません」

　真面目な顔で気遣われる。相変わらずよく出来た弟だった。ぎこちなくうなずいた琇有にもう一度礼をして、ようやく結蓮に目をやる。

「何年経っても落ち着かぬな、おまえは」

　呆あきれたように言いながらも、そのまなざしは穏おだやかそのものだった。

「はっ、申し訳ございません！　お久しぶりに殿下にお会いできると思ったらどうしてもそわそわして止まらず……。気を静めようと素振りを試みましたが途と中ちゆうで太刀たちが飛んでいってしまい──」

「それ言わなくていいからっ！」

　慌てて季すえ隆たかが止めに入る。琮そう成せいが軽く目を細めて彼を見た。

「水すい明めい真しん君くん様。ご無沙汰しておりますが、ただいま天女と懇こん談だん中ですゆえしばし消えていていただけますかな」

「いや、無理に敬語使っていただかなくて結構ですから……つか、さりげなく消えろとは仰おつしやってますけど」

　季隆がたじろいだように引き下がる。彼はこのところ、もっぱらああした〝嫌いやがらせ〟を受けているらしかった。

　ぶつくさ言いながら琇有たちのほうへ来た彼に、孔こうが冷やかすような目を向ける。

「やっぱり今でも太子殿下命なんですね～彼女」

「あれは一生治らないですよ。たぶんね」

「でも以前に仰ってましたよね？　あの子の大事にしてるものを俺も大事にしたいだけだ！　って、きりっとしたお顔で」

「記憶力よすぎでしょ……」

　面めん食くらったように孔を見返した季隆だったが、フッと余よ裕ゆうの笑えみを浮うかべた。

「言いましたとも。今さら、全然どうってことないですね。どんだけ殿下殿下言われようが、俺の嫁よめ頑がん張ばってんな～としか思わないっていうか」

　三人が密談をかわす中、そんなことなど視界にも入っていないかのように、結ゆい蓮れんは琮成の前に緊きん張ちよう気味に立っていた。跪ひざまずいたら叱しかられるので耐たえているのだ。

「身体は、大事ないか」

　琮成は昔のように冷たい物言いはしなくなっていた。十年が経たち、年相応の落ち着きをまとった彼は、結蓮を子どもの頃のように妹として気遣ってくれている。

「はっ。どこも不調なく健康体です」

「ならよいのだが」

「あのっ、殿下は、お元気でいらっしゃいましたか」

「風邪かぜを引いている暇ひまもないな」

「それは何よりでございます。さすがは太子殿下！」

「いちいち褒ほめずともよい。耳にたこができる」

　冷静な顔のまま一つ一つ答えてくれる琮成に、結蓮は頰ほおを上気させる。こんなにも他愛たわいないやりとりでも、かわせるだけでたまらなく心が躍おどった。

　離はなれたところで控ひかえている三人を一いち瞥べつし、琮そう成せいがさりげなく視線を戻もどす。

「やつとの暮らしはどうだ。こき使われたり無体をされたりしていないか」

　心なしか低められた声に、結ゆい蓮れんは一いつ瞬しゆん、子どもの頃に内ない緒しよ話ばなしをした時のことを思い出した。

　その思い出の温かさと、問われたことに対する答えを思い返したのと、頰が熱くなってしまったのはどちらが原因だっただろう。

「はい……、いつでも、充じゆう分ぶんなほどお優やさしいです」

　つられるように小声になってしまいながら答えると、琮成は仏頂面になった。

「なんとなく腹が立つが……、まあよい」

　え？　と顔をあげた結蓮に、彼は真顔に戻って視線を向けてきた。

「いよいよ即そく位い式しきだ」

「──はい」

　結蓮も真しん剣けんな顔で見つめ返す。幼い頃から知る太子が皇帝となるのを思うと、身み震ぶるいするほど喜びがこみあげてくる。

「正直なところ、若年でもあるし、いくらか自信がない面もなくはない」

「そんなっ、殿下ならきっと大だい丈じよう夫ぶです！　逆らう輩やからがあれば私が退治します」

「それはしなくてよい」

　カッと目を瞠みはって訴うつたえた結蓮に、琮成は呆れたように少し笑った。

「だが、おまえが支えていると思うと力がわいてくる。どんな困難にも立ち向かうつもりだ。だから頼んだぞ。赤の天てん女によ」

　十年前、乱のさなかでかわした誓ちかいがよみがえる。

　結蓮はすっと表情をあらため、拱きよう手しゆ一礼した。

「はい。──皇帝陛下」

　何十年、何百年でも、この国を支える覚かく悟ごはできている。彼の子孫たちのことも自分が守ると決めている。この決意が揺ゆらぐことはない。

　──そんな熱い思いが伝わったのかどうか。

「……やっぱ、ちょっとは妬やけるかも」

　椅い子すの背に頰ほお杖づえをついて見ていた季すえ隆たかはひそかにぼやくと、ひたむきに琮成を見つめる彼女の姿に、思わず苦く笑しようをこぼしたのだった。







　あとがき







　こんにちは、清家未森です。

　六蓮国物語、これにて完結です。最後までお付き合いくださり、ありがとうございました！

　このお話は、もう一つのシリーズよりも前から温めていたものでした。その間にいろいろと変わった点がありますが、もっとも大きな変へん更こう点は主人公の性別です。初期設定では男の子だったんです。成長物語という感じで、恋れん愛あい要素はほぼありませんでした。そんなところからのスタートだったのでちょっと心配だったんですが、ここまで読んでくださった皆みな様さまに、結蓮れんと季隆の恋こい物語として少しは楽しんでいただけたらいいなぁと願っています。

　六蓮国をあざやかに彩いろどってくださったＩｚｕｍｉ先生。恰かつ好こういいイラストが毎回楽しみでした。今回のカバーイラストも大好きです！　ありがとうございました。

　担当様はじめ編集部、そして携たずさわってくださった関係者の皆様方、ご迷めい惑わくをお掛かけし通しでしたが、おかげさまで最終巻を迎むかえることができました。心より感謝申し上げます。

　それでは、またいつかお会いできますように。
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